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可能性、もしくは想像力と我々が呼んでいるものの九九％までは偽物で、

本物は残る一％にすぎない。

しかも問題は、それが同時に邪悪とも呼ばれることだ





霧間誠一（ＶＳイマジネーター）
















　それは、春とは名ばかりでまだまだ寒く、雪さえ降っている三月の初めのことでした。

　私の学校、県立高等学校深陽学園の屋上からひとりの少女が飛び降りたのです。その少女の名は水乃星透子みなほしすいこ。まだ十七歳でした。

「小宮こみやさん、あなたはどんなものが好きなの？」

　彼女がまだ生きていた頃、私にそんな風に話しかけてきたことがありました。私はその当時流行はやっていたポップスナンバーの歌手の名前を何気なく口にしました。

「へえ、ああいうのがいいの？」

「うん。なんかカッコいいじゃん」

　私としては気軽な気持ちでそう言ったのですが、透子さんは「ふうん……」と軽く息を吸うと、夕暮れの空に向かって口笛を吹き始めました。

　私の学校は山の中にあるので、ほとんどの生徒はバス通学です。そのとき通学路を下校のために歩いていたのは私と透子さんだけでした。

　その口笛の曲は、いま私が好きだと言った歌手の代表曲でした。それはとってもうまくて、そしてすごく綺麗な音になっていました。本物の曲よりも、ずっとずっと素晴らしく、彼女が吹き終わると、私は思わず拍手していました。

「──すっごおい！　透子、うまいのねぇ！」

「いや、綺麗に聞こえたとしたら、それはあなたの〝この音が好き〟という気持ちがそうさせたのよ」

　彼女は、こういうすこし芝居がかったようなことを、割合すらすらと言う人でした。そして、それが似合う人でもありました。

「練習したんでしょうね。なにか楽器とかやってるんだっけ？」

「いいえ。もっぱら聞く方ね」

「じゃあ、音感ってヤツ？　あれがいいのかもね。──じゃあ、普段はどんなのを聞いているの？」

「あまり、人が聞かないようなものが多いかもね」

「どんなの？」

「そう、たとえば──」

　と、また一息吸うと、透子さんはふたたび曲を奏ではじめました。

　今度は口笛だけでなく、ハミングが主体でした。彼女はまるで、どんな音でも再現できる魔法の楽器であるかのようでした。

「…………！」

　私は息をするのも忘れるほどでした。

　それは、さっきの曲などとは比較にならない、胸が高鳴り、心に響き、そしてなんだか、とても切なくなるような──それでいて、とてもリズミカルな力強い不思議な曲でした。

　終わっても、私は拍手できませんでした。胸がいっぱいで、涙ぐんでいたからです。

「──どうかしら？　あまり好みじゃなかった？」

「ううん──ううん！　なんか、なんか──恥ずかしいわ。さっきの曲が、なんだか音楽として偽物みたい……」

「あなたが好きな曲じゃなかったの？」

「……いいえ。たぶん、本気じゃなかったのよ。今の曲を聴いて、本当に音楽がいいってはじめて思ったような気がしたわ。そう、流行はやりだとかそういうのとは全然関係なしに！」

　私は興奮して大きな声を出してしまいました。

「そう──良かったわ」

　そう言って微笑む透子さんは、今の曲と同じくらい──いいえ、それ以上に美しく、まるで夕焼けの赤い光の中で、そのシルエットは女神のようでさえありました。

「なんていう曲なの？　教えて！」

　私が聞くと、彼女はくすくすと笑いました。

「笑わない？」

「え？　どうして」

「曲のタイトルは〝サロメ〟、バレエ音楽よ」

「──それがなんでへンなの？」

「作曲が、伊福部昭いふくべあきらなんですもの」

「？」

「このひと、怪獣映画の曲で有名なのよね──」

　そう言って、透子さんは口元に軽く握ったこぶしを当てて、肩を上下に揺らして笑いました。

　その仕草はとっても女の子らしくて、私はなんだかどきどきしました。私にはとっても、そんな風に自然に笑うことはできないと思ったからです。──いいえ、他の誰にも、彼女のように、ただただ素敵に、純粋に笑うことはできないでしょう。

　でも、その彼女はもういません。

　私には不思議でなりませんでした……どうして彼女が死ななくてはならないのでしょう？

　彼女は遺書も何も遺のこさなかったと言います。だから彼女が苦しんでいて、それで死んだのか、それとも彼女なりの何らかの意思表示のために死んだのか、私たちにはまるでわかりません。

　でも、私はわかりたかった。

　彼女と私は、実のところそれほど親しいと言うほどの仲ではありませんでした。

　時折、彼女と二人きりになる機会があって、そこで親しく話してもらっていた──それだけです。

　でも、彼女は間違いなく、私の短い人生のなかで、私が〝ほんものだ〟と思えたひとだったのです。他には何もありませんでした。みんな、他のものを真似まねして、無理矢理にそれが自分のものだと思いこもうとしている偽物ばかりでした。

　だから、その彼女が飛び降りたのなら、きっとそこには何かがある、と私は思います。

　だから、私も彼女を追ってみます。

　跡追い心中？　──かも知れません。

　でも、私は彼女のことが好きだったのか、それさえもうまくわからないのです。結局、私は何もわからないままに終わるのだ、と思います──。




　──小宮真理子まりこは、学校の屋上にひとり立ちつくしながら、やっぱり心の中で書いたその遺書を実際の文書としては遺さないことに決めた。

　空は暗い。

　夕暮れはとうに過ぎ、世界から光は急速に失うせていく。

「…………透子さん」

　彼女は屋上から下を見おろす。

　その下には、まだ水乃星透子が叩きつけられた跡の、白い線が残されている。半ば闇と化した地上で、それだけが妙に光って、浮かび上がって見える。

　ごくり、と唾を飲み込む。

　いつか、水乃星透子が言っていた言葉を思い出す。

〝小言さん、この世の中には、決まりごとなんてホントは何もないのよ。すべては不確定で、どんなことだって「不自然」なことはない……烏が空から落ちることもあるし、四月に雪が降ることだってあるのよ〟

　どういう意味だったのだろう？

　それが、この柵を越えればわかるかも知れない……！

　白い線が動いて、彼女を手招きした。その幻覚は幻と言うにはあまりに自然で、真理子にはごく当たり前のものに見えた。

　そう、もう自分の人生は、そこに行く以外にまともな可能性はない──そういう衝動が湧き上がってきた。ぶるぶるぶる、と恐怖でなく、興奮で身体が震えた。

「透子さん……！」

　小宮真理子は、思い切って手を鉄のフェンスに掛けた。

　そこに、声が掛けられた。

「──君は水乃星透子の跡を追いたいのかい？　だったら、そいつは無理だよ。それじゃあ不可能だ」

　少年のような、少女のような、どちらでもないような奇妙な声だった。

「───?!」

　真理子はびっくりして振り返った。

　なかば闇に隠れた屋上の一画に、そヽいヽつヽはいつの間にか座っていた。

　筒のような黒い帽子を目深まぶかに被かぶって、鋲びょうのたくさん付いた黒いマントを着ている。白い顔に、黒のルージュが引かれている。

「君がそこから飛び降りたところで、彼女のいるところには行けまいよ」

　黒帽子は静かに言った。

「──あ、あなたは……？」

　真理子は絶句した。黒帽子のことを知らないからではない。逆に、そヽいヽつヽのことはよく知っていた。彼女の学校の、女子の間でだけそいつのことはさんざん噂になっていたのだ。

　でも、本当にいるなんて……？

「ぼくのことを知っているみたいだな。ならば話は早い」

　黒帽子は左眼を細め、右の口元を吊り上げる、左右非対称の奇妙な表情を見せた。

「ど、どういうことなの？　なんで私が透子さんのところに行けないのよ？」

「それは簡単だ。君は自らの意志で命を絶とうとしている。しかし水乃星透子はそうではなかったからだ。もしも天国というものがあったとしても、君の行くところは彼女の行った先とは別のところになるだろう」

　黒帽子は、ほとんど冷ややかと言ってもいいような突き放した声で言った。

「〝そうではなかった〟って──どういう意味？」

　真理子は足下が崩れ去るような不安感を覚えていた。

「君は、ぼくの名前を知っているのだろう。だったら、ぼくの〝役目〟も知っているはずだ」

　黒帽子の姿は闇に半分塗りつぶされている。それは、まるで空間に溶け込んでいるようにも見える。

「ま、まさか──それじゃあ」

「そうだ。ぼくは死神──水乃星透子は、自殺じゃなくぼくが殺したのさ」

「ど、どうして?!」

「彼女が世界の敵だったからだ」

　きっぱりと言った。

「…………！」

「どうする？　それでも死ぬかい？　悪いけど、ぼくは君の方は殺す気はないよ。残念ながら君にはそれだけの価値はない」

「で、でも……だって──」

　真理子は混乱していた。なにがなんだか、まるでわからない。

　世界の敵だった？　透子さんが？　いったい何のことだ？　どういうことなのだろう？

「──あるいはこういう言い方さえできる。水乃星透子はまだ〝あの世〟とやらに着いてさえいない、とね。彼女はぼくと違って〝分裂〟していなかったが、それでも〝自動的〟であったことには変わりない。果たして今どこにいるのか──ぼくにもわからないままだ」

　黒帽子の言葉は、真理子にはまったく理解不能のものだった。

　あの世に着いていない──？

　真理子は反射的に、柵の向こうの地面に目を向けた。もう、闇が深くなっていて白い線さえ見えなくなっていた。

　そんなバカな……真理子は確かに、血の滲にじんだ白い布で覆われて、外に運び出されていく彼女を、かつて彼女だったもヽのヽを見ているのだ。あれは何だったというのか。

「どういうことなの?!　ブギー──」

　振り返った真理子だったが、既に黒帽子の姿はそこにはなかった。

「え……？」

　あわてて周囲を見回す。しかし、もう闇が深すぎて、あの黒い姿がどこにまぎれたのか判別は不可能になっていた。

　いや、それとも──最初から実体がなくて……。

「…………」

　ここでやっと、真理子の心に恐怖が湧き起こってきた。

　ばっ、と再び地面の方に向き直る。

　だが、さっきまではあんなにたやすく越えられそうだったフェンスが、今では何百メートルもの高さに変わってしまったかのようだった。

「うう……」




〝そいつは無理だよ〟

〝彼女のいるところには行けまい〟

〝まだあの世に着いてさえ──〟




「ううう……！」

　がくがくがく、と足が震えていた。

　そして真理子は、ずるずるとその場に崩れ落ちた。あとからあとから涙が出てきて、どうしても止まらなかった。それは、水乃星透子が死んでから、彼女が流したはじめての涙だった。

　泣くくらいなら死んだ方がましだったのに、真理子はもう、泣いてしまったのだ。

「ごめんなさい、ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい……」

　お経のように、真理子はぶつぶつと呟き続けた。その声はかすかで、夜の中にすぐに拡散して消えていくしかなかった。




「…………」

　その姿を、いつの間にか下に降りていた黒帽子が、地面から見上げていた。その足下には人の形をした白い線が引かれている。

　黒帽子は膝をついて、その線の上を撫なでる。

「……しかし、もう学こ校こにはいないな」

　囁くように言うと、黒帽子は立ち上がる。

「まだ続いているのか〝イマジネーター〟……」

　黒いマントが、夜の風に巻き上げられて激しく踊った。
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Ⅰ



もしも君が善良たろうとするなら、

未来などには関わらぬことだ

それはほとんどの場合、歪んだ方向にしか向いていない





霧間誠一（ＶＳイマジネーター）
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「ときどき、夜中にはヽっヽと目が醒めてしまうことがあるんです」

　そう言う少女、仲代佐和子なかだいさわこの頬には頬骨がわずかに浮き出している。顔色も蒼白い。着ている大きめのジャケットの中で、くしゃくしゃと枯れて縮んだ花束のように飛鳥井仁あすかいじんには見えた。

「ふむ」

「よくある、つまんない怪談みたいなんですけど、なにかが胸の上に乗っかっていて、自分を覗のぞき込んでいるような気がするんです。でも目を開けてみると……」

「なにもない、というわけか」

「はい。いや、きっと夢なんだろうって自分でもわかってるんですけど、でも何度も何度もあるんです。だから──」

　佐和子は肩を震わせた。その髪は二ヶ月前あたりにかけたソバージュがかろうじて残っているだけで、およそ気を使っていない。無理もなかった。入試まであと四ヶ月しかないのだ。寸前になるとストレートパーマをかけたりして、面接採点者の印象をよくするように気をつけ始めるだろうが、今はまだそんな余裕もない。

「その〝影〟だが」

　飛鳥井は彼女の言葉を途中でさえぎるようにして言った。

「君に何か話しかけてくるんじゃないのか？」

　佐和子はびっくりした顔で飛鳥井を見上げてきた。

「そう──そうなんです！　どうしてわかるんですか?!」

　彼女の疑問には答えず、飛鳥井はさらに訊ねる。

「なにを言っているのか、覚えているかい」

「……いいえ、それが」

「どうしても思い出せない、というわけか」

「はい」

　彼女はうなずく。

　狭い室内にいるのは二人だけだ。ただでさえ少ないスペースに大人数を押し込めるようにつくられている予備校の、さらに校舎の端はしにある進路相談室は、ほとんど牢屋の独房なみに狭苦しい。

　ひとつしかない、それも縦に細長く横幅がほとんどない窓から線のような光が射し込んできている。その色は赤い。もう、夕暮れなのだ。

「……ふむ」

　飛鳥井は口を閉ざして、少女の胸元のあたりに目をやった。

（……根がないな）

　彼は心の中でひとりごちる。

（葉も少ない……つぼみばかりが大きい。そのくせ幹は今にも折れそうだ）

　飛鳥井が黙ってしまったので、佐和子は不安になったらしく、膝の上でやたらと指を組みかえはじめた。

「──あ、あの、飛鳥井先生」

「…………」

　話しかけても、彼は返事をしない。

　彼は、顎あごの尖った細面ほそおもての、物静かなイメージの綺麗な顔をしている。それに年齢も佐和子とほとんど変わらない。まだ二十歳はたちそこそこだ。国立大学に在学しながら、アルバイトで予備校の美術講師をやっている。

　そして、あまり他の者がやりたがらない進路相談担当も。

「…………」

　彼女は、おそるおそる飛鳥井の顔を見上げた。いつのまにか、彼は彼女から視線を外して窓の外を見ている。

「ど、どうもすみません。ヘンなこと相談しちゃって──」

　佐和子がいたたまれなくなってそう呟いたとき、飛鳥井は静かに話し出した。

「仮にも予備校の講師がこういうことを言うのも何なんだが……君は、あんまり受験というものを大事おおごとに考えない方がいい」

「え？」

「一流大学に入ったって、悩みがなくなる訳じゃないし、幸せな将来が保証されるわけでもない。ムキになってがんばって、それで入った大学で何もすることがなくて呆然ぼうぜんとしてしまう人間というのは多い。勉強ばかりしていたので、他に何をしていいのかわからなくなるんだ。しょうがないから、一級公務員試験とか目指したりして、自分の将来を意味もなく狭めてしまったりする。たとえ目の前に愛すべき人間ひとが現れても、その価値に気が付かなくて、知らない間に大切なものを失っていたりする」

　淡々と、詩を詠うたうようにして彼は話す。

「大学に在籍していても気持ちは受験生のままだ。それでストレートに受かる人間というのは、これは稀まれだ。だいたいは落ちる。そしてまた浪人となる。貴重な青春を、浪人ばかりして過ごす羽目になって、精神をねじくれさせてしまう──」

　彼女はぽかん、として彼の話を聞くしかない。

「──わかるかな」

　飛鳥井は少女の方を向いた。

「い、いえ、その……」

「君は、なんとなくそヽうヽいヽうヽこヽとヽを、もう知っているんだ。それでもそヽうヽいヽうヽこヽとヽを考えないようにして、必死でがんばっている。しかし──がんばるということと、現実から目を背そむけるということは別なんだ。無理をするな、とは今の受験体制ではとても言えない。無理して勉強しなければ合格できない。でも、だからと言ってその成果に過剰な期待をするのはよくない。ひどく陳腐ちんぷな言い方になってしまうが、大学に入るだけが人生じゃないんだ。影の夢は、君が無意識にしてしまっている〝大学に入ること〟に対しての〝ちょっと待て〟という心の奥底からのサインなんだよ。君は、少し冷静になるべきなんだろうと思うよ、僕は」

「──はい」

　彼女は神妙にうなずいた。

「でも、やっぱり……」

「うん。だから努力はしなくっちゃならない。大学に入りたいと思うこと、それ自体は別に悪いことでも無理のあることでも何でもないんだから。ただ、君が思い詰めるのがよくないと言うことだ。それに、今のままだとどうせプレッシャーがきつすぎて入試にうまく対応できないと思うよ」

「──わかった、ような気がします」

　佐和子は神妙だ。

（……すこし、つぼみがゆるんできたな）

　また、飛鳥井は心の中でひとり呟く。

（もう少し葉がつけばもっといいんだが……そうすぐに苦しみは消えないか）

　彼の眼差しは、また少女の胸元に降りている。

　そヽこヽにヽあヽるヽもヽのヽを見ているのだ。

　少女自身にも、他の何者にも見えないものを。

　それからしばらく、二人はもっと具体的に佐和子が行き詰まりを感じている科目への対処法を話し合った。

「──ありがとうございました！」

　そう言って少女が席から立ったのは二十分後のことだった。

「君の努力は本物だよ。だから、あとは落ち着いて進めることを考えればいい」

「はい！　……でも、先生、すごくすっきりしました。先生は何かやってらっしゃるんですか？　セラピストとかカウンセラーとか、なにかそういうの」

「いいや、別に」

「向いてますよ、すっごく！　先生顔も頭もいいし」

　飛鳥井は苦笑した。彼女は「あ！」と口元を押さえた。

「ご、ごめんなさい。失礼なこと言っちゃった」

「考えておくよ。絵描きじゃ食えないって言うしね」

　飛鳥井は笑って言った。

　それじゃ、と立ち去りかけて、彼女はふっと思い出したかのように振り返った。

「ああ、そうだ。先生、〝時には四月にも雪が降る〟ってなんです？」

「え？」

　飛鳥井はぎくりとした。

「なんだって？」

「いえ、例の夢の中で、その一言だけ覚えてるんです。──ああ、でもきっと大したことじゃありませんよね！　失礼しました！」

　相談に来たときとは正反対の明るい声を残して、佐和子は去った。

「……四月にも、雪が降る……？」

　なぜだろう──その言葉を聞くと、飛鳥井の心の中で何かがざわめくような気がした。




　　　　　　　＊




　飛鳥井仁は〝人の心の欠落しているものが見える〟自分の奇妙な能力について考えるときに、いつも思い出すのはサン・テグジュペリの『星の王子さま』である。たしか三歳か四歳頃に読んだと思うのだが、その中の一節で「この子がきれいなのは、心の中に薔薇ばらを一輪持っているからだ」というようなことが書いてあったのを覚えている。

　それが、彼の中にイメージとして刻み込まれ、刷り込まれたような気がするのだ。

　彼の目には、人はみな胸元に一本の植物を差しているように見える。その像ヴィジョンの種類はいろいろだし、大きさもまちまちだ。だが、問題なのは種類ではない。その像ヴィジョンには、必ず何かが欠落しているということである。

　たとえば花がない。葉がない。幹がない。そして今の少女のように根がない。どんな人間でも完全な植物を自分の胸の内に持っている者はいない。

　必ず、何かが欠けているのだ。

　だから、彼の〝相談〟というのは、その相手の欠けているものを補うようなことを言ってやるだけでいい。〝根〟がないものには、もう少し自信を持て、というような、ごく単純なことをだ。しかし、みんなそれで満足して、生き生きと生気を取り戻す。

　予備校での仕事を終えて、アパートへの帰り道、にぎやかな繁華街の雑踏の中を歩いていると、みんなの胸に何かが欠けているのが嫌でも目に入る。

　時々、うんざりすることがある。

　人間の努力というのは、つまるところこの自分に欠けているものを手に入れようとすることである。彼にはそれがわかる。だが、人々に本当に足りないものは初めから心の中にはなく、決して手に入らない……。

　彼はたまに、自分の胸元を見てみることがある。

　だが、自分の心の中の花は見えない。おそらく彼自身にも欠けているものがあって、それが彼を切なくさせているのだろう。でも、それを彼が手に入れることはないのだ。

「……だからよぉ、俺おれぁ言ってやったんだよぉ……」

「……なにそれぇ……」

「……きゃはは、バッカじゃねーの……」

　老若男女の酔っぱらい達がげらげら笑いながら彼の横を通り過ぎていく。

　彼らは、自分たちに根がなかったり、花がなかったりすることなど考えもしないだろう。

（知らない方が幸せかもな……）

　彼は幼い頃から、ずっと孤立感を感じて生きてきた。これからもそうだろう。

「……お、見ろよ。雪だぞ」

「ああ、ホントだあ！　わあキレイ！」

　みんなが歓声を上げだしたので、飛鳥井もうつむいていた顔を上げた。

　夜空から白いものが降ってきていた。

（ああ、いいな。雪は……）

　なにもかも白くしてしまう雪は、彼が好きなもののひとつだ。雪の下では花が咲くことがないからかも知れなかった。余計なことを考えなくてもすむようにしてくれるような……そんな気がするのだ。

　だが爽さわやかな気持ちで空を振り仰いだ彼の表情は、途中で強張こわばった。

　近くのビルの五階あたり、その窓のひとつに少女がひとり立っていた。

　足は窓枠の上で、身を完全に外に出して、今にも飛び降りそうな態勢になっている。

　下を見おろしている彼女と、空を見上げている飛鳥井の目と目が合う。

　少女はかすかに、眼だけで微笑んだ。そして、

「危な……！」

　と飛鳥井が叫びかけたところで彼女はその身体を宙に躍らせた。

　飛鳥井は、反射的にそっちの方へ走った。

　だが足がもつれて、彼はぶざまにすっ転んでしまった。

　あわてて起きあがろうとして上を向いた彼は、そこにあり得ないものを見た。




〝ふふふ……〟




　少女が、笑ったまま、まだ宙に浮かんでいたのだ。

　その笑顔は独特の表情を持っていた。口元は真一文字に切り結ばれて、眼だけが妖しく、甘く笑っている。

　落ちかけたところで、ぴたり、と空中に固定されたように、動かない。

「……え？」

　彼が呆然としていると、

「おい、何寝てんだ！　じゃまだよニイちゃん！」

　という濁声だみがした。酔っぱらい達が彼に進路を妨害されて、それで怒っていた。

「あ、あんたたち、あれを──」

　と彼は、宙に浮かぶ少女を指さすが「ああん？」と誰一人取り合わない。

「なに言ってんだ？」

「おい、飲み過ぎたんじゃねえのか？」

　確かに他の者も彼が示す方を見るのだが、少女の姿は彼以外の誰にも見えていないらしい。

（……ど、どういうことだ………？）

　彼は立ち上がり、唖然あぜんとして少女を見上げた。

　よく見ると、少女はごくわずかなスピードで、今も落下しているようだった。舞い乱れている髪が、ふわり、とかすかに揺れている。

〝ふふふ〟

　笑うその両眼は、そこだけが空にあいた穴のように光を吸い込む。

〝人に見えないものが見えるというのは、決して楽しいことではないわね、飛鳥井先生〟

　少女が囁く声が耳元で聞こえた。

「なんだって……？」

〝あなたの気持ちはとてもよくわかるわ……私も昔はそうだったものよ〟

　飛鳥井はふらふらと、落下中の少女の真下にまで近づいていった。

「き、君も、って──」

〝あなたの超知覚と同じように、私には人の死が見える〟

　少女の表情はまったく変わらない──固く結ばれている口も動いていない。彼女の周囲だけ時間が極端に遅くなっているかのようだった。

「〝死〟だって………？」

〝正確に言うなら、生命とされているものが燃え尽きる寸前に生じるエネルギー体、と言うべきかしら──〟

　また、ふふ、と笑う気配がした。

〝──私は、人が死を使うことができるようになる可能性。そういう風に世界を造りかえるのが、私の使命。私は今の世界にとっての敵。春になってもまだ世界に冷たさを運ぶ、四月に降る雪〟

「……え？」

〝私の仕事に協力していただけません？　飛鳥井先生〟

「──なんのことだ？　いったい君はなにを言っているんだ？　君は誰なんだ?!」

　彼は叫んだ。

　周囲の人間が訝いぶかしげに、何もない空に向かって怒鳴っている彼を見やったが、酔っているのだと思われて何とも言われない。

　その上空で、少女は笑ったまま言う。

〝敵は私のことを〈イマジネーター〉と呼ぶわ〟

　そして消えた。

「ま、待て！」

　彼は手を伸ばした。だがその指先は何もない虚空を掴むだけだ。

「…………」

　彼は愕然がくぜんとして、がっくりと肩を落とした。とうとう自分は狂ってしまったのだ、と思った。幻覚だ。そうに決まっている──と、足下に目を落として、彼はあヽっヽ、と声を上げそうになる。

　降ってきていた雪が、彼の周りだけ切り取られたように、積もらずに道路の地を露出させていたのだ。

　その形は、さながら影絵のように、空から落ちてきていた少女の姿を写し出していた。




　………飛鳥井がアパートに帰ってくると、待ちかねていたように隣室の窓からひとりの娘が顔を出した。

「──やっと帰ってきたあ！　おかえりなさーい！」

　明るい声と表情の、彼女はアパートオーナーの娘、衣川琴絵きぬかわことえである。彼女は彼の従妹いとこでもある。アパートの空き部屋を親にねだって勉強部屋として使っているのだ。自宅そのものは歩いて一分とかからない場所にある。

「……な、なんだい？」

　彼はまだ半ば自失状態だったので、琴絵にうろんな返事をした。

「仁にいさん、ご飯まだでしょう？　今日、あたしシチューつくったから、分けたげようと思って」

「う、うん──ありがとう」

「じゃ、あとで部屋に持っていくから！」

　彼女は窓から顔を引っ込めた。

　彼女はいつもこんな調子だ。飛鳥井の父親が二年前に死んでから、彼は叔父のアパートに部屋を借りているのである。といっても世話にはなっていない。大学の学費は奨学金を取っているし、画材などの諸雑費や生活費、そして部屋代も予備校で稼いでいるからだ。保証人なしでも部屋を貸してもらえたのが唯一の面倒だろう。

　でも琴絵だけは、なにかと彼の世話を焼きたがる。

　彼はいつもと同じ琴絵の明るい調子に触れて、少し落ち着きを取り戻した。

（──あヽれヽが幻覚であれ、なんであれ、別に変わったもヽのヽが見えるのは今に始まったことじゃない……）

　冷静に対処しなければ。これまでだってずっとそうやってきたのだ。

　部屋に帰って、顔をじゃぶじゃぶと洗っていると、もう琴絵が大きな鍋を持ってやってきた。

「はい！　今日のは言っちゃなんだけど自信作なんだから！」

　てきぱきと動いて、まるで自分の部屋であるかのように食器の支度までして、苦笑いする飛鳥井の前に琴絵は湯気の立ったあたたかい料理を差しだした。

「うん、おいしそうだ。いただきます」

「仁にいさん、なんか今日は疲れた顔してる」

「うん。まあ……そろそろ追い込みの季節だからね。生徒の必死さがこっちにも移ったかな」

「大変ねぇ」

「なにのんきに言ってんだい。来年は琴絵ちゃんも同じ境遇だろう？」

　琴絵は近くの県立高等学校、深陽学園の二年生だ。

「あー、あたしは……どうしようかな。大学行くの、やめよっかなー」

　ちらり、と琴絵は飛鳥井の顔をのぞき見る。

「……それとも、仁にいさんに習いに予備校に行こうかしら」

「君は、いつから美大進学希望になったんだい？　僕はデッサンと美術史しかやっていないんだぜ」

「進路相談もしてるんでしょう？　やってほしいわあ」

「そんなもの、いつでもタダでやってあげるよ。わざわざ通うこたあない」

「ほんとに？」

　琴絵は．顔をばっ、と輝かせた。

「でもなあ、僕に相談に来る子たちっていうのは、みんなすごく真剣な人ばかりだからね。琴絵ちゃんだとどうかなあ」

　飛鳥井はいたずらっぼくウインクした。

「あーっ、ひどぉい！　まるであたしが真剣じゃないみたい！」

　むーっ、と頬を膨らませて怒った彼女は、すぐにぷっ、と吹き出した。

　二人は声をそろえて笑った。

　そして、琴絵はちいさくため息をついた。

「──やっぱりそう見えるわよね、あたし」

「いや、その方がいいのさ。僕に相談なんか来ない方がいいんだ、本当は」

　飛鳥井はスプーンを下におろして、しみじみと言った。

「え？」

「自分の悩みは、自分で悩むべきなんだよ。ましてや受験のことじゃ、僕は予備校講師だからあんまり思い切ったことが言えない。大学なんか行かなくてもいいなんてことは言えない。明らかに向いていない子に対しても、ね……」

　彼は目を上げて、琴絵の胸元を見る。

　そこには〝花〟がない。

　優しさや潤い、といった領域を示す〝葉〟は豊かに茂っているし、幹も根も安定感のある形をしている。しかし〝花〟はない。

　この娘こはいい子だ。

　容姿だって悪くない。アパートやマンションをいくつも経営する両親は金持ちだし、不幸になる理由は何一つないと言ってもいい。

　だが、この子は心の中では〝どうして自分は、何か決定的な華やかさというものに出会えないのだろう？〟と感じている。ときどき、なんてことのない人間の、どうでもいいような情熱を見るとひどくとまどって、うらやましくて仕方がなくなる──そういう悩みを持っている。

　しかし、それはどうしようもないのだ。

〝欠けている〟のだから、どうすることもできない。

「──仁にいさん、真面目すぎるのよ」

　琴絵は、彼が自分に何を見ているのか夢にも知らず、俗っぽい慰めを口にした。

「他の人のことを余計に心配しすぎるんだと思うわ。少しは自分が楽になることとか考えてもいいんだと思う。うん」

　変に力強く、彼女はうなずいた。

「……ありがとう。でもこれじゃどっちが相談してるんだかわからないな」

　飛鳥井は苦笑しながら言った。

「どうにもならないことなんてないわ。たとえそれが存在しないものでも、なんとかなる道というものはあるわ」

　妙にきっぱりと言う。

「うん……そうかもね」

　飛鳥井はうなずくが、それはやはりどこか弱々しい。

「そう思えたらいいんだけどね……」

「ただし、その道というのは少し──残酷で世の正義には反することかも知れないけれどもね……」

　せせら笑うような、確信に満ちた声だった。

「──え？」

　琴絵らしからぬものの言い方に、飛鳥井は顔を上げた。

　そしてぎヽょヽっヽとなった。

　胸元の像ヴィジョンが──消えている。

　さっきまで確かにあったのに、今はまったく見えなくなっている。

　そして、その表情──口元は真一文字に切り結んで、両眼だけが妖しく、笑っている……。

「お、おまえは?!」

　がたん、と飛鳥井はテーブルから立ち上がった。

「安心しなさい。身ヽ体ヽをヽ一ヽ時ヽ的ヽにヽ借ヽりヽてヽいヽるヽだヽけヽだヽかヽらヽ」

　琴絵の顔をした少女は言った。

「な、なんだと?!」

「どうせ、この娘この精神では私ヽのヽ入ヽれヽ物ヽとヽしヽてヽはヽ保もたヽなヽいヽ。すぐに出ていかなければならないわ」

　静かに、奇怪なことを言う。

「さっきの幻覚か──幽霊なのか?!」

「幽霊、という言い方は正確ではないわ」

　少女は飛鳥井に従って、立ち上がる。

「正しくは〝現在に顕あらわれた未来〟と言うべきね。それとも〝可能性上の仮説の実体化〟と言うべきかしら」

　そして飛鳥井の頬に手を伸ばした。

　両手ではさむように、さらり、とやさしく撫でてくる。

「飛鳥井先生、あなた──〝なんとかしたい〟とは思わない？」

「……な、なにをだ？」

「人の、心の欠落を」

　やさしく、やわらかく、その指先が強張った飛鳥井の顔をほぐす。

　うう、と彼は呻うめいた。その接触はひどく甘美で逆らいがたい感触であった。

「あなたには何が欠けていると思う？　飛鳥井先生──」

「…………?!」

「あなたに欠けているのは〝使命〟よ」

　彼女は穏やかな声で、しかし強く断言した。

「──な」

「あなたに、ほんの少しだけ〝未来〟を見せてあげる──」

　少女は飛鳥井の顔を引き寄せ、自分は背伸びをして、彼の唇に自分の唇を重ねた。

　その途端、飛鳥井の頭の中でなヽにヽかヽが開けられた。

　イメージの奔流が、彼に向かって流れ込んでくる──

「う……うわあああああっ！」

　彼は絶叫し、そして彼女を突き飛ばした。

　少女はひるみもせず、少しよろけただけですぐに彼を見つめ返した。

「──はあっ、はあっ………！」

　飛鳥井は息を荒くしている。

「い、今のはなんなんだ……あの光景は?!」

「あなたの〝使命〟よ。飛鳥井先生」

「ば……馬鹿な！　僕があヽんヽなヽこヽとヽをするものか！」

「するかしないかはあなたの自由よ。でもね、あなたにはでヽきヽるヽ。それは変わらない事実よ。あなたが生まれてきた理由はあヽそヽこヽにしかない──」

「ふざけるな！　おまえはなんだ、悪魔なのか?!　僕を、僕を──」

　ぜいぜいと喘あえいで、うまく言葉が出てこない。

「誘惑？　いいえ。そんなつもりはないわ。それを決めるのはあなた──」

　少女は、ふふっ、とまた両眼だけで笑う。

「でも飛鳥井先生、これはおぼえておいて。鳥だって空から落ちることもあるし、時には四月にだって雪が降ることもあるのよ」

「消え失せろ！」

　飛鳥井はテーブルの上にあった料理を少女に投げつけた。

　少女はよけようともせず、それをそのまま受けた。

　その直後、悲鳴が上がった。

「きゃっ！　な、なに？」

　……飛鳥井は、はっ、と我に返った。

　琴絵が戻ヽっヽてヽきヽてヽいヽたヽのだ。

「だ、大丈夫かい──」

「──？　な、なんなの？　なんであたし……」

　琴絵は何が起きたのかわからず、ひどくとまどっていた。今の記憶はきれいにないらしい。

　あわててタオルで彼女を拭ふいてやりながら、飛鳥井はともすれば震えだしそうになる全身を必死で抑えていた。

（──〝イマジネーター〟とか言っていたな……）




　　　　　　　＊




　……自分はおかしくなってきているかも知れないが、それでも仕事を休むわけにはいかない。飛鳥井はまたしても予備校で何人もの生徒達から相談を受ける。

「──もう嫌なんです。私には向いていないんです。ときどき夜中にノートに書き込んでいる手ががたがたって震えだすんです」

　そう言いながら娘は、何度も何度も一人でうなずいている。

　娘の像ヴィジョンには〝幹〟がなかった。根があって、そのすぐ上に葉と花がくっついている。

「気分転換が必要なんじゃないかな」

　そんな風に答えてやりながら、しかしそんなことは意味がないということを飛鳥井は知っている。この娘こは自分に確固たるものがないことに怯おびえているのだから。いくら新しいものに触れようが、結局不安はいつまで経っても、たとえ受験に成功しようがどうしようが変わらない。

「どうすればいいんでしょう？」

「思い切って少し休んでみるというのもいい。あるいは勉強のスタイルを変えてみるとか。君は暗記をするのが得意なんじゃないか？」

　幹がないものは、詰め込むのが得意だ。その知識や経験を元にして、育てる、伸びるという素質がないから、いくらでもあとからあとから入れても蓄えるだけで、腐らせるということがない。

「はい、どっちかというと」

「だったら、これから一週間は問題を解くことを重視してやってみるといい。暗記ものの量を半分にして」

「ええ？　でも……」

　戸惑っているが、しかし娘は、はっきりとした目標を与えられて、目が輝いてきた。自分に目的意識がないから、他人から与えられるとホッとするのがこのタイプの特徴なのである。

「……大丈夫でしょうか？」

「君ならできるよ。君の偏差値の伸びはなかなかいいしね」

　と言いながら、飛鳥井は〝しかし、それは君を救うことにはならないがね〟という言葉を喉の奥で噛みつぶした。それは、どうしようもないことだった。

「わかりました！　やってみます。先生、どうもありがとうございます！」

「いや、これからがんばるのは君さ」

「いいえ。みんな言っています。先生の助言で、すっごくためになるって。本当、予備校の講師なんてもったいないくらい」

「おいおい」

「飛鳥井先生、先生は本当は、もっと大きなことができる人だと思います、たぶん」

「……どうかね」




〝あなたにはでヽきヽるヽ。それは変わらない事実よ〟……




「──どーにもやる気が起きないんスよね」

　その男子は、ふてくされたような顔で言った。

「ふむ。君は最初の成績はかなりいいのに、それから伸びていないね」

　飛鳥井は少年の資料から顔を上げて、彼の胸元の像ヴィジョンを確認する。

　葉がない。

　人生に潤いを持てないタイプだ。他の花や幹などはそれなりにしっかりしているから優秀なのに、いつも、どこかで乾いてしまっている。

「やらなきゃならんと思ってはいるんスけどね」

「勉強に飽きたんだろう？」

　飛鳥井はずばりと言う。身も蓋ふたもない。

　だが少年は苦笑して、その言葉にうなずいた。

「そうでしょうね、結局」

「なんで飽きるかわかるか？」

　飛鳥井は口調を変える。なれなれしいぐらいにくだけた感じになる。

「さあね」

「つまらないからさ。他に理由があるかい？」

　にやり、と演技で笑ってみせる。

「そんな──それ言っちゃおしまいっしょ」

　と男子は言うものの、顔は笑っている。他の人間なら、こんなことを講師に言われたらめげてやる気をなくすが、このタイプにはその心配はないのだ。

「そりゃつまらないさ。僕たち講師の言うままにやってりゃ、面白いことなんて何にもありゃしない。マニュアル通りなんだからね、こっちは」

「ははは」

「受験なんてものは、結局はノウハウがすべてだ。僕がなんで予備校の講師なんてバイトができると思う？　こっちは教員免許もなんにも持ってないのに」

「そりゃ……経験者だからでしょ、先生は」

「そうだ。ほんの数年前まで、僕も君らと同じ受験生だったのさ。さんざん考えたよ、どうすりゃ楽して合格できるかってね。で、今そのノウハウを使って、こうやって稼いでいるわけだ」

「ははあ、なるほどね……」

「わかるかい？　こヽうヽいヽうヽ使ヽいヽ方ヽもあるんだぜ、受験勉強ってヤツは」

「大学に入るだけじゃなしに、ってわけスか？」

「今じゃ良い大学に入るっつったって、そんなにメリットがあるわけじゃない。ただ入らなきゃならんから入る、それだけのものだ。だったらそのための受験勉強ってヤツもそんなに身を入れられるもんじゃない。だったら、そんなものはトレーニングだと割り切ればいいんだ。君が将来何をしたいのかは知らないが、そのときにノウハウが必要になるはずだ。その獲得シミュレーションを今やればいいんだよ。めったにないぜ、周りのみんなが気を使ってくれて、社会的にものめり込むことを許してもらえる〝実験〟の機会は」

　詭弁きべんもいいところだ、と飛鳥井は内心では思っている。

　だが相談に来た彼氏は、その顔はだんだん輝いてきた。

「そういう考え方もあるんだな………」

「受験そのものは、そのシミュレーションのサンプル採取の場だと思えばいいんだよ」

「なるほど………」

「そういう意味じゃ君はまだまだだぜ。今の偏差値じゃ二流の大学にしか入れまい。それじゃあつまらんだろう。せっかくの機会を無駄にはしない方がいいぜ」

　完全な論理のすり替えである。だが彼氏は気が付かない。

　葉のない者は、自分が世界から切り離されているということをうすうす感づいている。どんなことをしても、他人と一緒にいて心から安らぐということがないからだ。その分、方法論にひどく敏感である。やたらにいろんなもののやり方とか、裏技に詳しかったりする。それで他者とのコミュニケーションの欠落を補っているつもりなのである。

　そういうヤツには、とにかく優しさとか慰めは意味がない。ひたすら実務的なことの一点張りですむ。

　しかし、その方法論の充実は、結局のところ彼の孤立を深めるだけだ。他の者はそんなものがなくても平気で生きていて、彼の努力は他の者には理解されないからだ。そして同じタイプの者も、違う方法論で動く同類にはひどく冷たい。

　彼にはいわゆる〝味方〟がどこにもいないのである。

「いや、わかったよ。これから考えてみるよ」

　彼はすっかり、飛鳥井のフレンドリーな態度につられて、最後の方はタメ口になっていた。

「まだ時間はある。しっかりな」

　飛鳥井は彼にうなずいて見せた。しかし、〝だが、君はその努力や苦労、そして思い出を他人と分かち合うことは決してできないだろうね〟という言葉は口に出さなかった。そのことはどうしようもないことだった。

「──しかしセンセ、センセは大学を出たら将来何をやるつもりなんです？」

　男子生徒はそんなことを訊いてきた。

「──さあね。とりあえず画家志望だがね」

「それだけじゃもったいないスよ、きっと。なんか事業とか、でかい仕事が向いてると思いますよ、マジで」

　彼の目は真剣で、この手のタイプによくある〝からかい〟をしているのではなかった。

「──そうかい」




〝あなたに欠けているのは〈使命〉よ〟……




「なんども繰り返し見る夢があるんです」

「ほう、どんな」

「あの、先生──〝四月にも雪が降ることがある〟ってご存じですか？」

「……いや、聞いたことはないが」

「夢の中で、誰だかわからないんですけど、そう言って話しかけてくるんです。その言葉を聞いていると、なんだかすべてがどうでもいいような気がしてくるんです。こんなに苦しい受験勉強も、醜い世の中も、なにもかも許せてしまうような……そんな気がするんです」

「…………」

「でも、あまりにも優しすぎて……それがなんだか怖くて。目が醒めると、なんだか冷たい水に打たれたみたいに、ぞくっ、として」

「…………」

「その夢を見た日は、なんだか上うわの空そらで。この前の模試の朝に見たときなんか、問題がさっぱり頭に入らなくって」

「…………」

「先生、私、おかしいんでしょうか？」

「…………」

「先生？　飛鳥井先生──」

「──あ、ああ」

「どうかしたんですか？」

「……いや、なんでもない」




　──人が途切れたとき、飛鳥井はそヽのヽ顔ヽをスケッチしてみたりする。

　どうにもうまく描けず、何枚も丸めて進路指導室の隅に投げ捨てる。

　そして後で、その屑くずを空むなしく拾い集めてゴミ箱に捨てる。

「なにをやっているんだ、俺は……」

　飛鳥井は、出来損てきそこないのスケッチ達をぎりぎりと握りしめながらひとり呟く。
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　……そんな風にして、代わり映ばえのない生徒達の悩みに、似たような答えを繰り返し、そしてその中に紛れ込んでくる〝四月に降る雪〟という言葉に出会い続けながら、飛鳥井はじりじりと日々を過ごしていった。

　そんなある日である。

　いつものように仕事を終えて、夜の街を歩いていると、路地裏から何やら呻うめきき声ごが聞こえてきた。

「うう……うう、だ、誰か……」

　か細く、そう聞こえる。

「……？」

　彼は表通りから、声のする方に入っていった。

「誰か………誰か……」

　声は女のようだ。ひどく苦しげで、切れ切れに、かろうじて届いている。

「おい、誰かいるのか？」

　飛鳥井は声を掛けた。しかし返事はない。

　さらに路地の奥へ進むと、その行き止まりに一人の少女がうずくまっていた。

「う、うううう……」

　苦しげな声を出している。

「おい、どうしたんだ？」

　飛鳥井は彼女のもとに近づいて、その丸まった背中に手を伸ばした。

　その途端、その手を乱暴に払われた。

　そしてバネ仕掛けのように急に立ち上がった少女に突き飛ばされて、壁に叩きつけられた。

「──おとなしくしな！」

　一変して、ドスの利いた声を少女が出した。その手には、包丁が握られていた。

　それを飛鳥井に突きつけてきた。

「君は──」

　飛鳥井は少女の顔を見つめた。それは、ひどく痩やせこけて、骸骨がいこつのようになってしまっている痛々しい顔だった。髪の毛も若い女の子とは思えないほどにバサバサだ。

「へ、へっ、馬鹿だね飛鳥井先生──最近はこの国だって結構ブッソーなんだぜ。お、お人好しのあんたは、き、きっと引っかかると思ったけれどね……！」

　少女は荒い息の下で、せせら笑うように言った。

「……僕と知って、狙ったのか。たしか今崎静子いまざきしずこ君だったな。今年の春期講習に出ていたろう」

　少女は、かつて彼に相談を受けたことのある学生だった。

「へ、へっ……覚えていてくれたとは驚いたわ」

　少女は、息をぜいぜいと喘あえがせた。異様に血走った眼から見て、かなりきつい薬をやっているようだった。おそらく、化学合成薬ケミカルだ。

「でも容赦はしてやんないよ。金だよ。さっさとあるだけ出しな……！」

「……それで薬を買うのか？　何があったんだ？　君は、かなり優秀だったと思ったが」

「親父が脱税やら何やらでとっ捕まったんだよ！　あとはもうどうしようもなかったよ。──んなことはどーでもいいだろ！　はやくしな！」

　少女はヒステリックに叫んだ。

「…………」

　飛鳥井は、ぶるぶると震える包丁の刃先を見た。力みすぎて、ろくに狙いを定められていない。よけるのはたやすいだろう。

　だが彼は、自分にふいに荒々しい気持ちが湧き上がってくるのを感じた。

　何もかもが馬鹿馬鹿しい──そんな方向を持たない怒りが急に胸の奥から吹き出してきた。

「──嫌だね」

　知らず、きっぱりとそう言っていた。

「なんだって……？」

　少女の形相ぎょうそうがさらに険しくなる。

「殺すって言うんなら、殺せばいいだろう……！」

　飛鳥井は吐き捨てるように言った。

「あたしは本気だよ！」

「僕だって本気だ！」

　少女に、飛鳥井はほとんど怒鳴っていた。

「なんだ、君は！　簡単に薬なんかに逃げやがって──こっちはそんなものが何の役にも立たないことを知ってるんだ！　ハイになろうがどうしようが、僕たちは結局はどうにもならないんだ！」

「……な、なんだよ偉そうに！　ほ、本当は怖いんだろう！」

　少女はさらに包丁を近づけて、飛鳥井の首筋に当てた。

「やかましい！」

　飛鳥井は叫ぶと、少女の身体を怒りにまかせて突き飛ばした。

　包丁が滑って、皮が裂けて、血が吹き出した。間一髪で頸静脈けいじょうみゃくは外れて九死に一生を得たが、飛鳥井は意識もしなかった。

　少女は、あっさりと転倒した。踏ん張る力がなかったようだ。

　その懐から、ばらばらと小さな包みがたくさん地面に散らばった。──麻薬の包みだ。

　それを見て、飛鳥井は眉をひそめた。これは、少女の自分用のものではない。これだけあったら強盗まがいのことなどするわけがない。ということは──

「……その通り。これは他の人間のためのものね」

　少女が、ゆっくりと起きあがりながら言った。──いや、もう少女ではなくなっていた。

　眼だけで笑う、その無表情が顔に貼りついていた。

「……きさま」

　飛鳥井はだらだらと首から流れ出す血にかまわずに、少女の姿を借りたそいつを睨みつけた。

「誤解しないで。私は今、ほんの数秒前にはじめて出てきたのよ。さっきの一連の行動は、すべてこの娘の意志によるものよ」

　冷ややかに言う。

「もっとも、意志とは言い難いかもね。この娘はやりたくてやったわけじゃないものね。女の子だもの、金を稼ぐならもっと手っ取り早くて安全な方法がいくらでもあるのに、こんなボロボロできたない姿になっては、それもできなかったのよね」

「──やめろ！」

　飛鳥井は、少女が自分を傷つけようとした相手であるにもかかわらず、彼女が侮辱されると激しい怒りを感じた。

「この麻薬は何だと思う？　飛鳥井先生」

　少女の姿をしたそヽれヽは地面を示した。

「──売らされていたのか」

「ご名答。本人にはもう効き目のない〝初心者用〟ってヤツね。自分のための麻薬が欲しければ他のヤツに売ってもらおう、とかなんとか言われていたわけ。かわいそうにねえ、この娘はどうしてもそれができなかったのよ」

　そヽれヽは自分で自分の胸を示した。

「悲しい話よね──自分みたいな人間を増やしたくなくて、でもどうすることもできなくて、それで、少しでも優しくしてもらった記憶のあるあなたを頼ったのよ、この娘は」

「…………」

「でもね、飛鳥井先生──どっちみち、この娘はもう終わりなのよ」

「なんだと？」

「薬で、身体はもうずたずた。ほっといても一ヶ月と保たないのよ、もう。どうしようもないまま、むなしく、切なく、寂しいまんま死んでいくしかないのよ」

　嘲笑あざわらうように言う。

「…………」

「でも、あなたなら、やれることがあるかも知れないわね」

　そう言うなり、少女は包丁を振り上げ、自分の首筋を深々と切り裂いた。

「──！」

　少女は血を高々とほとばしらせて、ふわり、と一瞬浮いたようになって、そして倒れた。

「きゃあああああああああああっ！」

　悲鳴が上がった。

　路地の向こうで、通りすがりの女性がこの光景を目撃していたのだ。彼女はあわてふためいて、その場から逃げ去った。

　飛鳥井は急いで、少女の下に駆け寄った。

　ぜいぜいと喘ぐ、その表情はすでに本来のものに戻っている。ヤツは消えている。

「くそ……！」

　飛鳥井は彼女の傷口にハンカチを押し当てた。だが、もう血の大半は噴出してしまったあとだった。

「……ょう、………う」

　少女はうつろな目で、なにやら呟いている。

　飛鳥井は耳を彼女の口元に近づけた。

「……くしょう、畜生、ちくしょう……」

　罵ののしっていた。おそらくは、世界中のすべてを。

「…ょう、ちくしょう、ちくしょう、ちくしょう、ちくしょう、ちくしょう、ち……」

　飛鳥井は、この最期の最期まで苛立いらだち続けなければならない少女を、じっ、と見つめた。

「…………」

　そして、少し歯軋はぎしりして、それからその胸元に手を伸ばした。

　思ったよりも、こヽとヽは簡単だった。
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「……それじゃあ、あんたに襲いかかったかと思うと、あの娘は急にてめえの喉をかっさばいちまった、と、そういうことだね」

　部長刑事は、パトカーが来るまで死体の側にずっといた重要参考人に、あらためて訊ねた。

「はい」

　飛鳥井は即答した。彼の首には警察病院で受けた手当ての、包帯が巻かれている。

「娘は、あんたの知り合いだって？」

「はい。氏名は今崎静子。たぶん十八歳で、住所はわかりませんが、予備校の名簿に残っているかも知れません。この春の、私の教え子の一人でした」

　彼はよどみなく、すらすらと答える。そこには動揺はない。

「……恨みを買っていた、とか？　思い当たる節は」

「かも知れません。彼女の相談を受けたときに、助けきれなかった」

「……いや、まあ、こっちの調べだと、家庭環境が原因のようだがね」

　カマを掛けてみたつもりだった部長刑事は、飛鳥井の反応が冷静でまともなので〝関係ないな〟と判断した。

「この自殺も、覚悟の上みたいな感じだしな」

「──自殺、ですか」

「ああ。もう長くない身体だったんだよ、あの娘。ヤクでボロボロになってた。まあ、あれは一種の安楽死だな。ヤク中で死ぬのは苦しいからな。……こっちが別線で追いかけてたルートの、売人バイニンの一人だったんだが。あんまり優秀じゃなかったみたいだ」

「……前から知っていた、と？」

「下したっ端ぱさ。肝心の奴らはなかなか姿を見せなくてね」

「…………」

　知っていて、助けなかったのか──という言葉を、飛鳥井の無表情は完全に押し隠していた。

「まあ、あんたはすぐに帰れるよ。目撃者がいるから殺人容疑もないし。調書を取り終わり次第、解放だ」

「ありがとうございます」

　飛鳥井は頭を下げた。

　その通りにすぐに取り調べは終わり、調書に言われるまま署名し拇印ぼいんを押印すると、飛鳥井はそれでは、と立ち上がった。

「──ああ、ちょっと、飛鳥井さん。これは個人的な興味なんだが……」

　部長刑事が訊ねてきた。

「なんです？」

「あんた、あの娘が死ぬのを看取みとったとき、なんか言ったのか？」

「どうしてそんなことを？」

「いや、意味はないんだが……あの娘、あんな死に方したくせに、妙に死に顔が穏やかでなあ──なんてのか、心の中のトゲが全部とれちまったような、そんなホトケだったんでね。なにか言ってやって、それでああなったんなら、あんたは大した先生だと思ったんだよ」

　初老の部長刑事は、しみじみとうなずいた。しかし飛鳥井は、

「いや、別に何も」

　と静かに切り返して、そして取調室から出ていった。
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　……そして飛鳥井は、また、夜の街を歩いている。

　彼は、路地裏と見ると立ち止まり、その奥を覗き込んでいる。

　その眼は油断なく周囲を見回し、探している獲物を見逃すまいとしている鷹たかのようだった。

　そんな彼の耳に、がしゃん、と何かが崩れるような音が聞こえた。この前の女性の呻き声のように、そのかすかな音は道を歩いている他の者では気にも留めないような音だ。

「────」

　だが彼はすぐさまきびすを返すと、音のした路地の奥へと入っていった。

　果たして、そこには人がいた。

　全部で七人──少年が六人に、少女が一人だ。

　尋常でないのは、その少女の服が破けて、裸の上体がむき出しになっているということだった。それを、五人の少年が取り囲んで、手を伸ばしかけている。一人だけ、困惑して離れている少年は口から血を流している。

「なるほど──わかりやすい構図だな！」

　飛鳥井は大きな声を出した。

　びくっ、と少年達は彼に振り返った。

「──！　な、なんだてめえ?!」

「勘違いしていると困るから、いちおう確かめさせてもらうが──そこの君」

　と飛鳥井は、ひとり離れている、どうやら殴られたらしい少年に話しかけた。

「君は、そこの女の子を助けたいのかな？」

　自信たっぷりの飛鳥井の言葉に、半ば呆然としていた少年は、すぐに、

「は──はい！」

　とうなずいた。

「じゃあ、さっさと助けて、逃げたまえ」

　言いながら、飛鳥井はずかずかと彼らの中に入っていって、少女の手を取ると引っ張り出した。

「な、なにしやがる?!」

　彼女を囲んでいた連中は、色めき立って飛鳥井にかかってきた。

「──ふん」

　飛鳥井はそのうちのひとりに目にも留まらぬ速さで、あヽるヽこヽとヽをした。

　たちまち、そいつは後方にすっ飛んだ。

「────?!」

　他の連中がびっくりして身を引いたところで、飛鳥井は力無くぼんやり立っていた少女を突き飛ばすようにして少年に渡した。

「ほら、早く逃げるんだ」

「あ、ありがとうございます！」

　少年は礼を言う間もあらばこそ、少女の手を引っ張って走り出した。

「ま、待ちやがれ！」

　と追おうとした連中の前に、ふたたび飛鳥井は立ちはだかった。

「──待つのは君らだ」

　その顔には不敵な笑みが浮かんでいる。

「なんだとぉ……？」

　殺気だった彼らは、それぞれポケットからナイフを取り出して構えた。だが飛鳥井は刃物を前にしてもひるみもしない。静かに言う。

「別に君らに怨みがあるわけじゃないが……少しばかり〝実験台〟になってもらうよ──」




　──そして一分後。

　他のものはすべて地面の上に倒れ、暴漢の少年達の中で今や無事に立っているのはひとりだけだった。

　奇怪なことに、彼らの身体中に付いた傷跡は、すべてお互いのナイフによるものだった。

「──あ、あああ……」

　うろたえ、歯の根をがちがちと鳴らしている彼に、飛鳥井はゆっくりと、右手をぶらぶらと胸の上で揺らしながら近づいていく。

「──な、なんなんだあんた──いったいあいつらに何をしたんだ?!」

「さてね。君に言ってもわかるまい。ただ、僕は決して彼らに危害を加えたのでない。むしろ〝幸福〟にしてやったのさ──」

　その言葉づかいは、平静であるが故に底知れぬ不気味さを感じさせた。

「あ、あんたはいったい──誰なんだ?!」

「ん？　そうだなあ──。なあ、なんて名前だったっけ？」

　飛鳥井は後ろに首を向けた。そのすぐ上の空から少女の声が響いてきた。

〝〈イマジネーター〉よ──〟

「そうそう、そいつだ」

　飛鳥井はニヤリと笑うと、少年に向かって右手を素早く伸ばした。

　絶叫が上がった。
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Ⅱ



恋をするのは人の勝手だ、私としては、

それが互いの精神のつぶしあいにならぬことを祈るだけだ





霧間誠一（ＶＳイマジネーター）
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　彼女の名前は織機綺おりはたあやという。

　伏し目がちで黒目がちで、でも大きめという印象のある眼を持った、とてもきれいな娘こなんだけど、でもとんでもなくなげやりな性格で、そしてぶっきらぼうな物言いしかしない少女である。歳はぼくと同じ、十五歳だという。でもなんだか、大人でもいないような醒さめた感じのする娘でもある。

「どうして正樹まさきは、私に関心を持つの？」

「──いや、単に仲良くやりたいな、と思ってるだけなんだけど」

「したいの？」

「──は？」

「性交セックス、したいのかしら。私と」

「──あ、あのね織機」

「べつにいいわ。したいならそう言って」

「…………」

　──とまあ、そういった身も蓋ふたもない会話をしたことさえある。

　彼女の通っている学校には友達は誰もいないみたいで、違う学校のぼくが彼女と話すようになるまで、果たして日常会話というものを誰かとしたことがめるのか大いに疑問だ。

　ぼく、谷口正樹たにぐちまさきが彼女と出会ったのは、かなり異常な状況下のことだった。

　そもそも、ぼく自身もその当時は、日本の高校に入るための準備で両親と一緒に住んでいたプノンペンから一人で帰国してきたばかりで、あまり周囲に馴染なじんでいなかった。両親から大体は聞いていたけど、日本の学校というところは帰国子女とどうも距離を取る傾向がある。ぼくには血のつながらない姉がいて、ずっと日本に住んでいる彼女に言わせると、

「そういうもんなのよ、残念ながらね。みんな他の人間と違うことをしたり、考えたりするのが怖いっていう情けねー奴らばっかしよ。あんたも覚悟しときなさいよ」

　──だそうなので、まあ、そうなんだろうと思っておとなしくしていた。

　で、気が進まなくても人に手を貸したり、いつでも柔らかい態度を取るようにと注意していたら、なんか知らないうちにクラスの女の子達にやたらと気に入られるようになってしまっていた。女の子達は授業でわからないことがあったり、参考書の問題が解けなかったりとかすると、先生にじゃなくて、なぜかぼくのところに聞きに来るのだ。

「正樹くんて頭いいわねえ。さすが留学生よ」

　別にぼくは日本に留学しに来ているわけではないのだが、いつのまにか〝留学生〟というあだ名が付いていたのである。

　正直、まいったなと思った。まさか集まってくる女の子達を押しのけるわけにもいかないのだが、クラスの、いや学校の男子生徒のぼくを見る目がなんだか険悪なものになっていったのである。

　ちょうど高校受験寸前という時期だったから、クラスでいじめられるというようなことはあんまりなかったけど（皆無じゃなかったけど）、なんか学校の外に出ると、変にからまれるという羽目になった。学校だと下級生は上級生のテリトリーには入ってこないんだけど、外だともうそんなことはない。ぼくはよっぽど周りから睨まれているらしい。

　女の子達はいつも周りにいるんだけど、でもきゃあきゃあと喚わめいてぼくを玩具おもちゃにするだけで対等の友達というような関係にはなってくれなくて、ぼくは正直、かなりめげていた。

　そんなある日、ぼくはちょっと油断してしまった。疲れていたのかも知れない。

　駅に出る用事があって、人通りのない路地裏を通り抜けようとしたら、そこを五人の少年達に囲まれてしまったのだ。

「よう、留学生。最近はますますお盛んだっていうじゃねえかよォ」

「すこし目立ちすぎなんじゃねえかな、ええ？」

　彼らは上品なジャケットなんかを着ていたりして、べつに不良のするような格好はしていなかった。だから囲まれるまではそんな連中だとは気が付かなかったのだ。それが、折り畳み式のナイフなんかを出してきた。

　歳はわからないけど、たぶん全員ぼくより年下だろう。

「………そうかい。気をつけるよ」

　うかつだった。できる限りこういう事態にならないようにと逃げ続けてきたのに、とうとう捕まってしまったのだ。

「気をつけるだァ？　なにをどー気をつけてくれるって言うんだ？　ん？」

「だから、目立たないようにするよ」

　ぼくがそう言うと、彼らはげらげらと笑った。

　そして突然、

「ふざけんじゃねえぞ！」

　と怒鳴って、一人がぼくの頬を殴りつけた。

　ぼくにはそいつの拳の軌跡がはっきりと見えたが、されるがままに殴られてやった。ただ、少しばかり上体を反らして威力を消してやったが。

　口の中が切れて、血が垂れた。でも歯を折られるほどではなかった。ヒットさせる箇所に気を使っていないので、ぼくはぐヽらヽりヽとも来なかった。

　大した奴らではない。ぼくはプノンペンで、いわゆる子供向け、しつけ的なものでヽはヽなヽいヽ護身のための空手というヤツを長いことやっていたから、相手の腰つきを見れば、彼らがどれくらいやヽるヽのかわかったりする。

　その護身術でもっとも有効な方法は「でかい声を出して助けを呼ぶこと」だったりするのだが、ぼくは果たしてそれをすべきがどうかちょっと迷っていた。プロの誘拐犯相手ならその方法は有効だが、この日本じゃ、なんだかんだ言って争いになれていない彼らをなまじ刺激するだけのような気がする。

　なにより気になるのは、彼らがたぶんぼくと同じ学校の生徒だろうということだ。ここで彼らを叩きのめしたとしたら、おそらくしつこく付け狙われて、後々まで尾を引くトラブルの元になる。

　どうしよう、仕方ないから四五発殴らせてやって、それですませるかと思い悩んでいたそのときのことだった。

「──ちょっと」

　声がしたのだ。

　それは襲う側、襲われる側のぼくら両方に話しかけてきた。

「──つまらないことをしているのね」

　驚いてその方向を向くと、そこに一人の少女が立っていた。

　最初に目に留まったのは、ぼさっと、ただ中途半端な長さに伸ばしてるだけという感じの彼女の髪の毛だった。それがなにか、流れ落ちていきそうに見えたのだ。

　周りは薄汚れてドブ水の臭いのきつい路地裏、空は暮れかけて、しかも曇っていてどんよりと暗く、おまけにぼくはみっともなくビクビクと兎うさぎみたいに縮こまっている──

　おせじにも美的とは言い難い、それが、ぼくが織機綺とはじめて出会った状況だった。




「…………」

　ぼくは唖然としていた。

　中途半端な髪の彼女は、ぼくの方を見ようともしていなかった。それなのに、ひとり、こっちの方にすたすたと歩いてくる。

「……な、なんだてめえ？　留学生の彼女か？」

　と凄すごんで言われても、彼女は顔色一つ変えない。

「──目的は何？　彼に、どんな落ち度があって、そういうことをしているの」

　淡々と、感情のこもらない声で呟く。

「ああ？　なんだおまえ、こいつの知り合いじゃねえのか？」

「何考えてんだ？」

「──理由を訊いているんだけど」

　彼女は、もう一度呟いた。

「へへ、この野郎がとんだ女ったらしだからだよ」

「こんな顔して、たくさんの女を騙だましてるとんでもねえヤツなんだぜ」

　いわれのない中傷だ。だがぼくはなんとか怒りをこらえた。

「ふうん……」

　ここで、彼女はやっとぼくの方を向いた。

　なんとなく、睨むような眼でぼくも彼女を見返した。

　すると彼女が眉をひそめた。不思議そうな眼でぼくを見つめてくる。

　ぼくは〝哀れまれているのか？〟とか思って、ますます怒りがこみ上げてきて、それを抑えようとしてさらに目つきがきつくなっていくのが自分でもわかった。

　ますます彼女は眉を寄せる。首をかしげて、そしてうつむいたかと思うと、ふたたびぼくを取り囲んでいる連中の方を見た。

「……要するに、あなた方は彼にガールフレンドを盗られたわけ？　性的欲求不満が怒りの原因なの」

　──とんでもないことを、真顔で言った。

　あまりのことに、みんな呆然とした。

「…………なんだって？　なんて言った？」

「だから、この攻撃動作は女の子に嫌われたことの憂うさ晴ばらしなのか、と訊いたの」

　挑発、というにはそれはあまりにも平然と、なげやりなものの言い方であった。

　しばらく無言だった連中は、やがて顔色を赤くしてぶるぶると震えだした。怒っているのだ。

「……こ、この女ァ…！」

　みんな、彼女に掴みかかろうと近づいた。ところがその時、彼女は予想もつかない行動に出た。

　いきなり自分の上着を掴むと、それを勢いよく破り捨ててしまったのだ。

　裸の胸が、冷たい外気にさらされた。

　それは白く、そして輝いているのに周りの光を吸い込んでしまうような美しい光景だった。

「──欲求不満なら、代わりに私で満足して」

　彼女は顔色一つ変えずに言った。さっきのぼくを見ていたときの方がよっぽど表情があった。まるで仮面のような顔だ。

「────は？」

「……お、おい」

　彼女に襲いかかろうとした連中の方が、眼を白黒させている。

「………ち、ちょっと待てよ！」

　ぼくは慌てた。なんだかわからないが、彼女をこのまま連中の好きにさせるわけにはいかなかった。

　ところが、またその時、今度は路地の向こう側から大きな声がしたのだ。

「なるほど──！　わかりやすい構図だな！」

　どきりとして振り向くと、そこには白い服を着た若い男の人が立っていた。

　そして彼はためらうことなくぼくらに接近してきた。

「──！　な、なんだてめえ?!」

「勘違いしていると困るから、いちおう確かめさせてもらうが──そこの君」

　と男の人は、ぼくを指さした。

「君は、そこの女の子を助けたいのかな？」

　ぼくは、あわてて「はい」とうなずいた。

「じゃあ、さっさと助けて、逃げたまえ」

　彼はきっぱりと言うと、ずかずかと歩み寄って来て、裸の胸をさらしている少女の腕を掴んだ。

「な、なにしやがる?!」

　と言って襲いかかってきた者を、彼は目にも留まらぬ速さで相手の胸元あたりに手を出して、それだけで後方にすっ飛ばした。

　ぼくの目にも、何をしたのかよく見えなかった──とんでもない達人だ。

　仰天していると、彼はぼくの方に彼女を突き飛ばすようにして渡してきた。

「ほら、早く逃げるんだ」

「あ、ありがとうございます！」

　ぼくは、とりあえず礼を言うと、彼女の腕を掴んで走り出した。彼女はされるがままについてきた。

　表通りに出そうになったので、ぼくは急いで自分のジャケットを脱いで彼女の上半身にかぶせた。

「だ、大丈夫かい？」

　と訊いてみたが、彼女はどこかぼんやりとしたまま、ぼくを見つめ返してきた。

「──どうして？」

「え？」

「私が嫌いじゃなかったの、あなた」

　彼女はまた、不思議そうな顔をしている。

　訳がわからなかったが、しかしさっきの連中と男の人をあのまま放っておくわけにもいかず、とにかく彼女を安全そうな駅前広場のベンチに引っ張っていって座らせ「ここで待っていてくれ」と言って、ぼくは急いで戻っていった。

　だが、その途中で後ろから肩を掴まれた。

　振り向くと、さっきの男の人だった。

「やあ」

　にこやかに笑っている。身体に傷一つ、白いスーツに目立った汚れや皺しわひとつない。

「だ、大丈夫なんですか?!」

「ああ。もうケリはついたよ。連中が君たちに関わることは二度とあるまい」

　あっさりと言うこの人に、ぼくはさすがに驚いた。まだほんの二、三分しか経っていないはずだ。それで五人を……？

「あの、あなたは……？」

「私のことよりも、彼女はどうした？　無事なのかね」

「あ、いや──」

「早く戻ってあげるんだね。あの少女、見かけと違って、ひどく安定がないはずだ。根と幹が一体化して区別がなく、葉も薄く花も固い蕾つぼみしかないからな」

「え？」

　なんのことだかわからない。

「まあ、どうでもいいことだよ。しかし、ひどいことを言われてもあんまり気にしないことだ。それが彼女とつきあうコツだぜ。それじゃ」

　一方的に得体の知れないことを言い捨てて、白い服の男は立ち去ってしまった。

「…………」

　ぼくはぽかん、と立ちすくんでいたが、すぐにはヽっヽと我に返って、あわてて彼女のところに帰った。

　彼女は、ぼくが座らせたその姿勢のままで待っていた。両手で、上着の胸元を掴んで前を合わせている。

「──あー、もう平気かい？」

　何と言っていいのかわからないので、ぼくは間抜けなことを訊いた。

「…………」

　彼女は返事をしない。

　ぼくは困り果てたが、しかし考えてみればぼくは彼女に助けられたのだということに思い当たり、とにかく、

「──あの、さっきはありがとう」

　とお札を言った。

「……なんで？」

　彼女は顔を上げてぼくを見る。またあの不思議そうな顔だ。

　なんか、全然話が進まない……

「助けてくれたんだよね、今のって」

　ぼくは、しょうがないので彼女に微笑みかけた。

　そしたら、彼女は目を丸くした。そして何故か急に眼を伏せて、ぼそぼそと、

「……嫌われたと思ったの。だから」

　と呟いた。

「え？」

　ぼくの方も、きょとん、としてしまう。

「なんのことだい？　なんでぼくが君を嫌うんだ？」

「私、他の人に嫌われちゃいけないの。普通人には、みんな」

　妙に思い詰めたような、真剣な眼で言う。

「……べつに君を嫌ったりしてないよ」

「だって、睨まれたから……」

　ひどく悲しそうに言うのだ。

「あ？　あー……いや、あれは君とは全然関係なくて、ぼくが自分が情けなくて、それであんな、だからその」

　あわててぼくは、しどろもどろに弁解した。

「ごめんなさい」

　彼女はうつむいたまま呟く。

「だから──何で君があやまるんだ。悪いのはぼくの方だろう？　こっちこそ嫌われやしないかと心配だったんだ」

　彼女は顔を上げた。

「──どうして」

「だって、みっともないところ見せちゃったし。それで自分に怒っていたんだ。君には関係ないんだよ。というか、君に嫌われたなとか思ったからこそ腹が立ったわけで」ひたすら喋りながら、なんかすっごく、ますますみっともないなと思った。

　彼女は、そんな焦るぼくを静かに見つめるだけで、なにも言わない。

「だもんで結局はその、ぼくが変に悩んでいたせいで、その──」喋っている途中で、ぼくはがっくりと肩を落とした。「──まあ、もういいや。とにかく服を弁償するよ。えーと」

　と財布に手を伸ばしかけて、ぼくは「あっ」と声を出した。そうだ。そもそも駅前に出てきたのは、お金がなくなったので銀行から引き出すためだったのだ。

「あちゃ！　……もう払戻し機ディスペンサーしまっちゃった、よなぁ……」

「お金ならいいわ。持ってるから」

　彼女は立ち上がった。

「そういうわけにもいかないよ。どうしよう……」

「本当にいいの。それより、このジャケット貸してくれないかしら。必ず返すから」

「いや、いいよ。あげるよ。でもそんなんじゃお礼にならないね。住所と電話番号を教えてくれない？　後で連絡して、そのときにちゃんとするから」

「…………」

　彼女は、じっ、とぼくを見つめる。背丈はぼくの方が高いので、彼女の目線はやや上目遣いになる。ちょっと、睨まれているみたいにも見えた。

「あ、いや。別に君をどうこうしようって言うんじゃないよ、もちろん。それなら、君の方からぼくに連絡してもいいんだ。うん、そうしよう」

「織機」

「え？」

「私の名前、織機綺って言うの。あなたは？」

「ぼくは谷口正樹」

「正樹──素敵な名前ね」

　ここで、彼女はやっと笑ってくれた。口元がかすかに上がるだけの、ほんの小さな微笑みだったけど、ぼくの心臓をわしづかみにするには十分な魅力があった。

　こういうのも、一目惚ひとめぼれというのだろうか──？




「いま評判だっていう映画のチケットがあるんだけど、一緒に行かないかい？」

　ある日、ぼくは思い切って、電話で織機を誘ってみた。

『──いいの？　私で』

　受話器の向こうの声はすごく頼りなげだ。ひどく緊張していたぼくはわざと陽気に明るい声を出した。

「いやあ、こないだのお礼もあるしさ。ああ、都合が悪いなら別にいいんだけど」

『……ありがとう。わかったわ』

「つきあってくれる？　そりゃうれしいなあ！」

『でも正樹、私、本当は──』

「え？　何？」

『……ううん、なんでもない』

　彼女はそう言って口をつぐんだ。

　ぼくは細かい打ち合わせを、ほとんど一方的に言って、でも彼女は『うん……うん』としか言わないので、うまい別れ言葉も見つけられずになしくずしに電話を切るしかなかった。

　すると、背後でくすくすと笑い声がした。見ると姉さんだ。いつの間にか、電話の置いてある居間に下りて来ていたらしい。両親がまだ帰国してきていないので、家はぼくと姉さんの二人だけだ。

「なあに、プレイボーイのあんたにしちゃ、デートの誘い一つにずいぶん緊張してたじゃない」

「ひどいなあ、聞き耳立ててたのかい？」

「聞かれたくなかったら、バカみたいに力の入った声を張り上げないことね。二階にまで響いて、ナニゴトかと思ったよ」

　いつもパソコンだの各種機器だなんだのといじっていて部屋に籠こもっているくせに、こういうときにだけ妙に気が回るのだ、この人は……。

「別にいいだろ。凪なぎには関係ないよ。ほっといてくれよ」

「へいへい。こっちもそれほどヒマじゃないよ」

　彼女はとぼけて言った。




　──そしてデートの日、映画館の前に来たぼく達は、ちょっと事態をなめていたことに気づいた。

　ものすごい人なのだ。長蛇の列が、映画館のまわりを何周もして、通りにまではみ出している。

「はい、列の終わりはこちらです。はい、只今の終わりは四時間後の上映分になります、はい──」

　と係の人が道の真ん中で怒鳴っている。

「──ありゃりゃ………困ったなこりゃ」

　ぼくは頭を抱えた。初デートがこんなでは話にならない。

「どうしよう？　今日はやめとこうか？」

　ぼくは織機に言った。すると彼女は、

「どうして？」

　とまた例の不思議そうな顔でぼくを見つめる。

「すごく待たされるよ。一日、完全に潰れる」

「正樹は待ちたくないの？」

「やっぱり、疲れるだろう？」

「じゃあ、私が順番待ちをしてるから、正樹は他の場所で遊んでいて」

　あっさりと言って、彼女は列の後ろについた。ぼくは動揺した。

「──なんだって？　そんなことはできないよ！　それならぼくが待ってるよ」

「いいの。私、何もしないことには馴れてるから」

「いや、だって──もともと織機へのお礼なんだし」

　とかぼくが言っている間にも、織機の後ろに他の人がどんどん並んでいく。

「──ええい！」

　ぼくは覚悟を決めた。きびすを返すと、駅前の通りに走り出した。

　通りにも人があふれている。ぼくはきょろきょろと辺りを見回した。

「──おや、留学生じゃねえか。なにしてんだよ、こんなトコで」

　呼びかけられたので振り向くと、同じクラスの安能あのうというヤツが立っていた。

「あ、ああ。まあ、ちょっと」

「何だよおい、どうせ女でも待たせてんじゃねえのかよ、え？」

　ぼくは学校の男子にはもともと好かれていないけど、この安能というヤツは中でもぼくによく突っかかってくる。いつもはそれでもそれなりに応対しているけど、今はこんなヤツにかまっている場合じゃなかった。

「悪いけど、急いでいるんだ。それじゃ」

　と、ぼくは安能を振りきるようにして近くのファーストフード店に飛び込むと、いろいろ食べ物と飲み物を買い込んで、大急ぎで戻ってきた。

「──すいません、すいません、ちょっと」

　と列に並んでいる人たちをかきわけて、他の待っている人には一番嫌われる割り込みで、ぼくは無理矢理に織機の後ろへ戻った。

「やあ、お待たせ。へへ」

「──戻ってこないと思ったのに」

「いや、こうなったら持久戦だろう？　弁当を持参した方がいいと思ってね」

　ぼくは包みをかかげて見せた。

「待っているの、つらいんじゃないの」

「いやあ、それなら」君と一緒なら退屈するヒマはないよ、と言いかけて、さすがに気恥ずかしくてやめた。

「何？」

　織機は首をかしげて訊いてくる。

「……そ、そんなことより、何を食べる？　いろいろ見つくろってきたんだけど。織機は何が好きなんだい」

「どれでもいいけど」

「好き嫌いはないの」

「…………嫌う資格、ないから」

　またまた、奇妙なことを言った。そしてそれ以上の説明はない。なんだか、どこかで心を閉ざされていて、ぼくはそこに立ち入れない。

　仕方ないので、ぼくは適当に選んだダブルチーズバーガーを彼女に渡して、自分はホットドッグにかぶりついた。

　彼女は、嫌がるでも、喜ぶでもなく、バーガーをもそもそと食べはじめた。なんだか兎にエサをやっているような感じで、妙に落ち着かない。

　ぼくは三口で食べ終わってしまい、手持ち無沙汰ぶさたになった。なんとなく空を見上げた。

　するとそのとき、

「あ」

　と織機がぼくの顔を見て声を上げた。なんだ？　と思う前に、背伸びした織機の顔がぼくに近づいてきていて、そして彼女の舌がぼくの唇の上についていたケチャップを舐めとっていた。

　ぼくはびっくり仰天した。しかし彼女は何でもない顔をしている。

「──これで、きれいになったわ」

　全然、照れもふざけている様子もない。ただ両手がバーガーでふさがっていたから、舌で拭くのが効率的だ、と言わんばかりだった。彼女はすぐにバーガーの方に戻った。

　しかし、ぼくはもう──真っ赤っ赤になっていた。

　何時間待ったのか知らないが、映画館にいつの間にか入っていて、よくわからないうちに観み終わっていたらしいが、その間中ぼくはひたすら、ぼーっ、としっ放しであった。

　我に返ったときには、もう暗くなった外に出ていた。

「それじゃ」

　と織機が映画館の前でそう言ったので、やっと正気に返ったのだ。

「え？　も、もう帰るの？」

　きっと情けない声だったに違いない。織機はきょとん、とした。

「だって──映画を観に来たんでしょう？」

「そ、そうだけど──喫茶店ぐらいは寄っていかないかい」

　未練がましく言った。

「いいの？」

「もちろんだよ！　おごるよ」

「お金じゃなくて──私と一緒にいて、つまらないんじゃないの」

「そ、そんなことはないよ！」

　どうもぼーっとしすぎて、彼女をすっかり怒らせてしまったらしいぞ、とぼくは焦った。

　しかし織機は、ほっとした顔になった。そして言った。

「よかった。それが心配だったの。嫌われたかなあ、って」

　そんなことを言われるとは思いもよらなかったので、ぼくはどぎまぎした。それから近くの喫茶店〝トリスタン〟に入って、コーヒーを注文すると、ぼくはやっと落ち着いて、彼女に話しかけることができた。

「織機こそ、ぼくと一緒でつまらなかった？」

　みっともねえなあ、とは思ったが、そう訊かずにはいられない気持ちだった。

　しかし織機は、それには答えず、いきなりぼくの手を握ってきた。そっ、と優しい感触が手首を包む。

　びっくりしたが、まさか引っ込めるわけにもいかないので、ぼくの全身は大げさに、びくっ、とひきつった。

「──正樹って、温かいのね」

　彼女は、なんだかおばあさんがおいしいお茶を飲んだ後のような、しみじみと安堵あんどした顔でそう言った。

　……謎だ。彼女はとことん、訳がわからなかった。




　……といったような調子で、ぼくは織機とつきあい始めた。もっとも、はたして男女交際と言えるのかどうか、大いにあやしい奇妙なつきあい方であったが……

　まず、彼女の家だ。

　いつ電話しても、必ず彼女がすぐに出る。ベル一つ待ったことがない。番号を押して、コールがかかったかなと思うともう、

「──はい、織機です」

　という感情のこもらない声が返ってくる。

「ええと、谷口だけど」

　何回電話しても、ぼくは必ず第一声で口ごもってしまう癖がついてしまった。

「なに？」

　彼女の返事も、いつも素っ気ない。

「いやあ、あのさ、今度の土曜日なんだけどさぁ──」

　なんか彼女とぼくの関係は、この電話のようにぼくが一方的に浮わついて、彼女は平静、というスタイルができてしまった。

　で、高校受験も目前だというのに、ぼくはやたらと彼女を誘って出かけてばかりだった。ぼくの方は、すでに去年の段階である私立高校に推薦入学が決まっていたから（その入学資格に〝日本の中学を卒業していること〟という条件があったので、ぼくは帰国していたのである）心配なかったんだけど、彼女の方はどうなのかなと思って訊いてみたことがあったが、

「──さあ」

　という答えが返ってきた。

「さあ、って──進路、決めてないの？」

　その時は、既に一月半ばだった。

「受験はするみたいだけど、どこの高校に行くことになるのか、よくわからないの」

　他人事ひとごとみたいに言う。

「親がきびしいの？」

「そんなものはないわ」

「え？　どういうこと」

「ないの、それ」

「それ、って──」

　どうも両親がおらず、一人暮らしらしい。でも高校生ならまだしも、中学生で……？

「ええと、親戚の人とかは？」

「…………」

　無言である。

「──あ、訊いちゃいけなかったかな」

　とぼくが焦ってあやまろうとすると、彼女は急にぼくの方を振り向いて、

「──ごめんなさい、正樹」

　と言った。なにか、すごく切迫した顔である。

「え？　なにが？」

　ぼくは驚いて訊ね返す。でも彼女はまた顔を伏せて、

「ごめんなさい。言えないの……」

　と呟くのみだ。

　どうしようもない。彼女が悲しんでいるのを見るのはひどく切ない。こういうときぼくはやたらに明るく振る舞って、無理矢理ごまかす。

「いやあ、空がきれいだなあ！」

　とかバカみたいに大きな声で言うのだ。

　彼女はほとんど笑わないけど、でも別れ際には必ず、

「また会える？」

　と訊いてくれるので、まあ、そんなに嫌われているわけでもないよな、と自分に言い聞かせるようにして日々を過ごしていった。

　やがて彼女は、もめていたのか何だったのか知らないけど、とにかく県立高校の深陽学園に入学を決めた。

「そうか！　おめでとう！」

　電話口で合格の報告を聞いて、ぼくは我が事のように喜んだ。

『正樹が喜んでくれて、嬉しいわ』

　彼女も珍しく、少し楽しそうにそう言った。

「じゃあお祝いをしなくちゃわ。どうしようか？　これからいつものところで会える？」

『ええ、いいわ』

　それで、ぼくは浮かれて、いつも待ち合わせに使っている公園にすっ飛んでいった。そこに、何が待っているかも知らずに。




　　　　　　　＊




「ええ、いいわ。──うん。──うん。それじゃ」

　織機綺は、谷口正樹にかけた携帯電話を切った。

　彼女から電話をしたのははじめてだった。いつも彼から電話がかかってくるのを待っているだけだったからだ。しかし、彼が彼女の高校受験のことを気にしているみたいであったので、そのことは知らせなければ、と考えたのである。

　彼は喜んでくれた。そのことが綺には嬉しい。彼はこの〝進学〟が実は彼女の〝任務遂行〟のカムフラージュであることを知らない。彼女にとっては嬉しくもなんともないことだ。だから、綺は正樹が喜んでくれたという、それだけが嬉しい。

　彼女は急いでクローゼットに向かう。

　正樹と知り合ってから、綺の衣装の数はぐっと増えた。きれいな服だと「かわいいね、それ」と正樹が誉めてくれるので、綺は着るものに気を使い始めていた。

　彼女の部屋には、他に誰もいない。マンションに備え付けになっている家具を除けば調度品の類たぐいも、テレビもテーブルも何もない。ベッドさえない。床の上には寝袋が一つ転がっている。

　彼女は着替えると、頬の筋肉を少しだけゆるめながら出かけていった。

　待ち合わせの公園には、あまり人が来ない。三本の高速道路に囲まれたグリーンベルトの大きいの、といった場所で、老人が日向ぼっこしたり幼児が遊ぶにはちょっと怖いし、町中でたむろするような若い連中には見晴らしが良すぎて落ち着かないという、一種の都市のエアポケットのような場所だ。

　綺はベンチに腰を下ろした。

　午後の柔らかな日差しが差し込んでくる木の下で正樹を待っていると、綺はなんだか自分が、普通の幸せな少女なのではないかと錯覚しそうになる。

　正樹が自分のことをどう思っているか、本当のところは知らない。でも、彼女が彼に黙っていることを考えたら、たとえ彼がどんなに邪よこしまなことを考えていようとも、彼女は彼のことを大切に思うだろう。

　本当のことを知られても、彼は彼女と友達でいてくれるか──それは、いつでもとても怖い発想である。

　うつむきがちに、彼が来るのを待ちながら、綺はじっとして動かない。

　来なかったらどうしよう、といつでも不安なのだ。しかしもちろん、彼より後に来るなど考えられないことだ。そんなことをして嫌われたら大変だ。だからいつでも、彼女は待ち合わせの一時間前には既に来るようにしている。今日は急なので、あと十分しかないけれど──

　綺が腕時計に目をやったその時に、彼女の前に一つの影が立った。

　綺は正樹だと思って、少し紅潮している顔を上げた。

　そのとたん、顔が強張る。

「────！」

　立っていたのは彼ではなかった。にやにや笑いを浮かべた、白髪しらが混じりの長髪のひどく太った男だった。大きな眼がぎらぎらと丸い。

「──〝カミール〟何をしている？」

　男は綺に、疳高かんだかい声で話しかけてきた。男の着ている黒い革ジャンは前を開けているにもかかわらず、今にもはじけちりそうにビチビチになって、てらてらと下品に光っていた。その腰にはポケットがいくつも付いたベルトを巻いており、それにはたくさんの携帯電話が差し込まれている。

「……いえ、別に目的行動中ではありません」

〝カミール〟と呼ばれて、綺は視線を地面に落として神妙に答えた。

「それで男と密会か。いいご身分だな」

　太った男はせせら笑うように言う。笑っていても眼が細くならず、丸く大きいままだ。

　彼の太り方は腹と頭ばかりがやたらにまん丸で、手足は棒のように細く長いというひどく不健康そうなものである。首はほとんどない。彫りの深い顔立ちで、ふくれた頬はまるで上からパッドでも貼り付けたようだ。

　そのとき風が吹いた。男の白黒がほぼ半々の長髪が風でなびいてその下が見えた。男には右耳がなかった。ちぎれたように、べたべたした傷跡がむき出しになっている。

　男は髪を直して傷を再び隠した。

「…………」

　綺はうなだれたままだ。男が、

「顔を上げろ」

　と言い、綺はぎくしゃくとした動きで男の顔を見上げる。

　男は綺を冷たく見下ろす。

「それで、しヽてヽいヽるヽのか？」

「……いいえ、まだです」

「何をもたついている？　さっさとやらせてしまえ。おまえは勿体もったい付けられるような立場じゃないんだぞ」

「……はい」

「まあ、そヽっヽちヽのヽ任ヽ務ヽの方は急がないが……もうひとつの方はそうはいかないぞ。少しは手がかりをつかめたか？」

「……いえ、それは」

　と綺が言いかけたところで、男はいきなり彼女の頬を拳で殴りつけた。

　綺はベンチから転がり落ちて、地面に叩きつけられた。唇が切れて、血が流れ出た。

「…………」

　しかし彼女の表情には苦痛も怒りも見えない。

「──わかっていないようだな、カミール。おまえは何だ？　ん？　任務を果たせなければ、おまえなどただの出来損ないの処分品にすぎないんだ」

　男はゆっくりと綺の横に来ると、その脇腹わきばらに蹴りをぶち込んだ。何度も何度も蹴り、その度に綺の身体はびくんびくんと痙攣けいれんした。

「…………」

　それでも、綺の表情に変化はない。

「わかっているのか、ああ？　いいか、おまえはお情けで生かされているんじゃないぞ。統和機構と、なによりもこの俺様の役に立たないのならば、すぐにでも処理するぞ。代わりはいくらでもいるんだからな！」

　男は綺の襟首を掴むと、引っ張り上げてその顔に自分の顔を寄せた。

「いいか──たしかにこのあたりにいるはずなんだ」

　ぼそぼそと、ナイフを内臓にねじ込むような沈んだ声で囁く。

「どういう訳かこのあたりの若い娘達がヤツのことを知っている。無責任な噂だが、とにかく知っている！　何かがあるはずなのだ。それを調べるのがおまえの仕事だ。男と性交セックスもしないで遊び歩くことじゃないんだ。わかったか！」

「了解──しています。〝スプーキーＥ〟」

　綺は感情のない声で静かに答えた。

　そして、そこに、

「──おい、何をしている?!」

　という声が掛けられた。

　スプーキーＥと呼ばれた男が振り返ると、そこに谷口正樹がいた。

「彼女を放せ！」

　怒鳴りながら、正樹は走ってきた。

「……！　だ、だめ！」

　綺は動揺して叫んだ。

「ん？」

　スプーキーＥは、そんな彼女の変化に少し眉をひそめたが、すぐにニヤリと笑って彼女を放り出した。

「──おまえが色男さんか」

　正樹の方に向き直って、待ち構えた。

「きさま、織機になにをした！」

　怒りに燃える正樹は、らしくもなくいきなり正拳をスプーキーＥめがけて打ち込んでいった。

「だめよ正樹──逃げて！」

　必死で綺は叫んだ。

「ふん……！」

　スプーキーＥは軽くステップして攻撃をかわすと、正樹の背中に掌を打ち込もうとした。

　だが正樹はその動きを読んでいて、外れたと見るや身体を丸めて、背後からの攻撃をかわして走り抜けた。

「……！」

　スプーキーＥの顔に緊張が浮かぶ。

　正樹はすぐに体勢を直して、構えをとる。

　しかし、緊張というなら、正樹の方が遙かに深い。

（……こいつ、いま手加減した──それでも、かわすのが精いっぱいだった……）

　とてもあんな動きができる体型ではないはずなのだ。それなのに──

　常識では考えられない、異常な相手であることが本能でわかった。

「……ぐっ」

　正樹の額には冷や汗が浮いている。

　スプーキーＥは倒れている綺に声を掛けた。

「なあ、こいつは何か武道でもやっているのか、それとも我が統和機構の敵たる〝ＭＰＬＳ〟なのか？」

「──！」

　綺は顔を真っ青にした。

「そ、そんなことはありません！　正樹は普通の人間です！」

　焦って彼女は悲鳴のような声を上げた。それが正樹の生命にかかわることのように。

「そうか。じゃあ空手か何かを囓かじっているだけの一般人だな」

「……？」

　正樹は綺を見た。この二人は知り合いなのか？

　綺は、正樹の視線に目をそらした。

　その一瞬の隙をついて、正樹にスプーキーＥが襲いかかった。

　目にも留まらぬスピードで、あっという間に間合いを詰めてきた。

「──わっ！」

　本能的な危険を感じて、正樹はガードも何もせずに、ただ攻撃から逃げた。

　ごろごろと地面を転がる。

　そのため、綺から離れてしまった。

「──！　ま、まずい！」

　彼は焦った。

　急いで彼女に近づこうとしたら、その前にスプーキーＥが立ちはだかった。

「……彼女を見捨てて一人では逃げない、というわけか？　ふふん、大したヒーローだな」

「…………」

「ＭＰＬＳだったら用心するが……普通人なら、我がスプーキー・エレクトリックの能力を見せてやる」

　彼は両掌を開いた。

　その表面に、異常なほどに血管が浮き上がっていた。赤と青の線が縦横に、びっしりと走っている。

　気のせいか、そヽこヽから「ジジジ…」というかすかな音が聞こえてくるような……。

「お、織機！　逃げろ！」

　迫る危機感に彼は怒鳴った。

　だが、綺は力無くうなだれて、立ち上がろうとさえしない。

「──くそっ！」

　半ばやけくそで正樹は突っ込んでいった。

　スプーキーＥは、にやにや笑って待ち受ける。

　正樹は心の中で、

（……知らないぞ！）

　と歯噛はがみしながら、スプーキーＥの無防備な股間に蹴りを打ち込んだ。

〝いざとなったらためらうな〟と空手の師匠に言われていたように。

　その爪先つまさきは確実に男性ならば急所である場所に命中した。

　だが──そこには、その感触がなかった。

「──な…?!」

　思わず敵の顔を見上げてしまう。

　さっきと変わらぬ笑いがそこに浮いていた。

「──残念だったな」

　次の瞬間ジルバのような華麗なステップでスプーキーＥは動き、そしてその掌で正樹の頭を、そっ、と挟み込んだ。

　その瞬間、正樹はいきなり目の前が真っ暗になり、そして気絶していた。




　　　　　＊




　……なんだか頭がずきずきする。

　そして、どこか遠くから聞こえてくるような、声──。

〝お願いします、この人は放っておいて。まだしていないから、可能性はあるかも知れないから──〃

〝………ずいぶん入れ込んでいるな。だがその小僧とて、おまえがやってきたことを知ったら、絶対に心変わりするぞ〟

〝わかってます……でも、助けてあげてください。お願いします──〟

〝ふん──人間じゃないおまえが、らしくもないな〟

〝……お願いです〟

〝まあ、いいだろう。条件付きならば生かしておいてやろう〟

〝ありがとうございます〟

〝だが忘れるなよ、カミール。おまえの本来の使命はヤヽツヽを見つけることなのだからな。あの─ヽ─ヽ─ヽ─ヽ─ヽ─ヽを……〟

　………そこまで聞こえて、あとはまた、何だかよくわからなくなっていった。




　……そしてぼくは、妙に暖かい感覚の中で目を覚ました。

「う、うーん……？」

　伸びをしながら目を開けると、すぐ上に織機の顔があった。

「──やっと起きたわね」

　うなずいて、優しい声で言う。

「──わっ?!」

　ぼくはびっくりして飛び起きた。周りを見回すと、いつもの公園で、そしてぼくはどうやらベンチの上に寝ていたらしい。

　しかも彼女の膝枕で──。

「な──なんだったのかな？　ぼくは、どうしてこんなところに寝ているんだ？」

　頭を振って考えるが、最後の記憶は、織機から「高校に受かったから、お祝いしよう」という電話をもらったところまでだった。それから何をしていたのか、いつのまに公園に来ていたのか、まるっきり思い出せない。

「たぶん、日射病か何かだと思う。私が来たとき、もう横になっていたわ」

　織機が冷静に言った。

「そうなのかな──もう寝てた？」

「うん。驚いたわ。死んじゃったみたいだったし」

「そうか──そりゃ悪いことしたね。でも、日射病かあ……」

　たしかに空は晴れているけど、春先の今時の季節に日射病になるなんて聞いたこともない。

「ごめんなさい。私のせいね。私が……」

「い、いやそんなことはないさ！　ぼくが勝手にのびてただけだ」

　ぼくは焦って弁解した。なんだか彼女にはいつもみっともないところばかり見られてしまう。

「そ、そうだ。お祝いだったね。なにかぼくにしてほしいことはないかい？　なんでも言うこと聞くよ」

　浮わっついた調子で、ぼくはへらへら笑いながら必死でフォローにつとめた。

「…………」

　すると突然、彼女はひどく悲しそうな顔になった。

　つい、とベンチから立ち上がると、ぼくに背を向ける。

　そして、沈黙してしまう。

「…………」

　その後ろ姿が、傾きかけた太陽の光にすっぽりと収まって、逆光の中で溶け込んでしまいそうだった。

　ひどくはかなげで、幽霊のようにも見える……。

「──ど、どうかしたの？」

　一分近く彼女は黙ったままなので、ぼくはおそるおそる訊ねた。

「……正樹、あなたって、本当は強いんでしょう」

　背を向けたまま、ぽつり、と呟く。

「え？」

「はじめて会ったとき──私が助けなくても、自分一人でなんとかなったんでしょう？」

「……い、いや、そんなことは」

　ぼくは、いつのまにかひどく悪い立場に立ってしまっているみたいだった。

「ねえ正樹──ひとつ、頼まれてくれる？」

　彼女の背中から声が響いてくる。

「うん、いいけど──」

「正樹、あなたこの辺の女の子達と親しいんでしょう」

「え？　えーと、それは」

「彼女たちから聞いたことないかしら……正体不明の、謎の死神の噂を」

「噂？」

「どこが出所かわからない……でも、女の子なら誰もが聞いたことがあるその名前を」

　彼女は振り返った。逆光なのでその表情は影でよく見えない。

「──〝ブギーポップ〟のことを」
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Ⅲ



自分の仕事を疑うのはよしたまえ。

たとえどんなに意味不明で甲斐のない仕事に見えても、

実際にはそ・の・通・り・だ・という事実に直面するよりはマシだ。





霧間誠一（ＶＳイマジネーター）
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「──えーと、ｘが虚数のとき、ｙの変域は……あー、駄目だわ、末真すえまぁ、わかんねーよ、あたしィ」

　三月も終わりに近いある日、とりあえず人の減った予備校のフリースペースで、わたしは親友の宮下藤花みやしたとうかと差し向かいで参考書と取り組んでいた。

　他には誰もいない。受験生は入試が一段落した頃だし、来年の連中も、本格的に来るのは来週あたりからだ。ちょうど受験のエアポケットみたいな時期である。

「まだはじめてから二十分よ。音ねを上げんのが早すぎない？」

「うー。……いや、もーだめ。数式見てると天井がぐるぐる回ってきそうよ」

「アルコール中毒じゃないんだから……」

　わたしはくすくす笑いながら言った。藤花という子は、よく言えば天衣無縫、悪く言えば身も蓋もないところのある素直な子だ。わからないと、ホントにストレートに嘆く。

「ねえ、教えてよ、和子かずこちゃーん──一体どういう仕組みなわけぇ？　この方程式？」

　彼女は苦り切った顔で、さも憎たらしそうに参考書をシャープペンシルの先でコツコツと叩いた。

　わたしたちは今年、高校三年生になる。この一月からもう実質的にはそうだったけど、四月になれば完全に高校生と言うよりも受験生という部類に入ることになる。

　藤花と出会ったのも、この予備校の冬期講習でのことだ。高校も一緒なんだけど、何故かそれまで一度も会ったことがなかったのである。だから未だに、顔を会わせるのは予備校ばかりという関係だ。

　気のいい子で、昔いろいろあったせいでちょっと屈折してるわたしにも屈託なく接してくれる。

「えーっと、これはさあ──」

　わたしは身を乗り出して、藤花に説明を始めた。

「ふむふむ」

　藤花も、ぐっ、と上体をテーブルの上に乗り出す。端はたから見ていると、まるでつかみ合いのけ人か喧嘩けんかの寸前みたいだと思って、わたしはちょっとおかしかった。

「──というわけよ。わかった？」

「うーん……まあ、なんとなく」

「じゃ、わたしに説明できる？」

「……き、厳しいかもね」

　藤花は苦笑した。わたしはちょっと眉を寄せて、

「だめよ、ちゃんと理解しないとイミないわ」

　と言った。すると藤花はくすくすと笑った。

「いやあ、なんか悪いわね。これじゃロハで個人教授雇ってるみたいじゃん。頭のいい友達持つと助かるわあ、ホント」

「誉めたって手加減しないわよ」

「うー。そう来るか…？」

「そうよ、さあこの数式だと、いまの方程式はどんな風に使う？」

「うーん……待った！」

「将棋じゃないっての」

　──つらい受験勉強だけど、わたしはこのように、最近はなかなか楽しい。

　藤花が悪戦苦闘している間に、わたしはちょっと目をそらして、予備校の壁に飾られている一枚の絵を見た。

　大勢の人間が手をつないで、荒野に座り込んでくつろいでいるというよくわからない絵である。タッチは荒々しく、筆の跡がくっきり残っている、どっちかというと古くさい感じの絵だとわたしは思う。

〝四月に降る雪〟というタイトルの抽象画だ。作者は飛鳥井仁。この予備校の講師だという。この絵は何かの賞を取ったとかで、予備校が箔付はくつけのために飾っているのだそうだ。

　……わたしは、とあることで犯罪心理だとか深層意識とかに興味を持って入れ込んでいたことがあるので、この絵についてもつい、精神分析とかしてしまいそうになる。

（うーん……空が曇っていて、広がりに欠ける閉鎖的な画面よね。でも、そのくせ何か明るいわよね。軽いって言うのか……荒野ってのは、やっぱり空虚感を表してるんだと思うけど、それにしては、なんか絵に確信を感じるのは何故？）

　人はいっぱいいるけど、誰一人として目線を合わせていないのも気になる。

「妙な絵よね」

　いつのまにか、藤花も絵を見つめていてそう呟いた。

「うん。なんか、正直ヤなかんじがする、わたしには」

　言ってから、あらためて思った。そうだ。わたしはこの絵が嫌いなのだ。いい絵かも知れないが、わたしは好きになれない。

「末真の好みじゃないってこと？」

「いいえ、たぶん──この絵の作者が、わたしのような人間を嫌っているんだと思うわ」

　あるいは、そう──同類なのかも知れない。これは同族嫌悪だ。

「むずかしいこと、わかんのね」

「──変かしら？」

「別にいいじゃん。直観力があるってことでしょ？」

　わたしは過去、ずいぶん変人扱いされてきた。だから、わたしの言葉に藤花があっさりとうなずいてくれると、それだけで何か嬉しい。

「藤花のことは好きよ、もちろん」

「それって、愛の告白ぅ？」

　ふざけあって、わたしたちはけらけらと笑った。

　すると、背後から声が掛けられた。

「あの、あなた末真和子さん？　深陽学園の」

　見ると、わたしと同年代と思おぼしき少女である。

「そうだけど……あなたは？」

「私、衣川琴絵って言うの。同じ深陽学国の生徒よ。あなたに会いたかったの、末真さん」

　両手を開けたり閉じたり、なんかすっごく一生懸命に話しかけようとしている。

「どうして？」

「あの──詳しいんでしょう？　末真さんって。いろいろと、その──あ、これ木下きのしたさんから聞いたんだけど」

「木下？　──って、京子きょうこのこと？」

　木下京子は、わたしの元クラスメートだ。

「そう！　彼女言ってたわ、末真は、口が固いし、優しいし、とっても頭がいいから頼りになるって！」

　琴絵という娘は〝ひょっとして足りないんじゃないか？〟というくらいに必死な表情と身振り手振りで喋ってくる。

「いや、あのね──」

　別にわたしは、京子にだってそれほど大したことをしてやった訳じゃない。ただ愚痴を聞いてやり、何回か相談に乗っただけだ。本当は、困難な状況から京子を助けたのはわたしじゃなくて、他の少女だった。

「お願い、末真さん、仁にいさんを助けて！」

「？　だ、誰ですって？　ちょっと藤花もなんとか言って──。……って、あれ」

　横を振り向くと、藤花がいない。

　いつの間にか、彼女は動いていて、琴絵という少女の傍らに立っていた。

「──どうぞ、衣川さん」

　と言って、自販機のコーヒーを差しだしている。

　──いつ、買ったのだろう？

「ど、どうも……」

　琴絵は素直にうなずくと、紙コップからコーヒーをすすった。

「少しは落ち着いたかな？」

　藤花は、なんか男の子っぽいものの言い方をした。

「は、はい。すみません」

　琴絵は素直にうなずいた。

「彼女に相談事かな？」

　と、わたしの方にあごをしゃくって言う。

「は、はい。あの、すみませんけど──」

「ああ、わかった。邪魔者は消えているよ。二人きりで話すといい」

「ち、ちょっと藤花」

「衣川さんは君に助けを求めているんだ。とりあえず話だけでも聞いてやるといい」

　なんか芝居がかった口調で、藤花はとぼけているような、笑っているような、いわく言い難い左右非対称の表情をした。わたしは、それが藤花じゃないみたいに、女の子でさえないような気がして、落ち着かない気分になった。

「それじゃ」

　ときびすを返すと、あっという間に去っていってしまった。

「…………」

　わたしが狐につままれたみたいな顔をしていると、琴絵が詰め寄ってきた。

「あの、お話を──」

「え？　ああ、もう──わかったわよ。京子の知り合いなら聞かないわけにもいかないわよね」

　わたしはため息をついて言った。




「──飛鳥井仁？」

　わたしは琴絵が開口一番に言った名前に目を丸くした。

「って……この絵の？」

「うん。ここで教えてる人。知ってる？」

「まあ、なんか名前なら。人生相談がうまい、とか」

　そういう噂を聞いたことがある。進路相談に行くと、すごく細やかな答えをしてくれるというのだ。わたしも藤花も行ったことないけど。第一、美術コースの講師では国立理系コースのわたしたちには縁はあんまり、ない。

「そう、らしいわね……私はわからないけど」

「えーと、あなたは彼の姪めい、だっけ？　従妹いとこ──」

　自己紹介の時、どうも要領を得なくて、わたしはまだよく理解していなかった。

「……親同士が仲、あんまし良くなくて、私と仁にいさんもそんなに前から仲良かったってわけでもないんだけど──はじめてまともに話したのも、仁にいさんのお父さんのお葬式の時だったし。でも、すぐにわかったの。すっごく優しい人だなあ、って」

「はあ」

　どうも話に脈絡がない。のろけを聞かされても仕方がないのだが。

「えーと、それでその彼氏がどうしたの？」

「末真さんは、詳しいんでしょう？　その……人がおかしくなったりするっていうか、そういうのに」

「そういうの、ねえ」

　わたしは、なんとなく絵の方に目を移す。

　人々のまわりには山羊やぎが何匹かいて、荒野に生えている薔薇の木なんかをついばんでいる。黒い山羊だ。薔薇というのは雑木の一種だから、花のクオリティさえ気にしなければ荒野でも咲くから、そういう意味じゃおかしくはない。しかし、黒い山羊というのは普通──悪魔のアレゴリーだ。

　それが、花だの葉っぱだのを棘とげごとむしゃむしゃと食べている。

　絵の印象そのものは決して不気味ではない……むしろ牧歌的な、和やかな雰囲気である。しかし、やっぱり何かが引っかかる──。

「彼氏は急に冷たくなった、とか？」

「いや、そういうんじゃなくて……。なんてのか、悩まなくなった、ていうのか」

「前は悩んでたの？」

「うん！　そりゃもう、すっごく」

　やたらに強調して言った。

「これ、言っていいのかどうかわからないけど──たった一人の家族だったお父さんが、ちょっとおかしな死に方をして──」

「どんな？」

「それは……」

「言いたくなきゃ言わなくていいわ。わたしも、その手の話には少し飽きてるから」

　わたしは正直に言った。すると琴絵は感心した、という顔になった。

「……やっぱり、末真さんて頼りになりそうね。すっごく落ち着いてるのね……」

「──そんなことはどうでもいいわよ。悩まなくなったってのは、どうしてわかったの？」

　わたしは、どうも誉められるのが好きじゃない。特に、こヽのヽ手ヽのヽ話ヽで感心されても、子供の頃は可愛かった、と言われるみたいな過去の蒸し返しっぽくて、うんざりする。

「え、ええ」

　琴絵は、飛鳥井という人が最近外泊が多いと言った。どうやらこの娘こは、彼氏の行動を逐一観察しているようだ。

「そして朝になって帰ってきても〝友達のところに泊まったのさ〟とか曖昧あいまいなことしか言わないし」

「あのさ、それは〝若い男の人だから、いろいろとその〟とゆーヤツじゃないの？」

「恋人がいるって感じじゃないのよ。そして朝帰りの時に、その──服に黒っぽいしみが付いてることがあって……あれ、もしかしたら、って思って………」

　わたしも、さすがにちょっと息を呑のんだ。

「それって──血痕なの？」

「でも、仁にいさんには傷一つなくて、服だって破れてなくで。だから、その」

「……夜毎よごとうろつきまわって、返り血を浴びてる、って言うの？　それじゃまるで──吸血鬼みたいじゃない……」

　わたしの背筋が、ぞくり、とした。

「警察なんかに知らせたら仁にいさん犯罪者にされちゃうし、うちの父は仁にいさんを追い出すきっかけをいつも探してるし、もう、どうしていいかわからなくて、私……」

　琴絵は顔を手で覆ってうなだれた。

　わたしはなんとなく、

（や、やばい……）

　という気分がしてきた。時々こうなるのだ。胸が騒いで、なんだか駆り立てられるように全身がむずむずしてくる。

（ち、ちょっと和子──あ、あんたは受験生なんだからね！　余計なことに関わってる余裕はないのよ！）

　自分に自分で、心の中で怒鳴りつける。

　だけど──わたしは過去に見知らぬものに殺されかけ、しかし、そのことをすべてが終わった後で知らされた──そういうことがあった。そのせいで、わたしにはあヽるヽこヽとヽを渇望しているようなところがある。

　わたしが直に〝闇〟と出会う〝対決〟を。

「あ、あのさ──衣川さん。もしよかったらそれ、わたしに任せてくれない？」

　気がついたときには、そう口走っていた。




　　　　　　　＊




　……というわけで、わたしは飛鳥井仁がヌシとして使っているという予備校の進路指導室に一人やって来た。琴絵は帰した。いられると何となく足手まといになりそうだったからだ。

　時期が時期だけに、誰もいない。

　ドアに手を掛けると、開いてしまった。鍵がかかっていない。

（不用心ね……それとも、単に盗まれて困るようなものが何もないからかしら）

　わたしは室内に入った。もう三ヶ月くらい通っているけど、ここに入るのははじめてだ。狭い。そして暗い。

　テレビや映画で見る警察の取調室みたいだ、とわたしは思った。

　講師側の席にはデスクが横にあり、その上にパソコンが置かれている。スイッチを入れてみようとしたが、やめた。どうせキーワードで管理されているだろう。

（なんかないかしら……彼がおかしくなった原因みたいな、その手がかりか何かが──）

　わたしはデスクをかきまわした。でも、あるのは予備校のパンフレットの試案とか、生徒の学校別の成績に関する覚え書きとかばかりで、飛鳥井仁本人に関するものは何もない。

「うーん……」

　コレは安易に考えすぎたかな？　そんな簡単にわかるものではない、ということか？

「あー………」

　わたしは疲れて、椅子に座り込んだ。ずるずる、と身体をだらしなく落としていく。するとスカートがまくれ上がりそうになったので、身体をちょっとねじった。

　するとデスクの下の奥の方に、白いかたまりが見えた。くしゃくしゃに丸めた紙屑のようだ。

「ん？」

　わたしはたちまち興味を引かれ、もぐり込んでそれを取った。デッサン用の画用紙だった。

　広げてみると、そこには一人の少女がいた。ただし書き損じの一枚らしく、その上に斜線が何本か引かれている。

「…………？」

　わたしは、なにか奇妙な気がした。

　知っているような感じがあるのだ。

　この少女を、わたしは知っている。

（誰だっけ──？）

　考えていると、廊下の方から足音が聞こえてきた。

（わ、ヤバ……！）

　わたしはあわてた。この一画には他に部屋はなく、来るとしたら進路指導室しかないのだ。

（どうしよう？　えーと、えーと──）

　後から考えると、別にそのままなに食わぬ顔で出ていけばよかったのだ。鍵はかかっていなかったし、わたしもれっきとしたここの生徒なんだし、相談室に来たってちっともおかしくないのだ。〝来たけど誰もいませんでした〟それですむ。

　……すむのに、わたしは後ろめたさがあったもので、とっさに今もぐりこんだデスクの下に、また戻ってしまった。パソコンと書き物を一緒にできるデスクは部屋の面積の六分の一を占めるくらいに大きく、わたしぐらいなら完全に隠れた。

　引き出しの陰に身を縮こませて、息を殺す。

　足音はドアの前で止まり、そして数人の男女が入ってきた。

「──でも飛鳥井先生、本当に私たちは友達なんです。別に憎みあってなんかいません。そうでしょ、由利子ゆりこ」

「え、ええ」

　……どうやら、女の子が二人に、男の人がひとりだ。男は飛鳥井仁その人らしい。

「──ふむ。言い方が悪かったかな。ほとんどすべての人間は憎しみあっている。それは君らも例外じゃない、と言ったつもりで別に君らを特別扱いしたわけじゃないんだ」

　飛鳥井仁の声は、とても落ち着いて、そして美しく澄んだテノールだった。

「でも、そんな……！」

「…………」

　女の子達は、ひとりが気の強そうな感じで、もうひとりはその子の言うことに従っていることが多い、というタイプのようだ。

「さて、それじゃ始めるか。──どうした？」

「あ、あの──本当にするんですか？」

　気の強そうな方が言った。ちょっと怯おびえている。

「他のみんなはしている。なりたくないのかね？　だったら無理には勧めないが」

「いいえ、やります……！」

　と言ったのは〝言いなり〟の方だった。

「ゆ、由利子？」

「やってもらいましょうよ、美咲みさき。私、このままただの受験生でいたくないわ……！」

「由利子……」

「どうするね？　これは君らの自由意志なんだ。僕は決められない」

「──はっきり命令してくれませんか。そうすれば私」

（……なにを言っているの、これ？）

　わたしは隠れている自分の立場も忘れて、訳のわからない会話にイライラしてきた。

　飛鳥井仁が冷ややかな声で続ける。

「駄目だ。イマジネーターに強制はないんだ。影響する側に立つか、ただ世界に流されるだけか、二つに一つなんだ」

　イマジネーター？

　急に知っている単語が出てきたので、わたしはびくっとした。その名前はかつてわたしが入れ込んでいた作家の著作に出てくるものだった。もっとも、それと同じ意味なのかわからないが。

　わたしは危険も忘れて、ほんの少しだけ顔を前に出して、椅子と引き出しの、わずかな隙間から部屋の中を見上げた。

「…………」

　美咲という少女が、自分の爪を噛みしめている。

「私だけでもお顧いします、飛鳥井先生」

〝由利子〟の方が言った。なんか、二人は似たような髪型をして、似たような顔立ちをしている。

「ふむ？」

　飛鳥井仁の顔は、私からは見えない。白い服を着ているようだ。

　彼はゆっくりとこっちにやってきた。わたしはぎくりとしたが、彼はそのまま椅子を引き出さず、デスクの上に腰を下ろした。

　わたしの目の前で、彼のスマートで長い足がぶらぶらと揺れる。男の人の脚をこんなに間近で見たのは初めてだ。意味もなく頬が熱くなるのを自覚する。

「それには、北原きたはらくん以外のパートナーが必要になるが」

「探します！」

「ち、ちょっと由利子！」

〝美咲〟があわてた。でもわたしにはなんで焦っているのか全然わからない。

　いったいこの人達は何をしているのだ？　何をしようというのか？

「しかたないでしょう、あんたにはやる気がないんだから！」

「そんなこと言ったって……」

「出ていきなさいよ」

「え？」

「もう飛鳥井先生と一緒にいる資格ないわよ、あんた」

　すごく冷たい言い方だった。確かに──ほんとは憎しみあってる、と言われてもしようがない感じだ。

「い、いやよそんなの！　わかったわよ。やります。してください、先生！」

　彼女はわたしの目線の少し上を──おそらくは飛鳥井仁の眼を見て言った。

「──よろしい。君たちの決意を尊重しようじゃないか」

　飛鳥井仁は立ち上がった。

　すると、少女二人はいきなり胸元に手をやり、ボタン類を外し始め、上着を思い切りよく脱ぎだした。

（え?!　えーっ──?!）

　わたしは焦った。もしやそうではないかとずっと思ってはいたが、やっぱりその──これはセクシャルな行為のあヽれヽだったのか？

　だが裸の胸をさらした少女達は飛鳥井仁の方ではなく、互いに向かい合った。

　そして近づいていく。相手の肩にそれぞれの手をのせる。

「──そこまで。そのまま動くな」

　二人の胸が接触するかしないか、という距離のところで飛鳥井仁は声を掛けた。

　彼はわたしに背を向けて、そして二人の胸元あたりに手を伸ばしたようだった。

　変化は劇的だった。

　少女二人は同時にびヽくヽんヽ、とのけぞり、口を獣のように大きく開いて、音なき咆吼ほうこうを空間にびりびりと響かせた。それぞれの肩を掴んでいる手には過剰な力がこもり、爪先が互いの皮膚を突き破って血がにじみ出た。

　──断じて、単なる苦痛とか快感による変化ではなかった。まるで、一時的に人間じゃなくなってしまったかのような、そんな──何かを剥はぎ取られた表情と肉体の動きであった。

　飛鳥井仁は、そんな二人を前に、静かに、平静に、わたしには見えないところで何かをしている。

　彼の肩がすこし動く度に、少女達はがくん、がくん、と身体をふるわせる。

　いヽじヽっヽてヽいヽるヽ──そんな感じだ。だが、背中の動きから見て、飛鳥井仁は少女達の身体には直接触れていない。では何をしているのだ？

「────！」

「────！」

　少女達がひときわ激しく痙攣けいれんすると、飛鳥井仁は身体を離はなした。

　くたくた、と少女達は互いの身体にもたれかかった。全身、汗みずくになっている。

　ぜいぜいと喘いでいる……だけど、彼女たちの顔には人間らしい知性が戻ってきていた。

　互いの顔を見合わせ、そして、

「うふふ」

「うふふ…………」

　と笑った。

　わたしはその表情に、何故か心臓を掴まれるような感じを受けた。

　そヽっヽくヽりヽに見えたのだ。

　顔立ちは変わっていない。いやなまじ表情が同じ分、顔つきそのものは似て見えたさっきより違って見える。

　しかし表情は──その顔の筋肉の動きが表す感情は、まるっきり同じもののような気がしてならなかった。

「どうかな、本当の友達になった気分は」

　飛鳥井仁は言った。

「ええ──」

「とっても素敵──」

　微笑みながら彼女たちはゆらり、と身を起こすと、それぞれの服を相手に着せてやり始めた。

「それは結構」

　飛鳥井仁の、くすり、というかすかな笑いが、わたしの耳元で聞こえたような気がした。

「飛鳥井先生、もう私たちは何も怖くないわ」

「ええ。もう、今すぐにでも先生のために世界を変えてしまえる気がする──」

　少女達は飛鳥井仁に近づいてきた。

　そして彼の手を取ると、まるで中世の英雄物語の一節のように、二人は姫君に忠誠を誓う騎士のごとく飛鳥井仁の手の甲にキスをした。

　──わたしは、がたがたと震える身体を押さえつけるので精いっぱいで、三人が出ていった後、三分くらい動くことができなかった。

（な、なによ今のは──あれはいったい何なのよ……？）

　ぎくしゃくとデスクの下から這い出してきたわたしは、震える手でさっきのスケッチを再び広げてみた。

　もう、その時には思い出していた。スケッチの少女は、わたしの通っている高校の生徒だった。

　名前は水乃星透子。

　ただし彼女は、自殺してもうこの世にはいない。

　スケッチは飛鳥井仁の手になるものだろう……自殺した少女と、あの男はどういう関係なのだ？
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Ⅳ



何故に闇を恐れる？

生きていること自体が既に〝お先真っ暗〟だというのに





霧間誠一（ＶＳイマジネーター）
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　よく、街には昼と夜の二つの顔がある、とかそんなことが言われる。まあ、それなりに正しいが、現実にはそれらはくっきりはっきり分かれてはいない。ここまでは安全な昼の領域で、ここからはやばい夜の世界とか、そんなわかりやすい区分けは、残念ながら存在しない。

　たとえば、今、明るい日差しが燦々さんさんと輝いている駅前広場のベンチに一人の少女が座っている。トラディショナルなカジュアルファッションを着た、傍目はためからはごく普通の中産階級の娘、といった感じの女の子だ。

　彼女は、何やら人待ち顔だ。街のタウン誌を丸めて持っており、靴の爪先で何度も何度も、こつ、こつ、と地面を叩いている。

　そして、少し彼女を見続けていると、その叩き方に一種の法則性があることがわかる。リズムを取って、正確に同じ間隔で繰り返されているのだ。

　しばらく待っていると、やがて一人の少年が彼女に近づいていく。彼もまた、ごく普通の、小遣いにはあまり不自由してないぜ、といったプチブル的な服装と髪型をしている。

「よお、虎を待ってるのか？」

　ナンパというには少し不自然で、しかし他の者が耳に挟んだとしても気にも留めないような科白せりふを彼は言う。

「ええ、十三時に」

　少女もうなずく。しかしその時の時刻は既に午後三時過ぎである。

「オーケイ、こっちだ」

　少年は顎をしゃくって少女を促す。

　二人は広場前から去っていく。その場所には交番さえあって、喧嘩の一つも起きない、そういう場所ではあった。そこで待ち合わせたのか、打ち合わせていたのか、とにかく二人は連れだって街の中に入っていく。

　傍目にはただの若いカップルにしか見えないし、特に目立っている感じもない。どこにでもいる連中の一つにすぎない。

　彼らはやがて人気ひとけのない都市再開発区域に入る。

　まだ旧建物の取り壊しが進んでおらず、薄汚れた雑ビルやら何の店だったかわからない崩れかけた建物が並んでいる。

　区画の全体がロープで囲ってあり〝立入禁止〟の看板も立てられていたが、二人はかまわずくぐって入り込む。

　そして建物と建物の間の物陰に曲がっていくと、そこには数人の男たちが待っていた。

「来たな」

「今日は一人か？」

　男と言っても、彼らもみな二十歳はたち前といった感じの若者だ。

　彼女を連れてきた少年もすぐに彼らの方に行き、一緒に少女をじろじろ見る立場になる。

「…………」

　男達の視線を、少女はひとりで受け止める。

「で、カノジョ。いったいいくら欲しいんだ？」

　どうも男たちの中で一番年長らしい、革ジャンをきたヤツがニヤニヤといやらしい笑いを浮かべて言った。

「あるだけよ」

　少女は感情のこもらない声で、ぼそり、と言った。

「──は？」

「あヽなヽたヽたヽちヽがヽ持ヽっヽてヽいヽるヽだヽけヽ、全ヽ部ヽこヽこヽにヽ出ヽしヽてヽくヽれヽなヽいヽかヽしヽらヽ」

　少女の遠慮のないきっぱりとした言い方に、男達が少し鼻白んだ。

「──おい、カノジョ。あんた俺たちのこと知ってんのか？　ちゃんとわかってんだろうな」

　革ジャンが言う。

「わかってるわ。麻薬の密売人の窓口係でしょ？　合図をした者に麻薬を売ってくれるっていう」

　少女はさらりと言った。気負きおいも不自然さもまるでない平静な声だった。

「──窓口係だあ?!　おい、わかってねーなぁ。俺たちが今持ってる分だけでも何百万もするんだぜ。金はあんのかよ？」

「ないわ」

　少女はあっさりと言った。

　男達は、そのあヽんヽまヽりヽなヽ断ヽ定ヽに口をぽかん、と開けた。

「……なんだと？　今なんつった？」

「お金はない──でもあなた達の持っている薬はすべていただく、と、そう言ったのよ」

　少女の声は冷ややかと言ってもよかった。

　絶句していた男達の肩が、やがてぶるぶると震えだした。むろん怒りのためだ。

「──ざ、ざけんじゃねえ！」

「この小娘が！」

　男達は少女におどりかかった。

　少女は身をひるがえして逃げ出す。

「待ちゃがれ！」

「逃げられると思ってるのか！」

「その必要はないわ」

　少女は言い捨てると、路地の角を曲がった。

　それを追って一番最初に追いかけていた男が角を曲がった途端、彼はいきなり後方にすっ飛ばされた。

「────！」

　他の者たちは目を剥むいた。

　彼らの前に、奇妙な格好をした人物が立っていたからだ。

　その人物は黒い筒のような帽子をかぶって、さらに黒マントを羽織っている。顔には化粧までしていて、黒いルージュが白い顔に引かれている。無茶苦茶恥ずかしく、かつバカみたいな姿だ。

「え、えーと──無駄なことはやめたまえ。君らに勝ち目はない」

　黒帽子はどもりがちに言った。今の男がすっ飛ばされたのは、無論この奇人の正拳が極まったからである。

「な、なんだてめえは?!」

　男達は仰天した。無理もない。

「名前はブギーポップだ──そういうことになってる」

　奇人は妙に自信なさそうな言い方をした。

「──はあ？」

「コスプレか、それは？」

「やっぱり知らないか──ホントに女の子しか知らないんだな」

　奇人はぼそぼそと独り言を呟く。

「なんだと？」

「いや、こっちの話」

　さっきの少女が、この奇人の背中に寄り添った。

「ブギーポップ、この人達悪いひとよ。やっつけちゃって」

　……科白が棒読みだ。

「い、いい加減にしろ！　この──」

　男達が襲いかかってきた。何人かは、確実に喧嘩馴れした動きだ。それなりにできる連中だった。

　……そのため、手加減はできなかった。




　──全員を叩きのめすと、黒帽子の奇人は伸びている男達の懐からビニール袋に包まれた麻薬の袋をいくつも引っぱり出した。

　せっせせっせとそれを自分のポケットポーチにしまうと、奇人はあわててその場から逃げだした。

　疲れよりも焦りで、ぜいぜいと息を切らしながら走って、やがて〝彼〟は人通りのきわめて少ないガード下に逃げ込んだ。

　そこには、さっきの少女──織機綺が待っている。

「お疲れさま、正樹」

　織機はそう言って微笑む。

　そこで黒帽子の奇人は──つまりこのぼく、谷口正樹はいまいましい帽子を頭からむしり取った。

「──暑いよ、この格好は！」

　ぼくは毒づいた。

「こんなもん着て格闘するのはしんどいよ、まったく！」

「だってそういう格好なんだもの。少なくとも噂だと」

　織機はぼくの後ろにまわってマントを脱がしてくれる。

「女の子の噂なんて、実際のことなんて何にも考えちゃいないんだからなあ──ヤになるよ」

「はい、タオル」

　渡してくれたそれで、ぼくは顔をごしごしと擦こすった。たちまち化粧がとれて、やっとすっきりする。

　……もちろん、ぼくは織機が駅前広場に立っていたときからずっと尾行していたのである。

　彼女が再開発区域に入ったあたりで、急いで物陰で着替えて、唇に黒い線を引いたのだ。わざわざ……。

　何をやっているのか、だって？

　つまり……正義の味方だ。

　街にはびこる悪いヤツを懲らしめているというわけだ──いや、ぼくとしては困っている。

　これは織機の希望なのだ。

　彼女はぼくの腰からポーチを外して、中に入っていた麻薬を取り出すと、袋を破いて全部溝に捨ててしまう。白い粉はネズミ色の水に溶け込んで、たちまち消えていく。

（何百万、とか言ってたなあ……）

　ぼくはぼんやりとそんなことを考える。いや、別にもったいないとか金が欲しいとかそういうのではなく、ただほとんどの人にとっては、その金額は充分に〝何かをする動機〟になるんだろうな、とか。

「正樹はヒーローね」

　織機がぽつりと言う。

「……なんだかなあ」

「あなたのおかげで、たぶん百人近い人が薬に侵されずにすんだはず。立派なことよ」

　……言い方が、どっか棒読みなのだ。もっとも普段も似たようなものだから区別しにくいけど。

　だいたいよくわからない。さっきの取引の符丁とかそういうのは彼女が知っていたことなんだが、一体この娘はどこからそんなことを仕入れてくるのか。訊いても〝意外にみんな知ってるのよ〟とか、そんなことしか言わないし。

「あら？　その手──」

　織機はぼくの左手に目を留める。そこはちょっと擦すれて血が滲にじんでいた。

「ああ、大したことないよ」

「ごめんなさい、私のせいね」

　と言いながら、彼女はぼくの手を優しく取って、用意していた医療キットを使って傷の手当てをしてくれる。

　その感触は柔らかく、顔を近づけている彼女の吐息が手首にかかったりする。

　人の通らぬガード下で、女の子と二人きりで、密着していて、しかも二人だけの秘密を共有していて、それで、ぼくからは彼女の手さえ握ったこともない。

　それで気がついたときには、正義の味方だ。

　……なんで、ぼくはこんなことをしているのだろう？




　　　　　　　＊




「……〝ブギーポップ〟のことを」

　あのとき、彼女はその名を初めて口にした。それを知っているかとぼくに訊いた。

「聞いたことないけど……なんなんだい、それは」

「死神、と言われているわ。殺し屋とか」

「い…？」

　ぼくは面喰めんくらった。

　彼女は続ける。

「あくまでも噂の、怪談話のキャラクターなんだけど、でもその少年は、人が、その生涯でいちばん美しいときに、それ以上醜くならないように殺す、という、そういう存在なの」

「……はあ」

　確かに、女の子の怪談話に出てきそうなヤツだ。きっと美少年とかなんだろう。

「それがどうしたんだい」

「正樹、あなた──なヽっヽてヽみヽなヽいヽ？」

「──へ？」

「あなたならできると思うの。強いし。少し背が高いかも知れないけど、大した違いじゃない」

「ち、ちょっと待ってくれよ！　そ、そんな殺し屋だなんて……！」

　ぼくは仰天した。途方もないことを言うと思った。

「いや、殺し屋というのはあくまでも一般での風評にすぎないのよ。実際は殺すだけじゃなくて、むしろ人助けというか、そういうことの方が多いの」

　彼女はまるで、そいつが実在の人物であるかのような言い方をした。

「ひ、人助けぇ？　なにをするんだい？」

「何でも」

「なんでも、って──」

「できることなら、何でも、よ」

「…………」

「あなたは強いわ、正樹。あなたならブギーポップになれる……」

　じっ、と彼女はぼくを見つめてきた。

　ぼくは困り果てて、口をつぐんでいた。すると突然彼女は視線を逸そらして、

「……ごめんなさい。どうかしてたわ、私。あなたにこんなこと頼める立場じゃなかったのに──」

　うつむいて、肩をふるわせる。

　縮こまっているその姿は、ひどく小さく見えた。ぼくはなんか、胸が掻きむしられるような感覚を覚えた。

「──ぼくがその……ブギーなんとかになると、君はどうなるんだい？　なにか楽しくなるのか？」

　ぼくは沈黙に耐えきれなくなって、そう言ってしまっていた。

　彼女は顔を上げた。

「……いいの？」

「いいよ。やるよ。どういうものかよくわからないけど、ぼくにできることなら」

「……本当に？」

「うん」君が喜ぶならね、とは、さすがに恥ずかしくて言えなかった。

「──ごめんなさい、正樹」

　彼女は両手で顔を覆った。

「本当にごめんなさい、無茶苦茶言って──」

「いや、いいって。友達だろう？」

「ごめんなさい……」

　彼女はいつも悲しげで、ぼくにあやまってばかりで、そしてぼくはそれをフォローする度に、どこか奇妙な次元に一歩を踏み出しているような、そんな気がしてならなかった。




　しかし、ぼくはその時、まだブギーポップというヤツが、ああも恥ずかしい姿をしている者だということを知らなかった。

　織機がＤＩＹショップで買ってきたという暗幕と思おぼしきデカい黒い布で縫ったマントと帽子を見せられて、ぼくは呆気あっけにとられた。

「──そ、それを街中まちなかで着るのかい？」

「〝出現〟するときに着替えるのよ。普段は、そうね──スポーツバッグにでもしまっておけばいいわ」

　といって、ナイキのでかいバッグを持ち出してくる。

「ち、ちょっと待ってくれよ。それ、どうしても着なきゃならないのかい？」

　これじゃまるで時代遅れのストリートパフォーマーだ。だけど焦るぼくに、織機は、

「ええ。そういう決まりなの」

　あっさりと言う。

　じゃらじゃらと飾りのついたマントを受け取りながら、ぼくはとんでもないことを引き受けてしまった、とあらためて思い知らされていた。

　縫製はしっかりしたものだった。きっちりと隅なんかも縫い止められている。布は二枚重ねで、かなり厚手の印象だ。手製ハンドメイドとは思えぬ出来であるが、それがかえってマジな感じで恥ずかしい。

「──でも、知り合いに見られたらどうしよう……」

　だが、ぼくはまだ甘かった。織機はさらにまた、しごく簡単に言ってくれたのだ。

「ああ、それなら大丈夫よ。化粧もするから他人はまず気がつかないと思うわ」




　……というわけで、ブギーポップが街中まちなかを徘徊はいかいする現在に至るのだった。一番最初は、夜の裏通りを織機が一人で歩いているところに釣られて出てきた痴漢をぼくが叩きのめした。なんだか自分が美人局つつもたせになっているような気がしたが、彼女が襲われそうになっているのに出ないわけにはいかなかったのだ。

「──やっぱり、できるじゃない、正樹はすごいわ」

　彼女にそう言われると、ぼくも男でもあるので悪い気はしなかった。

　それでずるずるとなし崩しに、今日までやり続けているのである──。

　だけど、こんなことを始めるまで、まさかこの街がこんなに危ないところだとは思っても見なかった。〝餌えさ〟の織機に、実に簡単に獲物が引っかかってくる。一体どうなっているのかと思った。ニッポンという国も、端はたが思っているほど安全まともじゃないらしい。

　ぼくの空手の師匠は日本で暴力事件を起こして、それで外国をふらふらしているという人だったけど、これでは正義感の強い師匠が事件に巻き込まれたのも無理ないなあ、とかそんなことを思ったりもした。でも、弟子のぼくがこんなことをしていると知ったら、やっぱり怒るだろうなあ、とも。

　しかし、織機がなんでこんなことをぼくにやらせているのか、その真意は未だによくわからない。だけどだんだん、あぶないことにぼくはこの〝ごっこ遊び〟が楽しくなってきているのを自覚していた。織機が一緒だから、とかそういうのだけじゃなしに──。

「……そろそろ学校が始まるよね、どうする？」

　ブギーポップに化けるべく、路地裏で彼女に化粧してもらいながらぼくは織機に訊いてみたりする。

「…………」

　彼女は返事をせずに、ぼくの頬にスキンクリームを塗りたくって、その上に真っ白なファンデーションをぽんぽんと叩はたいていく。

「──いつまでもやっていられないよなあ、こんなの」

「…………」

　織機は黙って、ぼくにアイラインを引いていく。

　彼女の顔はぼくのすぐ目の前だ。ちょっと唇を突き出せば、それでキスしてしまいそうな近さである。

「どうしようか」

「…………」

　ブギーポップの顔というのは、どうもすごく顔色が悪い、というものらしい。眼の下に隈くまというか、蒼白あおじろいシャドウが入る。それで目深まぶかに帽子をかぶるのだから、なんかホントに人間隠れして、亡霊、といった感じではある。実際にぼくが夜道で出くわしたらのけぞること請け合いだ。

「ねえ？」

　ぼくがちょっとしつこく訊き続けると、彼女は目を逸らした。

「──正樹」

「なんだい」

「私に何かしてほしいことはないの」

「え？　なんだい唐突に」

「どんなことでもするわ。なんでも言うことを聞くわ。正樹がしたいことなら何でもするわ──」

　目をそむけて、ほとばしるような必死の口調で一気に言う。

「────」

　ぼくは絶句した。

「それですむとは思わない。だけど私にできることだったら、なんだってやるから、正樹が望むことなら全部、私に期待することのすべてをするから──」

　こんなに懸命な彼女を見るのは初めてだった。

　そのかすかに震える横顔はとても儚はかなげに見えて、ぼくの胸はなんだかひどく、急に熱くなっていった。きっと──感動していたのだろう。的外れなことに。

「……それじゃあ、もう少し〝ブギーポップ〟を続けようか」

　ぼくは肩をすくめて言った。

　びくっ、と彼女がひきつるように振り向き、ぼくの顔を見つめる。

「……どうして？」

「いや、実はぼくもなんだか楽しくなってきたところだったんだよ」

　まあ、嘘ではないよな、とぼくは心の中でうなずいた。

「正樹──」

　織機の両手が一瞬ぼくの方に伸びかけた。だけど結局その手は宙をうろうろした後、力無く下に落ちた。

「……正樹はバカね」

　かすれ声で呟いた。

「だろうねえ」

　ぼくも苦笑した。なるようになれ、とか無責任なことを考えながら。




　　　　　　　＊




　……結局、その日は空振りで、綺がいくらやばい所をうろついても誰も引っかからなかった。

「少しホッとしたかな。いつもいつも襲われるようじゃ怖いしね」

　正樹はそういって笑いながら衣装を脱ぎ、いつものように綺がそれを受け取る。衣装の保管は彼女の担当だ。破れや解ほつれを繕つくろうためだが、今日はきれいなものである。

「正樹、あなたは、私を……」

　真っ暗な夜中の路地裏で、綺は正樹に問いかけようとした。だが正樹はそのときちょうど顔を拭いていて声が聞き取れなかったようだ。

「なんだい？　何か言った？」

　クレンジングクリームを細かくふきとりながら、彼は訊き返した。

「──いいえ、なんでもない」

　綺は、ついうっかり口にしかけた言葉を押し殺す。

〝私をどう想っているのか〟という言葉を。

　だけど、その答えを聞いても綺にはどうすることもできないのだ。自分は彼を騙だましているのだから。

「それじゃ帰ろう。送るよ」

「ううん、いい」

「馬鹿言うなよ。さんざん危ないってことを見せつけられて、一人で帰せるもんかい」

　正樹は笑いながら言う。これは、彼らのいつものやりとりだ。

　それから駅前のバスターミナルに行き、深夜バスに乗って、二人は綺のマンションに向かう。

　その間、彼らはずっと黙っている。

　綺は、何を話していいかわからないからだが、正樹の方はなにか、話をする必要を感じていないみたいだ。綺がちら、と彼を見ると、いつでもにこにこ笑って彼女を見つめている。一緒にいるだけで楽しい、とでも言うかのように。

　綺は、彼のその屈託のない笑顔を見る度に胸が苦しくなる。

　どうしていいのかわからなくなる……。

「……ごめんなさい」

　ごとごと走るバスの走行音のノイズにまぎれて小声で呟くと、彼は「ん？」と首をかしげる。

「何か言った？」

「ううん、なんでもない」

　彼女はただ、首を振るだけだ。

　バスはやがて停留所に着く。

　二人は降りて、マンションのエレベーターの前までは正樹も一緒についてくる。

　でも、そこまでだ。彼はそこで足を止めてしまう。

「それじゃ、おやすみ」

「……おやすみなさい」

　綺はどう言えばいいのか、わからないまま彼と別れる。

　ブギーポップの衣装の入ったナイキのバッグをぶら下げた彼女を乗せて、エレベーターは上昇を始める。

「………くっ」

　彼女は下唇を噛んでいる。

　そのとき、彼女の上着の中で振動が生じた。携帯電話の着信だ。

　びくっ、と彼女は震えるが、すぐに電話に出る。

「──はい、織機です」

『カミールか』

　いつものように、その声はひどく冷たい。

「は、はい」

『まだヤツは仕掛けには掛からないのか？』

「──今のところ、何の感触もありません」

　綺の声はかすかに震えている。

『フム。やはり偽物などという安易な挑発には引っかからないか──だとしたら、その作戦はそろそろ終わりだな』

「──と、言いますと？」

　綺は背筋が凍るほどの、嫌な予感がしてならなかった。そして声は冷酷に告げる。

『谷口正樹には別の役目を果たしてもらおう。そろそろ切り捨て時だ』

「──！」

『いざとなったら、この区画全域の〝消毒〟も考えよう。おまえには追って指示を出す。それまでは現状を維持しておけ』

　通話は一方的に切れた。

「…………！」

　綺は慄然りつぜんと立ちすくんでいた。エレベーターが止まり、ドアが開いたが、脚ががくがくと痙攣して彼女は降りることができずに、やがて扉は再び彼女の前で閉じた。
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Ⅴ



気楽になるのは容易たやすいことだ。魂をなくせばそれですむ





霧間誠一（ＶＳイマジネーター）
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　転校してきたその人をはじめて見たとき、当時中学三年生だった安能慎二郎あのうしんじろうは心臓が掴まれるような気がした。一目惚ひとめぼれだった。

「谷口正樹です。よろしく」

　そう言ってさわやかに微笑む彼の瞳に、慎二郎はすいこまれそうな気がした。息苦しくなり、喉がからからになった。

　だが、次の瞬間、クラスの女子たちが「きゃあ！」と歓声を上げた瞬間、彼ははっと我に返った。

（……俺、今なに考えてた？）

　それまで自分は特に変わったところのないごく普通の少年だと思い続けていた慎二郎は、自分の胸に生まれた感情を自分でも理解していなかった。

「あんだよ、あいつは……！」

　後ろの席の男子が、女の子の黄色い歓声に弱気な笑みを浮かべている谷口正樹を毒づくと、慎二郎もあわてて、

「あ、ああ。まったくだ………なんか目障めざわりな奴が来たな」

　とうなずいた。口に出して言ってみると、確かにそれが自分の本音のような気がした。目障りな奴、ただそれだけなのだと。

　だが彼をみると胸が高鳴る。これはいったい何なのだろう？

　谷口正樹は「よろしく」と照れ笑いのような曖昧な表情を浮かべておじぎした。それは端正な顔立ちの彼にはあまり似合わない感じがしたが、それを女子たちは、

「かわいい！」

　とまた歓声を上げた。

　慎二郎はひどくいらいらするのをどうすることもできなかった。

　実はその感情の正体は、正樹がつまらない愛想笑いをするのが彼にはたまらなく不快だったという、そういうものだった。

　君には似合わない、そんなことはしないでくれ──という彼の胸の中の叫びは、訳のわからない攻撃衝動となって慎二郎のなかにわだかまっていった。




　谷口正樹は、はたしてすぐに学校中の女子の間でアイドル的な存在になってしまった。

　もとより、本来なら彼らが通っている中学よりもレベルの高い学校に行っているはずの少年である。ちょうど受験の時期でもあったので、女子たちは盛んに正樹に勉強を見てもらいたがった。そして正樹もそれらの頼みをほとんど断らなかったので、結果として彼が学校にいる間中ずっと女の子たちにつきまとわれている、ということになってしまった。

（………くそ）

　慎二郎はそれを遠目に見ながら、いつも腹立たしかった。

　自分もあんな風に彼に話しかけることができたら………と、ぼんやりとそんなことを考えていると、

「なあ、まったくムカつくよな、アイツ」

　横にいた男子が彼に話しかけてきた。

「え？」

　ぎくりとしてそいつの方をみると、そいつはうなずいて、

「すげえ目で睨んでるからよ。怒ってんのはわかるぜ」

「あ、ああ……」

　慎二郎はいつのまにか、学校でもいちばん正樹のことを嫌っている男ということになっていた。実際に喧嘩とかしたことは一度もなかったにもかかわらず、そういう風評が立っていたのだ。

　女の子たちにも嫌われるようになってしまった。

「安能ってさあ、性格悪いわよね」

「そうそう、ひがんじゃってさ」

「みっともないったらありゃしないわ」

　ひそひそと、しかし聞こえよがしに囁かれる声に、彼はますます苛立っていった。

　正樹自身も慎二郎が自分のことを嫌っていると思っているらしい。実はそれがいちばん辛いことだったのだ。

　それでも、彼はまだ自分の気持ちをよくわかっていない。

　そもそも、彼はなんで自分が谷口正樹をこんなにも意識するのかさえ未だにわかっていない。同性だから、という常識的判断があまりにもあからさまな彼の感情を自分自身にさえ把握させていなかったのだ。それに正樹以外の男性にはまったく、そういう感覚を感じなかったのも、彼に自覚させない大きな理由だった。

　わかるだけの余裕は彼の生活にはない、と言ってもいい。この気持ちの正体を彼がはっきりと自覚したとして、それが認められる場所は今の彼の生活環境にはどこにもない。

　クラスのみんなが知ったら、彼は変態扱いだ。今でもあまりタチのよくない奴と思われているが、それどころではなく人間扱いされなくなるだろう。

　親が知ったら、彼は下手をすれば精神病院にでも連れて行かれるかも知れない。

　だから、彼はこの気持ちについて深く考えない。

　知らないままで、しかし想いだけがふくれあがっていくので無意識的に苦しくて仕方がない。

　とにかく正樹と話がしたい。近くに行きたい。なんでかわからないけど、とにかくそうしなければならない──

（うううう……）

　鬱屈うっくつした彼は、意味もなく人を怒鳴りつけたり、教師に逆らったり、喧嘩けんかっ早ぱやくなったりした。

　ある日、彼はとうとう思いあまったあげく、部活の後輩たちをそそのかして、正樹を襲わせるように仕組んだ。もともと彼らも〝留学生〟谷口正樹のことは気にくわなかったらしく、実に簡単に話に乗ってきた。

「へへ、いいスよ、やりましょ」

「前からあん畜生は気に食わなかったんスよね」

「色男に思い知らせてやりましょうぜ」

「頼んだぞ」

　と慎二郎は笑って見せたが、実は彼は、途中で自分が正樹を助けることを狙って事を謀はかったのだった。

　何とか友人になりたかった。そのためのきっかけを掴むためならば、後輩たちにその後どんな顰蹙ひんしゅくを買おうとかまわない──彼はそこまで思い詰めていた。




　その〝作戦〟はある日の放課後に実行に移された。

　学校帰りの正樹の跡を尾けていき、そして彼が駅前にでも用があるらしく人気のない路地裏に入り込んだところで、

「──よし、行け！」

　と慎二郎は後輩たちを送り出した。

　彼らはすかさず正樹の後ろから忍び寄り、あっという間に正樹を取り囲んでしまった。

「よう、留学生。最近はますますお盛んだって言うじゃねえかよォ」

　彼らは凄んで見せた。だがここで慎二郎が予想したようにはならなかった。てっきり正樹は怯おびえるものだとばかり思っていたのだが、彼は不敵にも、

「……そうかい。気をつけるよ」

　とあっさりと後輩たちの敵意を受け止めてしまったのだ。

　迫られ、脅され、何を言われても冷静な返事しかしない。

（──？）

　色男らしからぬ態度に、物陰から観察している慎二郎は焦った。

　そのうち後輩の一人が苛立って手を出し、正樹の頬を殴りつけた。

（──あっ！）

　慎二郎は焦った。ここまでやらせるつもりはなかったのだ。彼はあわてて出ていこうとした。

　ところがそのときである。

　慎二郎が隠れている向かい側の方向から、一人の少女がその場所にやってきたのだ。

「──ちょっと」

　彼女は、虚を突かれてぼんやりしているそこの全員に話しかけた。

「──目的は何？　彼に、どんな落ち度があって、そういうことをしているの」

　少女は人形のようなしゃべり方をした。

（な、なんなんだよ、あの娘は？）

　慎二郎は唖然として、すっかり出ていくタイミングを逸いっしてしまっていた。

「へへ、この野郎がとんだ女ったらしだからだよ」

　などと後輩たちが凄むと、

「ふうん……要するに、あなた方は彼にガールフレンドを盗られたわけ？　性的欲求不満が怒りの原因なの」

　と少女は無茶苦茶なことを言った。

「……なんだって？　なんて言った？」

「だから、この攻撃動作は女の子に嫌われたことの憂さ晴らしなのか、と訊いたの」

「……こ、この女ァ…！」

　──事態は何だか、ひどく異様な方向にねじ曲がりつつあった。慎二郎はどうすればいいのか混乱して、その場から出られない。

　そしてさらに訳のわからないことに、少女はいきなり自分の上着をはぎとって上半身裸になったのだ。

「──欲求不満なら、代わりに私で満足して」

　そんなことを言った。もはや収拾がつかなくなる行動だった。

「────は？」

「……お、おい」

「……ち、ちょっと待てよ！」

　正樹が焦ったらしく、叫び声をあげた。自分が危ないときには冷静だったのに、少女がからむと急に動揺したのを見て、慎二郎は何故か〝しまった〟と思った。

　自分が取り返しのつかないことをしてしまったような気がした。

　あわてて彼は飛びだそうとした。だが、なんたることかそこに、さらに奇妙な奴が割りこんできた。

「──なるほど！　わかりやすい構図だな！」

　白い服を着た、やたらに自信に満ちあふれた態度の若い男がずかずかと路地裏に入り込んできたのだ。

「な、なんだてめえ?!」

「勘違いしていると困るから、一応確かめさせてもらうが──そこの君」

　と男は正樹を指さすと、

「君は、彼女を助けたいのかな？」

　と訊いた。正樹がうなずく。

「じゃあ、さっさと助けて、逃げたまえ」

　そして男は電光石火の素早さで少女を後輩たちの包囲から引っぱり出して、正樹に押しつけるように託した。

　男の指示するままに、正樹は少女の腕をとると、その場から逃げ出した。

（──あっ?!）

　慎二郎は激しく狼狽ろうばいした。正樹たちが自分の方に走ってきたからだ。

　だが、彼らは急いでいたため、慎二郎の姿など目に入らなかったらしい。横を走り抜けて行ってしまった。

（……な、なんなんだよ一体？）

　ほっとした。だが、いったい何が起きているのだろう？　予想と違いすぎて、何が何だかさっぱりわからない。

　そして白い服の男に目をやると、なんたることか、そのときすでに後輩たちは全員、そいつに叩きのめされて、倒れ込んでいた。

「ひっ……！」

　彼がか細い悲鳴を上げると、男が慎二郎の方を振り向いた。

　そして言った。

「あんまり感心できないやり方だな、君」

　明らかに、隠れていたことを知っていた口振りだった。

　そして男は笑った。なんだか悪魔じみた、ひどく冷ややかな笑みだった。

「ひ、ひええっ……！」

　慎二郎はあわてて逃げ出した。

　さんざん走って、もう大丈夫かと立ち止まったのは駅前広場まで来たときだった。

　そこでほっと一安心しかけた彼は、広場の向こう側のベンチに、正樹とさっきの少女が二人ているのを見つけた。

「あ……！」

　彼は声なき声を上げた。

　嫌な予感は的中していた。

　なにやら、二人の間に親しげな雰囲気が漂っているのがわかったのだ。

　特に正樹は、少女に心を奪われているのが歴然とわかる顔である。学校では一度も見せたことのない紅潮した笑顔で微笑んでいた。

「…………！」

　慎二郎は全身から力が抜けていくのを感じた。




　その数日後、正樹はその少女とデートした。あれ以来一日と欠かさずずっと彼の跡を尾けていたので、慎二郎はそれを物陰から見ていた。

（ううう……）

　歯噛みしながら二人が映画館に向かうのを見つめていると、その映画館のあまりの混みように正樹が驚いていた。

　なにやら二人で話している。もめているようだ。

（お……）

　期待しながら待っていると、はたして少女の方が一人で勝手に列に並んでしまって、正樹はぼんやりと立っている。

　そして彼は急にきびすを返すと、なにやら表通りの方に向かった。

　慎二郎は浮き浮きしながらその跡を急いで追っかけた。

　きょろきょろと辺りを見回している正樹に、慎二郎は胸をときめかせながら話しかけた。

「──おや、留学生じゃねえか。なにしてんだよ、こんなトコで」

　つい、そんな乱暴な口を利いてしまう。

「あ、ああ。まあ、ちょっと」

　正樹は、不快そうに顔をしかめた。慎二郎はその冷たい反応にひるんで、

「何だよおい、どうせ女でも待たせてんじゃねえのかよ、え？」

　とか言ってしまう。そして正樹はあっさりと、

「悪いけど、急いでいるんだ。それじゃ」

　と言って去ってしまった。

「あ……」

　どこに行くのかと思うと、手近のファーストフード店に入って、すぐに紙袋を下げて出てきた。

　そしてまた、少女が並んでいる列の方に戻ってしまう。

　そして二人は仲良くバーガーなどを噛りはじめた。

「…………」

　呆然と見つめていると、いきなり少女が正樹にキスをした。正確にはキスではなく、ソースのついた彼の唇を少女の舌が拭ぬぐったのだが、それはなまじ唇と唇をつけるよりも何倍もいやらしい感じを慎二郎に与えた。

「…………！」

　慎二郎の顔が真っ青になり、がたがたと震えだした。彼はその場にいられずに、たまらず逃げ出した。




『ああ、そいつならきっと織機だよ。確かにうちの学校にいるぜ』

　知り合いに片っ端から電話をかけまくっていた慎二郎は、ついに少女の名前を知った。織機綺。それが憎むべき恋敵の名前らしい。

「ど、どんな女なんだ?!」

　彼は急せき込むようにして、電話口の小学校時代の友人に訊ねた。

『どんな、ってな──』

　友人は、ひひひ、と意味ありげに笑った。

『おまえ、アイツとなんかあったのかよ』

「え？　い、いや、そういうんじゃないが」

『気イつけた方がいいぜ。なんせ織機は知る人ぞ知るユーメー人だからよ。ひひひ』

「どういうことだ？」

『いやな、アイツあんなおとなしそうな顔してよ、実はすげえヤリマンなんだよ』

　友人は実に下品に、その単語を口にした。

「……なんだって？」

『俺が知ってるだけでも、アイツとやったっていう野郎が何人もいるぜ。ひひ』

「──本当か？」

『頼めば誰でもやらしてくれるってよ。どうだ、おまえも知ってんなら声かけてみろよ。どこにだってほいほいついてくるからよ。ま、ビョーキに気ィつけなきゃなんねえかも知れんけどさ、ひひひひ』

「────」

　慎二郎は絶句した。

　それを、正樹は知っているのだろうか？

　その後の正樹は、遠目から見ても妙に活気があって、人生に張りが出てきたという感じだった。おそらくは本気で織機綺のことが好きで、そのことが嬉しくて仕方がないという調子であった。

　それまではどこか嫌々そうなところもあった女の子たちに対する対応も変わり、親身になってやる度合いが強くなっていった。余裕があると他人に優しくなれる、という人生相談のお題目を実証するかのようだった。そのせいでますますモテていたが、もう慎二郎はそのことに嫉妬するどころではなかった。

　正樹は今、人生でも滅多めったにない恋という幸福の中にいる。

　だが、その相手は、たぶんどうしようもない女にすぎないのだ。いずれ先に待っているのは深い絶望だけだ。

　どうすればいいのか？

（──ほっとけばいいんだ！　あんな奴、悪い女にだまされてボロボロになっちまえばいいんだ！）

　そんな風にも思う。だがしかし、それにつけ込んで慎二郎が正樹に近づく口実にもできるという考え方もある。

（うううう……）

　受験の寸前だというのに、慎二郎は毎日そんなことばかり考えていたため、当然のように成績が悪化した。

　しかし、彼は勉強もそっちのけで、正樹の跡を──すなわち、その彼と一緒に行動する織機綺の跡を尾けまわした。そのうち、正樹よりも織機綺の方を見張ることが多くなってしまっていった。

　親には塾に行っていると偽いつわって、冬の夜空、身を切るような北風の中で慎二郎は織機綺のマンションを見上げている。

「……ううう」

　彼は、自分のやっていることの奇妙さをほとんど意識していない。

　織機綺の方を監視するのは、つまるところ、──なぜ彼は彼女のことを気に入っているのか？

　それが知りたかったからである。

　でも、意味もなくわきあがる焦燥感が、その理由を彼に意識させない。

（あの女の正体を掴んでやる……）

　訳もわからずに、ぶつぶつとそんなことを闇の中で呟いている。

　織機綺の部屋の電気は、たいていは切れている。

　どうやら一人暮らしらしい。ほかの家族がいる形跡は全くない。そして織機綺本人がいようといまいと、電気はいつでも消されてばかりだ。たとえば谷口正樹とデートして、帰ってきて、おそらくはシャワーでも浴びているのか十分ほどは点ついているのだが、その後すぐに消えてしまう。

　そんなに早く寝るものだろうか？

　最初は何か〝よからぬこと〟でもしているのか？　などとも考えたし、そのことに興奮を感じたりもしたが（そのひどくややこしい感覚に、慎二郎は自己嫌悪も感じた）、それがいつもいつもとなると、だんだん疑わしくなってきた。

　本当に真っ暗で、おそらくはテレビも観ていないだろう。

　いったいあの女の私生活というものはどうなっているのだろうか？

　正樹と会わない日などでも、学校から帰ってきて、その日の食事らしき弁当をコンビニへ買い出しに行って、そして戻ってきてしばらく経つともう暗闇だ。

　弁当はほとんどがただの海苔のり弁当で、食事に潤いとかそういうものがまるでない。

　なんだか、まったく何もしないで生きているだけ、という感じの女なのだ。

（……どうしてあんなマネキンみたいな無表情の女なんかに……）

　しかし、友人たちの証言した〝男出入り〟は現在ではまったくない。正樹だけだ。他の男が立ち寄ったりしている様子はない。これでは正樹に告げ口しようにも証拠がない。

（……くそっ）

　がちがちと寒さに歯を鳴らしながら、慎二郎は人に見られたら完全に警察に通報されるようなストーカー行為を繰り返した。




　そんなある夜のことである。

　慎二郎が見上げていると、電気が消えたままの織機綺の部屋の窓がからからと開けられた。

　すでに空気はひどく冷たく、換気などということは考えられなかったが、それでも開いた。

　息を詰めて見守っていると、織機綺がひとりベランダに出てきた。しかも下着姿だった。

　髪の毛が乱れている。たぶん、寝ていてすぐに起きたのだろう。寝間着を持っておらず、下着で寝ているのだ、あの女は。

「…………」

　彼女は無言で、ベランダの手すりにつかまった。

　そして、そのままの姿勢で動かなくなる。

　じっと、固まったように静止して、ベランダから下を見おろしている。

（…………？）

　慎二郎は用意していた双眼鏡で織機を見た。

　ぎくりとした。

　普段はまるで仮面のような織機綺が、下唇を真っ白になるまで噛みしめて、小刻みにぶるぶると震えている。寒さによるものでないことは、その見開かれた目の尋常でない光り方から知れた。

　なにかを、激しく悔やんでいる……そんな様子であった。

　今にも、下に飛び降りてしまいそうな異常な切迫感がみなぎっていた。

（お、おい──）

　慎二郎は思わず喉をごヽくヽりヽと鳴らして、成り行きを観察した。

　唇が開いて、なにかを呟いている。同じ言葉を、何度も何度もくりかえしくりかえし喋っている。

　いつまでもいつまでも喋っているので、慎二郎は耐えられずに、マンションのすぐ下にまで忍び寄った。

　吹き下ろす寒風に乗って、彼女の〝呪文〟がかすかに慎二郎の耳に届いた。

　それは、こう言っていた──

「……私に好きになる資格はないのよ。私に好きになる資格はないのよ。私に好きになる資格はないのよ。私に好きになる資格はないのよ。私に好きになる資格はないのよ。私に好きになる資格はないのよ。私に好きになる資格はないのよ。私に好きになる資格はないのよ。私に好きになる資格はないのよ。私に好きになる資格はないのよ。私に好きになる資格はないのよ。私に好きになる資格はないのよ。私に好きになる資格はないのよ。私に好きになる資格はないのよ。私に好きになる資格はないのよ。私に好きになる資格はないのよ。私に好きになる資格はないのよ。私に好きになる資格はないのよ。私に好きになる資格はないのよ…………」

　血を吐くように、苦しげに反復し続ける。

　慎二郎は唖然となった。

（な、なんだこいつ……何を言っているんだ？）

　だが、理解できないながら──彼の身体の奥で、寒さからくるものでない震えが生じ始めていた。

　そのひたむきで必死な彼女の姿に、心の何かが反応していた。それはかつて、谷口正樹が彼女に見た感動と似たものであったかも知れない。

　しかし、それを彼が意識する余裕はなかった。

「──おまえか、このところカミールを尾けまわしていたのは。あの女が好きなのか、おまえ？」

　背後から、突然声がかけられた。

「──?!」

　仰天して振り向こうとした彼の頭を、後ろに立っていたひどく太った男──スプーキーＥの両手が挟み込んだ。

　全身をつらぬく電気衝撃に、たちまち慎二郎は意識を失って、ずるずると崩れ落ちる。

「ふん……」

　スプーキーＥは冷笑を浮かべると、慎二郎を片手で小包でもつかむようにして持ち上げて、そのままマンションのゴミ置き場まで運んでいった。

　その上では、何も知らぬ織機綺が、谷口正樹に対する情熱を何とか消し去ろうと、半裸でぶつぶつとまだ呟き続けていた。

「……私に、あの人を好きになる資格はないのよ……」




　……スプーキーＥは暗がりの中、横たえた安能慎二郎の頭部に掌を当てて、ゆっくり、ゆっくりと指先を動かしている。

　その度に、慎二郎の身体がぴくっ、ぴくっ、とでたらめに動く。あるときは左足の薬指だけが曲がり、あるときは右のまぶただけがぱたぱたと開閉する。

「お、おー………あー」

　口が開いて、意味のない発声が生じる。

「お、おー……りはた、オリ機、織機綺……」

　言葉が意味のある単語になったところで、スプーキーＥはにやりと笑った。

　慎二郎の脳の、彼女に関する部分を探り当てたのだ。

　スプーキーＥは手をいったん離すと、その指先を口に入れてべろべろと舐なめはじめた。十分に唾液をつけて濡ぬらすと、ふたたび慎二郎の頭に触る。

　スプーキーＥの掌からは、ごくごく微弱な電磁波が発せられている。それが脳細胞を刺激して、人の記憶と心理を操ることができるのだ。それが合成人間スプーキー・エレクトリックの能力であった。自らの体液で指先を濡らしたのは電磁波の伝導率をよくするためである。

「ようし安能慎二郎、おまえはもうあの女とそれに関連するすべてのことを意識しない」

　彼の懐ふところから見つけだした生徒手帳から知った名前をスプーキーＥは呼びかけた。

「しない」

「そしておまえはこれから自分の願望を持たない」

　慎二郎の前頭葉ぜんとうようをまさぐりながらスプーキーＥは囁く。

「持たない」

「おまえは今から統和機構の下僕しもべだ。生ける端末の一つとなった」

「端末になった」

「おまえから、おまえを悩ませる性欲は消えた」

　スプーキーＥの指先は慎二郎の顔の額と目の間あたりでうごめいている。視床下部ししょうかぶや大脳辺縁系だいのうへんえんけいを探っているのである。

「消えた」

「おまえはもう寂しさを感じない」

「感じない」

「恋人を、友をほしいとも思わない」

「思わない」

　……この静かなる問答はおよそ三十分続けられた。

　そして最後に、スプーキーＥは慎二郎の耳元に囁いた。

「おまえは深陽学園に進学しろ。そして指示を待て」

「待つ」

「──以上、設定終了。リセットして十分後に再起動」

「──終了」

　がくん、と慎二郎の身体がのけぞって、そしてぐったりと動かなくなった。
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「──ただいま」

　玄関から声がしたので、安能久美子あのうくみこははヽっヽとソファから身を起こした。うとうとしていたのだ。

　今のは息子の慎二郎の声だ。あわてて時計を見ると、いつも彼が塾から帰ってくるはずの時間よりも一時間以上も早かった。彼女が寝過ごしたのではないのだ。

「お、おかえりなさい。どうしたの慎ちゃん、塾で何かあったの？」

　玄関に出迎えた彼女は、息子がなんだかいつもよりもリラックスしているように見えた。長近の彼は高校受験を控えて、ひどくぎすぎすした感じになっていたのだが、それが消えていた。

「いや、お母さん。あそこはやめたよ」

　彼は平然と言った。しかし、久美子はびっくりした。

「え?!　ど、どういうこと？」

「最近の俺は成績も落ちる一方だったし、あそこの塾は合わないってわかったんだ」

　あっさりと言う。

「そ、そんな勝手に──だいたい塾に行くって言い出したのは慎ちゃんじゃない」

「今度は別の塾に行くことにしたから。ほら、駅前の」

　彼は、大学受験の予備校でもある大手塾の名をあげた。久美子は呆然としたが、彼がもうそこの直前学習コースに入塾手続きをすませ、お金も払ってしまったと聞いて、我に返った。

「そ、そのお金はどうしたの？」

「俺だって貯金はあったし」

「い、いくらしたのよ？」

「二十万」

　彼女は唖然とした。彼が、お年玉などを貯めてそれぐらいの貯金があることは、彼女も知ってはいたが、それを使ってまで勉強するなどと言い出すなんて、それまでの彼では考えられないことであった。

「やっぱり県立ぐらいには行きたいからさ」

　彼はさっぱりした顔で言った。

「し、憤ちゃん──」

　急に立派になった息子に、喜んでいいのかどうか久美子は動揺した。

「それよりご飯にしようよ。今日は外で何も食べてきていないんだよ」

　彼は、いつもの倍ぐらいの量をおかわりした。

「あ、あの慎ちゃん？」

　久美子がおそるおそる訊くと、彼は三杯目の茶碗から顔を上げた。

「なに」

「それで、どこの高校に行きたいの？」

「深陽学園だよ。あそこぐらいなら、今からでも届くはずだから」

「……本当にその気なの？」

「努力するよ。これまでちょっと足踏みしすぎてたからね」

　彼は力強くうなずいた。

　久美子は、なんだかものすごく不安で仕方がなかった。

　彼は食事を終えると、すぐに自分の部屋にこもって勉強をはじめた。

　こっそりと久美子がのぞくと、本当に机に向かって、いつもならつけているヘッドフォンの音楽もかけず、ただただ参考書とノートに集中している。

「…………」

　彼女は息をひそめて、ドアの隙間から目を離すことができない。

　いつまでもいつまでも、息子は同じ姿勢で勉強を続ける。まるで機械にでもなってしまったかのようだった。

　それからしばらくして夫が帰ってきたので、久美子はあわてて彼に息子のことを報告した。

「え？　ああ、いいんじゃないか。やっとあいつも自分でやる気を出したってことだろう」

「でも、なんかおかしい気がするのよ。ちょっと……その、うまく言えないんだけど」

　彼女はきっと、神経質そうな表情をしていたに違いない。夫はうんざりした顔になって、

「おいおい、母親のおまえがそんなんでどうするんだ。受験するのはあいつなんだぞ。おまえがよけいなプレッシャーをかけちゃ慎二郎が集中できないだろうが」

　と厳しく言った。

「そうだけど……」

「受験ノイローゼなのはおまえの方じゃないのか？　しっかりしてくれよ」

「うん……」

　久美子は、それもそうか、と納得してしまった。もともと勉強してほしかったのは事実だし、これで一安心だという気持ちも否定できなかったからだ。それに、確かに変だというほどのことでもないのかも知れないし……

　彼女の心の中に浮かんだ疑念という直感は、常識的見解の前に流され消えてしまっていった。
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　周囲の、安能慎二郎の評判は急によくなった。真面目になった、やる気があるのがわかる、という教師たちだけでなく、級友たちもなんだか前よりも印象が柔らかくなったと噂した。

　何よりも、谷口正樹のことを意識しなくなったのが意外だ、とみんながそう言った。

「いや、考えてみれば、あんなのただのやっかみだからな。あんまりかっこいいもんじゃねえしな」

　と本人が言うと、他の男子たちもなにせ最も毛嫌いしていたと思われていた人間の変化であるから、そういうものかな、と反省して、だんだん谷口正樹のことをあからさまに悪く言わなくなっていった。

「へえ……」

　と彼を見直したのは、なんと言ってもそれまで彼を虫扱いしていた女子たちである。

「結構いいヤツじゃない？　安能くんて」

「最初のころ正樹くんに反発してたのも、ライバル意識とかいうのだったのかもね」

　などと勝手に、好意的解釈してくれたりもした。

　こういう事態の変わりように気がつかなかったのは、当の谷口正樹だけだったろう。彼は織機綺のことで頭がいっぱいで、他のことに気をまわす余裕はなかったのだ。

　安能慎二郎自身は、まわりがどう反応しようが、ひたすらマイペースで目標の高校に合格するべく努力しているように見えた。

「いや、安能。大したものだな。これなら充分深陽学園の合格圏内に入ってるぞ」

　進路相談の面談で、担任教師は笑いながら言った。

「まあ、まだ油断はできませんけどね」

　慎二郎は冷静に応えた。

「それは俺の科白だよ。ははは！　まあ確かにその通りだ。この調子でしっかりな」

「はい」

「やればできる、ということの証明みたいなものだな、おまえは。余計なことを考えずに集中すればできるんだ」

「そう思います」

　慎二郎は静かにうなずいた。だがそのとき教師の眉が訝しげに寄った。

「──？　おい、どうした」

「なにがです」

「おまえ、泣いてるぞ？」

「え？」

　言われて、慎二郎は目に手をやった。確かに、頬が濡れている。

「本当だ……どうしたのかな」

　ぼんやりと呟く。

「おい、寝てないんじゃないのか？　がんばるのもいいが、ここまで来たら少し肩から力を抜いてもいいぞ」

「…………」

　しかし慎二郎は応えず、なんで自分が泣いているのか、理解できずに宙を見つめて、茫然と涙を流し続けている。
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『安能慎二郎くんへ

　いきなりこんなお手紙を出したりしてごめんなさい。今は大切な時期で、よけいなことにかまってる暇はないことはよくわかってるんだけど、どうしても言っておきたいんです。

　私はあなたのことが好きなんだ、と思います。おかしいですか？　自分のことなのにはっきりと言えなくて〝と思います〟なんて。でも、ほんとうにそんな感じなのです。

　ついこの前まで、わたしも他のみんなと同じようにあなたのことを誤解していました。なんだか知らないけど、いつもいつもイライラしているみたいな、ちょっと近寄りたくないタイプみたいな。でも』




「…………」

　その便せんの手紙は、下校しようとして開けた下駄箱に入っていた。彼が封を開くとコロンのにおいがした。紙に染み込ませてあったらしい。彼は何の反応も浮かべず読み始め、すぐにそれがラブレターであることを知った。




『このごろのあなたを見ていると、それはあなたの純粋な気持ちが周囲に伝わらなかったことからくる怒りだったんだな、とわかります。そうなのでしょう？　ううん、きっとそうです。わたしにはわかります。わたしも同じだから……

　勝手な想いこみだとは思います。でも、わたしのことをわかってくれるのはあなただけのような気がするのです。迷惑だとは思います。でも、一度でいいんです。会ってくれませんか？

　どうかお願い、わたしにチャンスをください……』




　そして続いて、その待ち合わせの場所と日時が書いてあり、名前が記名されていた。

「…………」

　だが慎二郎は無表情のまま、手紙をぼんやりと掴んでいるだけで、どうしていいのかわからず動こうとしない。

「…………」

　やがて彼はふらふらと歩き出し、近くの公衆電話ボックスに入った。

　頭に刷り込まれている番号を自動的に押す。

　コールがかかったと思うと、すぐに相手は出た。

『──名乗れ』

　電話口の向こうから疳高い声が聞こえてきた。

「Ｄ一二二九〇八五からスプーキーＥに緊急連絡」

　彼はほとんど機械のように抑揚のない声で喋り出す。

『──なんだ、なにが起きた？」

「感情回路に干渉する事態ケースＦが発生。動揺度Ａです」

　ちっ、と受話器から舌打ちが聞こえた。

『詳しく報告しろ』

　慎二郎は機械的に話した。

　話し終えると『ふむ』とうなずく声が返ってきた。

『要するに、女が一匹おまえに引っかかってきたということか。よし、ついでだ。その誘いに乗ってしまえ。許可する』

「了解。許可を受けました」

『その指定してきた場所はどこだ？』

　彼がそれを告げると、スプーキーＥの『ほ？』という愉快そうな笑いが聞こえた。

『ずいぶんと寂しい場所に呼び出したものだな？　その女、何か〝ヤッてもらいたい〟なんて下心でもあるんじゃないのか？　くくくく』

「…………」

『いいか、そこで充分かも知れないが、それでも他のヤツがいるようだったら、女を人気ひとけのないところに誘い出せ。俺が〝処置〟をする』

「…………」

『わかったか？』

「──了解」

『よし、電話を切って、十二秒後に通常モードに戻って、その約束の時期になるまでその手紙のことは忘れていろ』

「──了解。電話を切ります」

　電話を切って、手紙を鞄かばんの奥にしまい、しばらく茫然と立っていた彼は、きっかり十二秒後に正気に返り、そして下校して、いつものように駅前の予備校に向かった。

　いつものように講義を受けて、いつものように途中の休み時間に腹ごしらえをするために下のフリースペースに降りて、買ってあったハンバーガーを囓る。

　周囲には彼と似たような子供と、それに大学受験の高校生たちがたむろしている。

　慎二郎のすぐ横でも、

「あー、なんなのよこれは？　末真ぁ、助けてえ」

「あのね藤花、今頃コレがわかんないとなるとマジできついわよ」

「そんなこと言わないでさァ……」

　などと、女子高生の二人組が仲良く勉強したりしている。彼女たちの着ている制服は彼の進学希望の深陽学園の生徒だ。だが、彼は気にも留めない。

「…………」

　食事しながらも、彼は単語帳をめくっている。

　しかしその手が少しのあいだ、停まる。

　彼の目は上を向き、フリースペースの壁にかけられている一枚の絵に吸い寄せられるように向いている。

　大勢の人々が手をつないで、荒野に座り込んでいる絵である。その周囲には黒山羊がいて、荒野に生えている薔薇の木を食べている。

「…………」

　何故かその絵から目が離せなかった。

　そのうちに講義開始のベルが鳴り、みんな腰を上げて教室に戻って行くが、慎二郎はその場から動かずに、ただぼヽうヽっヽ、としている。

　そしてひとりぼっちで取り残されても、凍りついたように座り込んだままだ。

「…………」

　スプーキーＥに〝処置〟されて以来、慎二郎は自分で考えるということをやめている。自分に刷り込まれた指令、そして周囲が自分に期待しているもの、そういうものに忠実に反応しているだけだ。

　それなのに、なぜ彼はその絵を前に、何の反応もできずに、ひたすら釘付けになっているの……

「…………」

　彼が茫然としていると、そこに背後から、

「──それは、きっと〝感動〟というものだろうな」

　という声がかけられた。

　慎二郎がぎくしゃくと振り向くと、そこに白い服を着た若い男が立っていた。

「え…」

　どこかで見たことがあるような気がした。だが、どうしても思い出せない。でも、どこかで見たのだ。どこだったろう……？

　男の方は、彼に話しかけるのはこれがはじめてだと思っているらしい。以前の〝対面〟の際に男の方からは慎二郎の顔や姿を確認できなかったのだ。だから、これが〝再会〟だということを知る者は誰もいない。

「君はその絵に心を動かされたんだろう。しかし、これまでの人生でそういう経験をしたことがなかったので、それに対してどう反応していいのか、精神の中にサンプルデータがない……そんなところだ」

　白い服の男は静かに言いながら、慎二郎の方に歩み寄ってきた。

「…………」

　慎二郎は何も言えない。反応できないのは、その男に対しても同じだった。

「君は安能慎二郎君だね。公立高校入試直前コースの」

　白い服の男は慎二郎の横の席に腰を下ろした。

「──はい、そうですけど」

「私は飛鳥井仁という。この予備校の、国立美術大進学コースの担当だ。君のことは前から見ていたんだよ、安能君」

　白い服の男は優しげに微笑んだ。

「どうしてですか」

　慎二郎は訊いた。

　男は、ちょっと片方の眉をおどけるように上げてみせた。

「君は、おそらく自分では知るまい」

「何をですか」

「君に〝救いがまったくない〟ということが」

　男は平然と、そしてどこか悲しげな声で言った。

「……どういう意味です？」

　慎二郎はさらに訊ねた。しかし、男は答えずに、席から立ち上がった。

　ゆっくりと背を向け、そして呟くように言う。

「……君の心をいじった奴は〝統和機構〟という連中かな？」

　その単語は、慎二郎の心の中に刷り込まれたものの一つだった。それを聞いたとたん、彼の身体は自動的に反応していた。

「──きしゃっ！」

　呼吸器が急激な運動で悲鳴を上げるのも無視して、慎二郎の身体は男に飛びかかっていった。

　背を向けていたにもかかわらず、男は、ひょい、と身をわずかに引いただけで慎二郎の奇襲をかわした。

　慎二郎の身体はそのままフリースペースに並べられたテーブルと椅子の列につっこんだ。

　大きな、派手な音が響いた。

　慎二郎はあちこちをぶつけて血を出したにもかかわらず、すぐに身を起こした。その顔には表情のいっさいが欠落している。

　ぐるっ、と頭をまわして男の行方を追う。

　男は逃げずに、そのままの場所に立っていた。

「ふん……」

　唇に冷笑を浮かべている。

　慎二郎は、いや、その刷り込まれた指令に操られているだけの身体は再び男におどりかかった。

　今度は捕まえた。押し倒して、その首をつかんで締め上げようとする。

　だが、その寸前に男の手が慎二郎の胸元に伸びていた。

「────！」

　次の瞬間、慎二郎の身体は突然、自らのけぞって、後方にひとりでにすっ飛んでいた。

　また、けたたましい音が響きわだった。

「……哀れな」

　白い服の男はまったく動じることなく立ち上がり、身体についた埃を払い落とした。

　そして倒れたまま動かない慎二郎の側にやってきて、膝をついて顔を覗き込む。

「──なんですか、今の音は？」

「飛鳥井さん、何かあったんですか？」

　予備校の職員たちが音を聞きつけてやってきた。

「彼が転びまして。どうも脳貧血らしいです」

　飛鳥井は言いながら、安能慎二郎の身体を抱え上げ、ソファの上に寝かせた。

「大丈夫ですか？　救急車とか呼びます？」

「それは主任に聞いてください。ま、少し横になってれば治ると思いますが」

　飛鳥井は、予備校に救急車が乗り付けるなどという事態をあまり上は望まないだろうと計算しながら、そう言った。

「ち、ちょっと待っててください──聞いてきます」

　職員たちはあわてて戻っていった。

　ふたたび、わずかな間だけ静寂がフリースペースのロビーに落ちる。

「…………」

　飛鳥井仁は、ゆっくりと安能慎二郎の胸元を撫でている。

「……君の苦しみの質までは、私にもわからないが──しかし安能君、約束しよう。君の言葉にならない苦しみも、四月に雪が降るときに、すべての人の上に降りてくる白によって覆い尽くされるだろう、とね──」

　優しげに、そして力強くささやく。

　その背後の、上の方の空間に、ひとりの少女の像ヴィジョンがゆらゆらと揺らめいている……。




　……慎二郎が目覚めたとき、予備校のソファに寝かされていて、連絡を受けて駆けつけた母親が心配そうに彼の顔をのぞき込んでいた。

「──慎ちゃん、大丈夫？」

「────えーと、ここは……」

「予備校よ。あなた、倒れたのよ」

　母親にそう言われて、彼は辺りを見回す。

　ぼーっとしていて、目の焦点があっていない感じだ。

「予備校……」

　彼はふらつきながらも立ち上がった。不思議そうな顔で、そのまま立ちつくす。

「やっぱりお医者さんに診みてもらおうかしら？」

　母親は首をかしげた。

　しかし、特に怪我もないので、その場はそのまま家に帰った。そして翌日に病院に検査を受けに行ったが、何の異常もなく、軽い精神安定剤を渡されただけだった。受験でまいっていただけだ、と診断されたのである。

「よかったわね」

「うん……」

「受験も近いけど、あんまり無理しなくても大丈夫よ。学校の先生もそうおっしゃってたし」

「うん……」

　家に着いて、とりあえず今日は寝ていろ、と医者にも言われたのでベッドに入ろうとしたところで、慎二郎はなんとなく立ち上がって、昨日のものが入ったままになっていた通学カバンを手にして、その中身を外に出した。時間割をそろえるつもりだった。

　教科書、参考書、ノート……それらを整理していると、記憶にない一枚の便せんが出てきた。

「…………」

　だが彼はそれを広げるでもなく、ただ指先でつまんだままぼヽけヽっヽと立っている。
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　二つのビジネスビルと各種専門店を擁する百貨店の建物が重なり合ってひとつの巨大構造物になっているそこは、〝ツイン・シティ〟という名前が付いている。駅前の再開発で、唯一完成している大型計画の一つだ。

　いつもは、そこには日に万単位で大勢の人間が来ている。百貨店の客や各種業者がひっきりなしに出入りしているからだ。

　だが、百貨店が月に一度、第三水曜日の定休日を迎えると、そこはひどくうら寂しい、がらーん……とした巨大な空白になってしまう。ビジネスホテルの方には、高い家賃がたたってテナントがほとんど入っていないからだ。

　その百貨店屋上と、テナントビル九階と八階がつながっている〝ふれあいの広場〟というスペースも、その日にはほとんど人が来ることはない。百貨店は閉まっているが、ビルの方のエレベーターは動いているから入れないわけでもないのだが、その日は外の業者が入れているゲームセンターや焼きそば屋なども軒並み閉められて、ただ風が吹いている。

　その、都市のど真ん中に一月に一度だけ生じる穴ぼこのような場所が、安能慎二郎が便せんの女の子に呼び出されたところであった。

　時刻は午後四時。

　すでに陽ひは傾きかけて、世界は赤くなりつつある。

　いつもなら途中で、ほとんど各階ごとに停められるエレベーターが、まったく停止することなく一気に目的階まで着いてしまった。

「…………」

　慎二郎が外に出ると、頭上で風がびょうびょうと吹いていた。ただでさえ高い場所で風があるのに、今日はさらに強い感じだ。風よけの幕がひとつ外れてばたばたとなびいているが、直す人がいないためにそのままにされていた。

「……えーと」

　慎二郎は視線を巡らせて人影を探した。誰もいないし、気配もない。

　指定されているのは広場中央の、丸やら四角やらの得体の知れない抽象彫刻のオブジェのある場所だ。慎二郎はそこに向かって歩き出す。

　長く影が落ちて、床面に縞しま模様が描かれているような空間に、はたして少女がひとり、オブジェの一つに腰を下ろして待っていた。

「……手紙をくれたのはあんたか？」

「…………」

　声をかけられると、少女はうなずいた。厚手の紺色こんいろのコートを着こんで、大きな毛糸の帽子の脇から三つ編みにした髪が二本下がっていた。眼鏡をかけている。

　見覚えのない少女であった。

「えーと、なんてのかな。あの手紙はどういうつもりなんだ？」

「…………」

　慎二郎が話しかけても、少女はうつむいたまま動かない。

　慎二郎も、彼女に近寄ろうとせず、少し離れた場所で停まった。

「最初はからかわれているのかとも思ったんだけピ──でも、本当に来ているし」

「…………」

「でも、いつのまに手紙を入れたんだ？　カバンを放ったらかしにしたことはなかったと思ったんだが──」

「──何だって？」

　慎二郎の言葉に、少女は顔を上げた。眼鏡が夕日の反射でぎヽらヽりヽと光った。

「いま、なんて言った？」

　少女は、なんだか男のような口を利いた。

「え？」

「カヽバヽンヽかヽらヽ手ヽ紙ヽをヽ見ヽつヽけヽてヽ、そヽれヽでヽこヽこヽにヽ来ヽたヽとヽいヽうヽのヽかヽ、君ヽはヽ？」

「それがどうかし──」

　慎二郎はぽかんとした。そこにいきなり少女が怒鳴った。

「──あヽぶヽなヽいヽっヽ！」

　と同時に、突然飛び出してきて慎二郎の身体を突きとばした。

「──わっ?!」

　次の瞬間、慎二郎が立っていた空間を黒くて丸い物体がかすめた。

　──ずヽんヽ、と地響きを立てて着地したそれは、広場の上に潜んでいたスプーキーＥであった。

　怪人は、今の急降下攻撃で慎二郎を殴り飛ばすつもりであった。だが失敗した。

「──っ?!」

　スプーキーＥは、彼の攻撃を見切った少女の方に拳を打ち込んだ。

　しかしその一撃は、ばっ、と広がった少女の紺色のコートに空しくからみついた。コートを払いのけたとき、そこに少女の姿はない。

　代わりに、彼女が脱ぎ捨てた帽子と眼鏡が宙を舞っており、かちっ、という音とともに落ちた。

　さらに、黒くて太いロープのようなものも転がっていた。それは、少女の帽子から垂れていた三つ編みの髪の束だった。付け毛だったらしい。

「──なんだ?!」

　スプーキーＥは眼鏡と付け毛を踏みつぶして、辺りを見回した。

　どこにも少女は見えない──いや、あれは本当に少女だったのか今となっては怪しい。

「…………」

　慎二郎は倒れたまま、声もない。

　そこにスプーキーＥが振り向いた。

「おまえ──いつのまに俺の支配から自由になっていたんだ?!」

「え…」

「手紙をカバンで見つけたから来た、と言ったが………おまえには手紙のことは忘れさせていたはずだ。なのに、どうしてその後でまた手紙を見つけられるんだ?!　ここに来たのは俺がそう指令したからのはずだ！」

「……な、なんだって？」

　慎二郎には、もうこの男が何を言っているのかまったくわからないようになっていた。誰かもわからない──

　スプーキーＥの手が慎二郎に伸びてきた。そこに、二人の間の空間にきヽらヽりヽと光るものが走った。

「──！」

　スプーキーＥは一瞬早く身を引いていた。だがそれでも、その腕に細く、長い傷がつけられて、そこから血がほとばしった。

　極細ワイヤーであった。

　それがおそるべき速度で引かれたので、さながらコピー用紙がときに人の指に深い傷をつけるのと同様に、スプーキーＥの腕に傷をつけ、安能慎二郎との接触を防いだのだ。

　そして、どこからともなく口笛のメロディが響く。クラシックの趣味のない慎二郎にはわからないその曲は〝ニュルンベルクのマイスタージンガー〟であった。

「──君は、この前の人喰いマンティコアよりも脆もろいと見えるな」

　続いて声が降ってきた。先刻の少ヽ女ヽもヽどヽきヽの、男だか女だかわからぬ中性的な声であった。

「な、何者だ?!」

　スプーキーＥが振り向くと、広場に並んだオブジェの一つの上に、そヽいヽつヽがすらりと黒い影を引いて立っていた。マントが風にたなびく。

　頭に左手をあてて、筒のような黒帽子を今まさに被かぶったところであった。
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「ぼくが誰か、君はもう知っているんじゃないのかな？　統和機構の合成人間君」

　唇に指先をあて、そして離すと黒いルージュが引かれている。まるで手品のようだった。

　そいつは、左右非対称の奇妙な表情を浮かべていた。

「ま、まさか貴様は──ブギ……」

　叫びかけ、はっとなってスプーキーＥはあわててその場から跳び退のいた。

　きヽらヽりヽと光が、そのすぐ後を追った。

　風に飛ばされてきた紙屑が、ぱらり、と両断されて二つになった。

「う、うおっ！」

　スプーキーＥは焦りつつも、転がって体勢を立て直して懐から小型拳銃を取り出すと、黒帽子めがけて発砲した。

　黒帽子は銃の狙いが定められる寸前に跳んでいた。がん、と音を立ててオブジェが弾丸にかすめられて欠けた。

　黒帽子は、ひらりひらりと動いてオブジェの陰から陰へとびまわる。

「く、くそっくそっくそっ！」

　スプーキーＥは闇雲やみくもに撃ちまくった。消音装直つきの、ぷしゅ、ぷしゅ、という気の抜けるような音ばかりがむなしく響く。

〝今回のぼくはイマジネーターの再出現に対応しているので、本来なら君になどかまうつもりはなかったんだがね……〟

　不気味な声が、どこからともなく聞こえてくる。

〝しかし、目の前に被害者がいたのでは、放っておくわけにもいかなくてね。つヽいヽでヽで悪いが、倒させてもらうよ〟

「ぬ、ぬぬぬ……！」

　スプーキーＥは歯ぎしりした。

　かちっ、と装弾されていた弾丸が尽きた。弾倉を交換しようとした瞬間、銃はうねるように飛んできたワイヤーに絡からみとられて、手からもぎ取られていた。

「──！」

〝覚悟はいいかな〟

　囁くようなかすかな声がスプーキーＥの耳元に届く。

「お──おのれ！」

　スプーキーＥは、くるっ、と背を向けて走り出した。

　逃げ出した。

　ただ逃げ出したのでない──その方向は、いま黒帽子を追ってやってきたのと正反対の方角だった。

　その先には、まだ腰を抜かしたままの安能慎二郎がへたりこんでいる。

「あ……」

　戻ってきたスプーキーＥに、慎二郎はやっと逃げ出す正気を取り戻した。

　立ち上がって、急いで駆け出そうとする。

　その足首を後ろから掴まれた。

「うわっ！」

「逃がすか、小僧！」

　スプーキーＥが慎二郎をぐヽいヽと引き寄せた瞬間、ひゅっ、とどこかで空気を切る音が響いた。

　スプーキーＥは首をすくめた。しかし、間に合わなかった。

　ぶつっ、という気色悪い音がした。

　スプーキーＥの右耳が、頭部からぶった斬ぎられて宙をくるくると舞っていた。

「────っ！　ぬううっ！」

　しかし、スプーキーＥはひるまずに、そのまま慎二郎の身体を振り回し、そして投げ飛ばした。

　風よけの幕が飛んでしまっているために、約五十メートル下の地面までぽっかりと空白が広がる方向へ。

「うわあっ?!」

　慎二郎は飛ばされながら、これは夢だ、と思った。

　こんなことで自分の人生が終わるなんて信じられなかった。

　一瞬のうちに、彼は新聞の見出しが脳裏に浮かんだ。

〝中学生、高校受験のプレッシャーで飛び降り自殺〟と。

　いろいろ人々は彼のことを噂するだろう。〝実は深く悩んでいた〟〝何か思い詰めていたような〟とか──そのどれもが間違いだとも知らずに。

〝得体の知れない怪人二人の戦いに巻き込まれて死んだ〟などと、まともな人間の想像を絶した解答など頭に浮かぶはずもない。

　誰にも理解されないで、ひとりぼっちで死ぬのだ──

（い、嫌だ！　こんなのは嫌だ！）

　心の底からそう思った。

　自分はまだ、肝心のことを何もしていないのに──と。

「…………！」

　何かを叫んだ。だがその声は自分にもよく聞き取れなかった。助けを呼んだのかも知れない。だが、何に助けを求めればよいというのか。叫びが自分の耳にさえ届かないこの世界で──




　──その腕が、いきなり乱暴に引っ張られる感覚とともに、飛んでいた安能慎二郎の身体は強引に方向を変えさせられて、ぎりぎりのところで百貨店屋上の上に投げ出された。

　思いっきり腰を打ちつけられてしまい、慎二郎は「ぎゃっ」と悲鳴を上げてしまった。

　まだパニックが抜けきらない混乱した頭で、彼は、自分を助けたんだか、単に敵の行動を阻止したんだかわからない、屋上の縁へりに立つ黒い人影を見やった。

「…………」

　夕暮れの光をバックにしているので、表情までは見えない。強い逆風にさらされてマントは激しく舞っているが、本人はぴくりとも動かない。

　そして憮然ぶぜんとした調子で、

「……逃がしたか」

　と呟いた。

　慎二郎もはっとなって見回したが、自分に訳のわからないことを言っていた異常に太った男の姿は跡形もなく消えてしまっていた。

「仕方がないな………まあ、君にはもう奴は近づかないだろう。君に接触すると、ぼくに襲われる危険があるからな」

　黒帽子はこっちにやってきた。なんだか、思ったよりも背が低い。

　……いや、考えてみればさっき彼を待っていた少女の正体がこいつだったのだから、小さくて当然であった。

　ということは、あの手紙はこいつが、あの謎のふヽとヽっヽちヽょヽをおびき寄せるために出した、ということだったのだろうか……？

「…………」

　彼は茫然と黒帽子を見つめるだけしかできない。

　黒帽子は、途中で身をかがめて地面から何かを拾った。それはさっきそいつ自身が切断してのけた太っちょの右耳だった。それを、十円玉でも拾うかのように、気軽にひょい、と懐中に入れた。

「しかし、君がどうして奴の支配から自由になったのか──それはたいへん興味深いが、まあ、訊いても無駄だろうな。そんな簡単に尻尾は残してはいまい」

　なにか言っているが、意味などまるでわからない。

　黒帽子は彼のすぐ前まで来ると、ふたたびマントの奥に手を入れて、今度は耳ではなく一枚の便せんを取り出した。

「こっちが本物の手紙だ。あらためて渡しておくよ。ちなみに日付は今日じゃなくて明後日だから、間違えないようにね」

　そう言って、慎二郎に差し出す。

「プライベートを侵害したことはあやまるが、まあ、勘弁してくれないか。やむを得なかったんでね」

　ぽかんとした顔で受け取り、中を見ると、前のとまったく同じ筆跡で、同じ文面が書かれていた。ただ言われた通り日付だけが違う。

「──どういうことなんだよ？」

　顔を上げて彼は訊こうとした。

　だが──そのときにはもう黒帽子の姿はどこにもなかった。

　ただ風が吹いているだけだった。




　　　　　　　＊




　それから二週間後、安能慎二郎は県立高等学校深陽学園の入学試験に、無事に合格した。
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Ⅵ



全ての混乱は解消されるとは限らない。

ときにそれらは、混沌のまま確固とした存在になって

世界を律することがある。

さながら論理的背景を持たないまま効果を発揮する呪いのように……





霧間誠一（ＶＳイマジネーター）
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〝お願い、末真さん。仁にいさんを助けて……〟

　……あの衣川琴絵という女の子の、必死そうな声がわたしの耳から離れない。

　そして、あの予備校で行われていた飛鳥井仁本人の得体の知れない行動。自殺した少女の肖像──

　どうしようもなかった。かつて異常心理行動のマニアだったわたしでなくても、もうこの件から関心を逸らすことなどできっこないだろう。

　わたしは、琴絵に頼まれた翌日の朝早くにさっそく、水乃星透子が飛び降り自殺した場所に行ってみることにした。もう春休みだから人はいないだろうとか思ったのだが、校門にはなんだかかやけに人集ひとだかりがしている。

「なにかしら？」

　わたしが呟くと、一緒に来た親友の宮下藤花が、

「あれじゃない？　ほら、新入生の制服の合わせとか、登下校のカード配るとかするアレ。事前説明会とかゆー」

　と教えてくれた。

「ああ、そうか」

　そう言えば二年前にそんなことがあった。すっかり忘れていた。

　みんな、がやがやと楽しそうだ。でも気楽なのはほんの少しのあいだで、すぐに受験だとか就職とかで目を白黒させて焦る生活になってしまうのだ。今のわたしたちみたいに。

「なんか、自殺した娘このこと調べるってムードじゃないわね。どーする、末真。あんたは帰る？　あたしは図書室に用があるけど」

　藤花はそう言った。彼女は、なんか借りっぱなしの本があるとかで、それで午後からの予備校講習に行く前に朝一で来たのだ。

「ううん、いいわ。一緒に行く」

「そお？　──あ」

　藤花は、校門のところまで来て、しまったという顔になった。

「あ、あの人がいるわ……まずいわね」

「ん？　誰かいるの？」

　わたしは変だな、と思った。藤花という娘は、あんまり人を嫌ったり、会いたがらないというタイプではないのだが。

「風紀委員長」

　彼女は気まずそうに呟いた。私はますます意外だった。

「え？　新刻にいときさん？　別にあの娘わるい人じゃないわよ？」

「いや……悪いのはこっちなのよ。いろいろとさ、その」

　彼女は私に手を会わせて見せて、

「ごめん、あたしはここで戻るわ」

　と言って、背を向けて走っていってしまった。

「ち、ちょっと……?!」

　ひとりで取り残され、私は困った。

　しかし、結局学校に向かって歩き出した。しかたがない。

　新一年生たちが嬉しそうに、校門の前でわらわらと集まっていた。うちの学校は校門のところに駅の改札口みたいなカードゲートがついていで、登下校をそれでチェックするという無駄なものがある。それで新一年生たちは戸惑いながらもはしゃいでいるのだ。

「ごめんなさい、ちょっと通して」

　わたしは人をかき分けて校門に入った。

「おはよう、末真さん」

　さっそく、さっき問題になった風紀委員長の新刻敬けいが声をかけてきた。私と彼女は一年の頃から知り合いだった。

「おはよ。なに？　風紀委員長だからって整理に駆り出されたの？」

　私が言うと、彼女は笑った。

「もう委員長じゃないんだけどね………なんか無理矢理に」

「あ、そうか。任期は切れてんだ。なんかあなた委員長に似合ってるから、つい」

「どういう意味よ、それ？」

「いや、なんか姉御あねごっていうかさ、あるじゃない」

「〝博士〟に言われたくないわね」

　わたしたちは顔を見合わせて笑った。

「それより末真さん、今日は？」

　わたしは口ごもった。あんまり大っぴらに言えることじゃない。

「あ、あー……まあ、ちょっと」

「一緒にいたの、宮下さんでしょう？」

　いきなり言われたのでわたしはどきっとした。

「え？　え、ええ……」

「私に会いたがらなかったんでしょ、あのひと」

「……うん。あのさ、なんで仲悪いの？　別に虫が好かないとか、そういうタイプ同士でもないと思うんだけど」

「ああ、いや、そうじゃないのよ。まあね……いろいろと、ね」

　敬は意味ありげに、どこか寂しげに微笑んだ。

「もしかして、男の子がらみかな」

　私がなんとなくそう言うと、敬は目を丸くして、そしてちいさく笑った。

「……ときどき怖いわね、あなた。心が読まれてるみたい」

「あ、いや。そんなつもりじゃ」

　私はあわてたが、敬は大して気にもしてないみたいに軽く話しだした。

「そういうことよ。私、あの娘この彼にふられたの。もう、手のつけようもなく、きっぱりはっきりとね」

「ああ、あのデザイナー志望とかいう」

　わたしも会ったことがある。なんつうか、まあ──悪い人じゃないんだろうな、とそんなことを感じたのを覚えている。友達の彼氏というのは、だいたいあんまりいい印象を受けないものではあるが。

「そう、そヽれヽ」

　敬は、どこかさわやかな調子で言った。

　ふっきれているのだな、とわたしは感じた。なんとなく、さすがだ、という気になった。わたしだったら、こうも綺麗な失恋はそうそうできないだろう。どこかずるずると引きずってしまいそうな気がする。でも敬はもう、しっかりと過去にしてしまっているみたいだった。

「……藤花も気にしなきゃいいのにね」

　わたしが呟くと、敬はあははと笑った。

「それだけならね。それだけならいいんだけど」

「他にもあるの？」

「あの娘この正体、知ってるのよね私」

　いたずらっぽく言った。

「……？　なんのこと」

　わたしが訊ねかけたとき、校門の方から、

〝ビィィ──〟

　とブザーが鳴り響いた。

「ちょっとごめん」

　敬はさっそく音がしたゲートの方に向かっていった。

　見ると、男の子がひとり、ゲートの前で茫然と立ちすくんでいる。カードを入れ損なったらしい。

「どうしたの？」

　敬が男の子に訊いている。

「あ……いや」

　男の子は、なんだか焦点が合っていない表情をしている。

　他の新一年生たちも、何事かと周りを囲んでいる。

「ああ、あなたたちはかまわずに、指定の教室に行ってください！」

　敬がみんなに大声で指示すると、その説得力ある調子に、皆は言われたように移動を始めた。さすが敬である。そこらの教師たちよりもよっぽど頼りになる。

　彼女は今の男の子を脇に連れていった。それにひとりの少女が付き添っている。

「ちょっと安能くん、どうしたの？」

　少女も心配そうに男の子の肩に手をやったりしている。同じ制服のところを見ると、どうやら同じ中学から同じ高校に入ったカップルらしい。

　なんか意味もなく、苦労のない青春せーしゅん送ってんなー、あーあ。──とか嫉妬を、ちょっとだけ感じた。

「い、いや……なんか、その」

　安能くん、とやらはさかんに頭を振っている。

「────」

　わたしは、悪趣味かな、とも思ったけど、ついつい彼らの方に注意を向けてしまう。

「……なんで俺、ここにいるのかな、とか思っちゃって……」

　安能くんはそんなことを言っている。ひどく腑に落ちない、という感じの顔をしていた。

「なに言ってるの？」

　敬も不思議そうだ。

「なんだか──ここに来るために、その代わりに、すごく大切なものを何かなくしてしまったような……そんな気がして──」

　安能くんはぶつぶつと呟いている。

「あなた、大丈夫？」

「安能くん、ちょっと去年いろいろあって……」

　安能くんの彼女がそんなことを言っている。しかし、彼氏は女の子たちの声など耳に人らないみたいで、

「なにも心当たりはない。なにもなくしてなんかない。そのはずだ。そのはずなんだけど……はじめて見つけたもので……」

　なんだか知らないけど、とても大切なものだったんだ。

　などとうわごとのように言っている。

　そして、涙をボロボロと流し始めたのだ。

　わたしもびっくりしたが、敬と彼女もびっくりした。

「な、なんなのよ？　どうしたっていうの？」

「安能くん？」

「え？」

　安能くんは、はっ、と我に返った。そして自分でも涙を流していることに驚いた。

　頬を撫でまわして、愕然としている。

「……なんで泣くんだろう、俺──」

　茫然としている。

　わたしはさすがにそれ以上見ているのに気後れして、その場から離れることにした。




　わたしは校舎の裏にまわった。こっちには誰もいない。しーん、と静まり返っている。

　それでも一応きょろきょろとあたりを観察して、誰にも見られていないことを確認する。

「よし……」

　わたしは閉鎖されている校舎裏の非常階段の柵をよじ登って、中に入った。これは現在では屋上に入る唯一の道なのだ。校舎の中の階段からの入り口には鍵がかかっていて、外には出られない。もちろん、水乃星透子その人が飛び降り自殺をしたことが閉鎖の原因だ。

　かんかん、と予想以上に非常階段がたてる足音は大きく響き、わたしはおっかなびっくり抜き足差し足で進んだ。

　上に出ると、風が強かった。髪を押さえながら、わたしは水乃星透子が身を投げた場所に向かった。

　……もちろん、行ったからといってどうなるものでもない。わたしはシャーロック・ホームズじゃないので、現場に行けばすべての原因は明白だよワトソン君、なんてことは言えない。

　ただ、なんかの感触はつかめるかも知れない。

　正直、わたしはかなりの数の異常心理だとかそういう本を読んだにもかかわらず、自殺者の心理というのがまるっきりわからない。

　無論、そうした本には、自殺未遂で生還した人のインタヴューとかも載ってはいた。だが、それらはしょせん〝死ななかった〟人の言うことでしかない。それにそういう人々の大半は、再度自殺に挑戦して死ぬことはなく、そのまま生きていく。

　実際に死んでしまった人とは、やはり決定的に違うのだ。たとえば心中未遂を繰り返して、あげくにほんとに死んでしまった文学者とかがいるけど、その人の書いたものを見ると〝自分にはほんとは死ぬ気がなくて、ただ相手の女性の執念にあわせていただけだ〟なんて正直に書いてあったりする。最期の、本当に死んじゃったのも、どうも自殺未遂のデモンストレーションに失敗して死んだ、みたいらしいし。

　本質的に、本当に死ぬ人は、遺書とかは書いても一番重要なことは残さぬまま死んでしまうだけだ──そんな気がしてならないのである。

　水乃星透子はどうなのだろうか？

　本気だったのか、失敗だったのか、それとも自殺というのは皆の誤解で、実は事故だったのか、それどころか、もしかすると──

　わたしは身震いするような気持ちで、ゆっくりと歩いていった。そして、

「────?!」

　その場所に着いたとき、わたしは思わず悲鳴を上げそうになった。

　そこには、手すりを握りしめて、今にも身を投げ出しそうな思い詰めた顔をしたひとりの少女が立ちすくんでいたからである。




　　　　　　　＊




　織機綺は、なぜ自分が急に深陽学園に進学させられたのか、スプーキーＥに聞いていない。

　だが、どっちにしろ逆らうことはできないし、それに受験するとなったら、彼女はどこにでも合格できるだけの学力は〝刷り込み〟されていたから問題にはならなかった。

「…………」

　彼女は、新入生の事前説明会にやってきたのだが、始まるまで時間があったので屋上に上ってきた。空を見たかった。入り口が柵で覆われているのは何故なのか知らなかったが、かまわずに乗り越えてしまった。

　空を見るのが好きになったのは、やはり谷口正樹と知り合ってからだった。彼が、二人で歩いていると急に、

「なんか、空が綺麗だね」

　とやたらに言うので、そんなものか、と思うようになっていたのだ。

「…………」

　空を見ていると、なにかふわっ、と身体が溶けてしまって、なにもかも楽になれるような気がする。

　正樹に許してもらえるかも知れない、という気持ちにさえなる……

「…………」

　──いや、そんなはずはなかった。

　そんなことは許されない。

　彼をどんなに危険な目に遭わせているか、どんなに彼をあざむき、真実から遠ざけているか──それを考えたら、彼に殺されたって文句は言えないのだ。

　………正樹に殺されたい、と綺は心のどこかで思っている。

　そうなったら、どんなに楽だろうと綺は思う。それがいま彼女にある唯一の、願望らしい願望だ。

　気がつくと屋上の手すりにつかまって、ぶるぶる震えるほど握りしめていた。

　そこに、

「………あのう」

　と声が背後からかけられた。

　振り向くと、どうやらこの学校の先輩らしき女子高生が、おそるおそる、といった調子で彼女に近づいてきた。

　見覚えのある顔だった。前に、見たことがある。直接ではなく、資料の上で。たしか名前は末真和子といったはずである。

「──なんですか」

　綺は訊ね返した。

「いや、あの……勘違いだったらバカみたいなんだけど……」

　末真和子はおずおずと話し出した。

「あのさ……飛び降りるんなら、やめた方がいいんじゃないかな、そこは。前にもおんなじようなのいたし。あんまりよくないと思うのよね──」

「…………」

　綺は、ちょっと目を丸くした。

「いやその、生きてればいいことある、なんて筒単に言えないのは充分わかってるのよ。でもさ、なんつうか、たぶんあなたが死んでも、あなたが憎かったり、どうしても許せないこととか、世の中から絶対になくなんないしさ。つまり、なんてのかな──」

　末真はしどろもどろに喋りながら、いつのまにかすぐ近くまでやってきていた。

　ぐっ、と綺の腕をつかんだ。

　綺はその力強い手を見て、そして彼女の顔を見る。

「──無駄よ、死んでも。それだけは言えるからさ」

　彼女は綺の目を見つめて、きっぱりと言った。手を離そうとしない。

「…………」

　綺は、どうやってこの誤解を解いたらいいのか迷った。

　だが、本当に誤解なのだろうか？

　自分でも、知らず知らずのうちに飛び降りたいという気持ちがあったのではなかったのか？

　よくわからなかった。

　でも、どっちにしろこの末真和子は綺の腕を隠しはしないだろう。それは確かなようだった。

「……無駄、ですか」

　綺は静かに言った。

「ええ。自分は無意味だ、と思ってるかも知れないけど、死ぬのはもっと意味ないわ」

「…………」

　そうだろうか？　彼女が今死んでしまえば、少なくとも正樹のことを間接的に守れるのではあるまいか。

「でも、私は──」

　綺はうつむいた。

「死んでしまいたい」

　口に出して、そう言ってしまっていた。

　末真の眉がひそめられた。

「本気？」

　綺は、こくん、と弱々しくうなずいた。

「そう──。でも、いまはもう無理よ。わたしが見ちゃったからね」

　末真は綺の腕を引っ張って、屋上の奥に連れ込んで、無理矢理に座らせた。

「すみません、末真さん」

　綺は呟いた。

　ん、と末真は不思議そうな顔になる。

「あなた、わたしを知ってるの？」

　綺はしまった、と思ったが、条件づけられた反射神経が勝手に反応した。

「ええ、知り合いにここの先輩がいて。その人から聞いていて。末真和子先輩でしょう？」

「誰よ？　どんな噂？　──いや、言わなくていいわ。だいたい見当つくから」

　和子は苦り切った顔で、忌々いまいましそうに言った。

「──すみません」

　実際には、彼女の写真が例の〝追跡対象〟の関連資料に併記されていたのだ。六年前に起きた事件で、この末真和子は命を失いかけている。もっとも本人さえ知らないことで、彼女自身は統和機構のチェックリストにさえ載っていない対象外の存在だ。

「いや、別にあやまんなくてもいいけどね」

　末真は優しく微笑んだ。

　綺は、ちょっと口をつぐんで、それから末真に訊ねかけた。

「──あの、末真先輩、ちょっと教えてもらっていいですか？」

「なに？」

「先輩──ブギーポップって、どう思います？」

「え？」

　末真は困った顔になった。

「どう思う、って言われてもね──。気を悪くしないでほしいんだけど、わたし、ああいう噂ってのは、ちょっと」

「信じていないんですか」

「うーん……まあ、そうなんだけどさ。それだけじゃなくて、その………あんまり知らないのよね」

「え？　このへんの女の子って、みんな」

「そう、みんな知ってるのよね。でも、わたしはね」

　末真はため息をついた。

「なまじ人殺しとかに詳しいとか言われちゃってるから、そういう話題をダーァレも振ってくれなくてね……こっちから細かく訊くのもアレだしね」

「……そうですか」

「でもねえ、なんてのかな、ああいったか殺し屋〟だとか〝死神〟みたいなイメージってよくあるのよ。いわゆる〝思春期〟ってヤツには。自分が不安定だから、いっそもう全部コワレてなくなってしまえ──みたいな気持ちがあるんでしょうね。殺してほしいっていうか」

「────」

　綺は、すこし身を強張らせた。

「大人はさ、そういうとき無責任に〝不安定なのは一時期だけだ。すぐに落ち着くようになるものだ〟とか言ってくれちゃうけど、そんな簡単にはいかないのよね、やっぱり」

　末真は肩をすくめた。

「だからいヽるヽのよ、きっと」

「え……？」

「ブギーポップが。そヽのヽたヽめヽにヽいヽるヽんヽだヽと思う。落ち着かない心を、落ち着かないまま守ってくれるためにね。そういうものだと思うの、わたしは。……ま、信じられる方が幸せとも言えるでしょうね」

　末真は、ちょっとおどけたような口調で言って、首をすくめた。

　意外な解答に綺はとまどった。

「……守って、くれるんですか？」

「死神なのに、って？　でもああいうものって、実際の暗殺者とか知らないで言ってる、ロマンチシズムの産物よ。本当に殺し合いやってるヤツが、つまんないコスチュームなんて着てたらバカみたいよ、ほんと」

「…………」

　綺は顔を伏せた。ブギーポップがなんであれ、自分は守ってくれないだろう、と思ったのだ。

「先輩……聞いてくれますか」

　彼女は、自分でも思いも寄らないことを口走っていた。自分から他人に話をしようなんて思ったのは初めてのことだった。

「うん」

　末真はうなずいた。その優しげな調子に、綺は小さな口を開ける。

「男の子が……私のこと好きみたいなんです」

「うん」

「でも、私は、その……駄目なんです。できないんです。そういうのは──」

「うん」

「彼に悪くって──どうしたらいいかわからなくて……」

「うん」

「彼のためならなんでもしてあげたいんです。でも、私には何にもしてあげられることがなくって……逆に彼をひどい目にばかり遭わせちゃって……どうしよう、私……」

　綺は言っているうちにたまらなくなって、ぶるぶる震えだした。両手で自分の肩をぎゅっ、と掴むが、それでもおさまらない。

「うん」

　末真はうなずき続ける。

「私、誰にも嫌われちゃいけないのに、そういうことになってるのに、このままだったら、私、彼に嫌われてしまう──」

「うん」

「人に嫌われちゃいけないのが、私がいてもいい理由なのに──どうしようもないんです。もうどうしていいか………いっそ生きていない方がいいんです、私は──」

「それは無理ね」

　末真は、ここでやっと口を挟んだ。

「誰にも嫌われないで生きていくことなんか、絶対にできないわ」

　きっぱりと断言した。

「──え？」

　綺は顔を上げた。その目を、末真がじっと覗き込むようにして見つめた。きつい感じはしない。母親が眠っている子供を見つめるような目だ。しかし、織機綺にはそういう目で見られるという経験がなかったので、ただとまどうばかりだ。

「生きていくってのは、他の人と触れあうってことよ。そのとき、相手を嫌でも傷つけてしまうときが必ず来る。これはどうしようもないことだわ」

　末真の淡々とした言い方と、そのまっすぐな視線の優しく柔らかな感触に、綺はなぜか、自分が裸になってしまうような感じを覚えていた。

「──で、でも」

「賭かけてもいいけど、もうすでにあなた、誰かの憎しみを買っているわよ。それも、ものすごくね。殺してやりたい、とか、絶対に思われたことがあるわ」

　末真は静かに、すごいことを言った。

「…………」

　綺は絶句した。反論できなかった。口を開きかけたが、うまく言葉にならない。

「──ど、どういう……ことですか」

「そういうものだからよ」

　末真の答えは答えになっていない。だが、奇妙な説得力がその言い方にはあった。そして彼女は続ける。

「誰にも嫌われないで生きていける、なんて思っている人は、それ自体イヤミだわ。あなたにそんなつもりがなくても、嫌われたくないとしか思っていない人間は、他の人の〝嫌いになる権利〟を侵害してるのよ。わかるかな？　侵害よ、シンガイ」

　またしても強烈な単語を使う。

「…………」

　綺はぽかん、としたまま末真の眼を見つめる。それは、ずっと綺に向かってまっすぐに向けられ続けている。

「──あのさあ、あなた、霧間誠一って作家知ってる？　いきなりだけど」

　末真は言った。

「え？」

　綺が我に返ったところで、末真はまたうなずいてみせる。

「うん、まあ、小説家なんだけどね、わたしも小説の方は全然読んでないんだけど。そのひとが本の中でこんなこと言ってるの。

〝……確かに何かがいる。人に『かくあらねばならない』と思いこませている何者かが。それは人々の間に入り込み、いつのまにか世界を軋きしませている〟……」

　末真は、すらすらとその一節を暗唱する。自分ではまともと思っている彼女だが、こういうのがすらすら出てくるあたりが人に奇妙だと思われる原因なのだが、本人はあまり自覚していない。

「〝………人間の生涯に、何らかの価値があるとするならば、それはその何者かと戦うところにしかない。自分の代わりにものごとを考えてくれるイマジネーターと対決するＶＳバーサスイマジネーター──それこそが人々がまず最初に立たねばならない位置だろう〟

　……ってね。まあ、めんどくさいことぐちゃぐちゃ言ってるけど、要するに人は、自分で自覚してる以上に、世の中の常識っていう鎖に縛られていて、それで苦しんでいるってところかしら」

「鎖……」

「そう。縛られているなら、そこから抜けださなくっちゃならないだろう、ってそう言ってるのよ、あの人は」

　末真はその作家を、まるで誰か知り合いの人にたとえるかのように言う。

「…………」

「あなたにも、たぶん〝そうしなくちゃ、そうでなければ駄目〟みたいなものがあるんでしょう？　それがなんなのか一々訊かないけど、でも、あなたを好きだっていう男の子は、決してあなたにそんな風に悩んでほしいって思ってはいないわ。これは絶対にそうよ」

「……はい」

　綺は、末真のペースにつられて、ついうなずいてしまう。

　末真はにっこりと笑う。

「なんか偉そうに喚わめいちゃったけどさ、ほんと、こう言っちゃ何だけど、あなたにはたぶん〝戦う〟って発想が欠けているんだと思うの。それがなくちゃ駄目よ、やっぱり」

「……はい」

　でも、どうすればそれができるのか？

　綺は奥歯を噛みしめた。だけど、この人の言う通りだ、とも思った。

　嫌われたくない、としか思わないことはできないのだ。

「死ぬのはそれからでも遅くないわよ。さ、とにかく降りましょ。ひょっとして、あなた新入生じゃないの？」

「はい、そうです」

「たいへん！　もう説明会はじまってるわよ、きっと！　急がないと！」




　　　　　　　＊




　わたしはあわてて彼女の手を取って屋上から駆け下りた。

　校舎裏についたところで、彼女は私に向かって頭を下げた。

「ありがとうございました。できるかどうかわかりませんけど、やってみます」

　そう言った。

　わたしはちょっと困惑した。考えてみれば、わたしは人生相談なんかできる柄じゃない。むしろカウンセリングを受ける方だろう。それなのにずいぶんと、この彼女に確信があるみたいな言い方をしてしまったようだ。

「うん、ごめんなさいね、なんか勝手なことばっか言っちゃって」

　本心からそう言った。

　でも彼女は首を横に振った。

「いいえ──あの、先輩」

「なに？」

「もしも、戦う相手がブギーポップだったとして……やっぱり戦うべきですか？」

　真剣な顔で訊かれた。わたしは反射的に、

「なんであれ、よ」

　と、またしてもきっぱりと言ってしまっていた。彼女のことなんかなにも知らないのに、断定してしまっていた。

「わかりました」

　彼女は背を向けて、走り出した。

　わたしは、ここでやっと気がついて、彼女の後ろ姿に声をかけた。

「あなた──名前はなんで言うの？」

「織機綺です」

　彼女は立ち止まり、ペこり、と頭をまた下げた。

「がんばってね、織機さん」

　わたしはかるく手を振った。

　そして、どういうわけだか知らないが、わたしはまたあの少女と会うことになる、という予感が胸の中を、ずきり、と痛みのように走った。
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　あとがき──ブギーでポップなアレ








　えー。小説でもマンガでも映像でもゲームでも音楽でも、要するに何でもいいのだが、いわゆるポップカルチャーというものがある。芸術、とゆーには少しアレで、しかし人の心を揺さぶるということにかけてはハンパなファインアートよりも強かったりする、というようなものであろうか。このポップカルチャーの判断基準というのはムチヤクチャ単純で、つまり「売れたものが勝ち」というミもフタもないものだ。売れる、という表現ではアレなので、受け手に認められる、と言い換えてもいい。受け入れられてはじめて成立するのがポップカルチャーらしい。まー、それはそうで、それを言ったらなんだってそうじゃねえかよ、とか言われそうであるが、世の中には他人がどう言おうがこれはいい、というものだってやっぱり存在するのであって、そういうものはポップカルチャーとは言わず幻の名作とか伝統芸能とかいろいろな言われ方をされるわけだ。別にそれらはすぐれていないわけではなく、ただポップでないだけだ。




　誤解されることを承知で言ってしまうのだが、ほとんどのポップカルチャーというのはつまるところ「手抜き」というもので成立している。「ホンモノは堅苦しい感じがするからニセモノの方がいい」というところであろうか？　ホンモノを作れるだけの力のある人でも、わざと力を抜いてニセモノをつくったりする。これはなにかのたとえなのであろうか？　つっつくとコワイ話になりそうなのでやめるが、しかしこの「手抜き」というヤツは、実は「すでに硬直化した過去がほどよく抜けて未来への可能性がひらける」とゆーよーなものでもあるのだった。（どうだ、なに言ってるかよくわからんだろう）（いいんだけど）




　ポップカルチャーの最も良いところは、何と言っても権威が存在しにくいところである。皆無とは言えないが、まああんましない。ついこないだまで大御所だったものが、あっというまに陳腐ちんぷでつまんないものということになって、とっくの昔に時代遅れとされていたものが「新鮮だ！」「これを忘れた昔の奴はバカだ」とか言われて甦よみがえったりするのもポップだ。実にいい加減であり、しかしなんとなくその渦中にあるときはそれにある種の必然を感じていたりもする。あっというまに巨大になったかと思うと、突然はじけてキレエさっぱりなくなってしまう。ポップ泡とはよく言ったものだ。ここには安易に頼れるわかりやすい基準などなく、たとえば小説の公募で大賞を取ったりしても、それだけではちっとも偉いことにはならないのだ。




　はっきり言うが、私はかなり時代とズレた感性しか持っていない。ちっともポップな人間ではない。二十年前、三十年前の流行歌を聴いて「スゲエ！」とか叫んだり、五十年前の小説を読んで「カッコイイ！」とか喚わめいている人間である。別にそいつらは今のポップにはぜんぜん対応なんざしてなくて、コーフンしてるのはオレだけだったりする。困ったもんなのであるが、曲がりなりにもプロの小説家としてやっていこうという人間がそれでは困るので、なんとかポップになろうなろうと努力してみるのだがどーも上手うまくいかない。そう、こんな文章を書いていることからもわかると思うが、私はポップという概念に対してアコガレというかコンプレックスというか、そーゆーもんを持っている。しかしなんつうか、歪ゆがんだ性格になっちまったせいで、どんなもんを作っても「ユニークだけど」「これはユーモアなのか？」とか言われる始末である。ついでにそれで「ウチでは出せませんねえ……」とか言われてたのである。今でも言われているという話もある。




　しかし、それでもポップを目指さねばならないのだった。これはもう私の人生のテーゼがそういうもんだから仕方がない。そうやって作ったものがどっか不気味ブギーになってしまうのは私のせいじゃない、と言いたいが私のせいだな、やっぱ……。それでもやるのだ。ブギーなポップもどきでも、いつの日にか真のポップにたどり着けると信じて。




（あとがきにかこつけて勝手なこと書くなよな、ほんとに……）

（まあいいじゃん）
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					Ⅵ





					〝お願い、末真さん。仁にいさんを助けて……〟





					あとがき─ブギーでポップなアレ
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